
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──助けて。

　誰だれかのそんな叫さけび声を聞いた気がして、志し雄おがそっと目を覚ますと、そこには見慣れない石の天てん井じようがあった。

「……あれ？」

　一体ここはどこなのか。

　それにさっきの声は……、と大の字で寝ね転ころんでいた志雄は、頭を少しだけ動かして、周囲の様子を窺うかがう。

　見れば、そこは薄うす暗ぐらく狭せまい通路のような場所で、石の壁かべに備えつけられた松たい明まつの灯あかりだけが、辺りを淡あわく照らしていた。

　言うなれば──そう、まるでＲＰＧのダンジョンのような場所だったのだ。

「え、本当にどこ……？」

　志雄はゆっくりと身を起こすと、砂で汚よごれた制服をはたきながら、直前まで自分が何をしていたのかを思い出そうとする。

「なんか頭がはっきりしないな……。あ、でも確か学校帰りに棒アイスを買い食いしていた気が……って、そうだ！　アイスの棒に〝あたり〟の字が見えたんだよ！　それでテンションが上がって……こんなところに来るわけないよな……。てか、俺の鞄かばんはどこに行ったんだろう……？　ついでにアイスも……」

　とりあえず高校指定の鞄（と棒アイス）を探そうと、志雄が立ち上がった──その時だ。




「──た、助けてください!?」




「──っ!?」

　再び通路の奥から、誰かの助けを求める声が聞こえた。

　声の感じから察するに、恐おそらくは女の子であろう。

　一体何事かと、思わず志雄は声がした方へと駆かけ出す。

　と。




「──がはっ!?」




「えっ？」

　通路の先──少し開けた場所に出た瞬しゆん間かん、志雄のすぐ近くの壁に、鎧よろいのようなものを着た少女の身体からだが、勢いよく叩たたきつけられてきた。

「て、テトラさん!?」

　苦痛の声をあげる少女──テトラを追いかけるように、もう一人別の、空色の髪かみの少女が現れ、その身体を支えようとしゃがみ込む。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、テトラさん!?」

「わ、私のことはいい……。そ、それより早く逃にげろ、アルス……」

　どうやら少女の名は、〝アルス〟というらしい。

　顔立ちは端たん整せいだが、まだあどけなさが残っており、年ねん齢れいは一〇代半ばくらいであろうか。

　一方、テトラは可愛かわいい系のアルスとは違ちがい、綺き麗れい系の怜れい悧りな容姿をしており、年齢はアルスよりも少し上──志雄と同じ一七歳くらいだろう。

「い、嫌いやです！　テトラさんを置いてはいけません！」

「ば、馬ば鹿か者もの……。は、早く逃げ……て……」

　そう言い残すと、テトラは意識を失ったようだった。

「て、テトラさん!?　しっかりしてください!?　テトラさん!?」

　突とつ然ぜんの緊きん迫ぱくした状じよう況きように呆ぼう然ぜんとする志雄だが、何な故ぜそんなことになったのか──その理由はすぐに判明した。

「「「グルルルル……ッ」」」

　ふいに暗くら闇やみの中から、トラやライオンなどの大型肉にく食しよく獣じゆうよりも、一回り以上大きな狼おおかみらしき獣けものが、三頭ほど喉のどを鳴らしながら姿を現したからだ。

　それだけでも十分恐きよう怖ふを感じる光景なのだが、よく見ると、狼たちの瞳ひとみは赤く輝かがやいている上、前まえ脚あしはガントレットのように硬こう質しつ化しており、背びれのような突とつ起き物ぶつも、尾おまでずらりと続いているなど、どう見ても日本──いや、むしろ現代に生息している動物とは思えないような存在であった。

（え、なんだよ、あれ!?　狼にしちゃでかすぎだろ!?）

　志雄が石壁に身を隠かくし、静かに様子を窺う中、狼たちは鋭えい利りな歯し牙がを剝むき出しにしながら、アルスたちの背後へとじりじり迫せまっていく。

　すると驚おどろいたことに、真ん中の一番大きな狼が、なんと人語を発し始めたではないか。

「ここは神聖なる我らがモンスターの領域。誇ほこり高きモンスターの血を、人の血で汚けがした半はん端ぱ者ものどもが、容易に足を踏ふみ入れていい場所ではない。その罪、死をもって償つぐなうがいい」

　グルルッ、と洞どう窟くつ内に重低音が響ひびき渡わたる。

（しゃ、喋しやべった!?　てか、どうしよう……。あんなの、一いつ般ぱん人じんの俺がなんとか出来るレベルじゃねえよ……）

　誰かいないものかと、志雄は救いを求めるように、元来た道を振ふり返る。

　が、無情にも、そこに人の姿は見当たらず、アルスたちと狼たちの距きよ離りも、じりじりと縮まっていった。

（く、くそ!?　何か手はないのか!?）

　と。

「ご、ごめんなさい！　す、すぐに出ていきますから！　ですから、どうか許してください！」

　背後のテトラを守るように立ち上がったアルスは、肩かたを震ふるわせつつも、そう狼たちに告げる。

（な、何か手は……）

　だが次の瞬間。

「「「グガウッ！」」」

　狼たちが一ひと際きわ大きな咆ほう哮こうを上げ、アルスたちに飛びかかった。

「きゃあっ!?」

「──っ!?」

　気がつくと、志雄はアルスに向かって駆け出していた。

　もちろん助けられるかどうかなんて考えてはいない。

　でも助けないといけないと思った。

　そう思ったら、自然と身体が動いていたのだ。

「こ、こなくそおおおおおおおおおおおおおおっっ!?」

「……ふぇ？」

　飛びかかる狼たちから庇かばうべく、志雄はアルスをタックルの要領で抱かかえ飛ばす。

　──がばっ。

「ひゃうっ!?」

「「「グガッ!?」」」

　ぎゅっと抱だき締しめた彼女の身体は、まるで焼きたてのパンのように柔やわらかく、ふわりと微かすかな柑かん橘きつ系の香かおりが、志雄の鼻び腔こうをくすぐった。

　──どさっ。

「……？」

　だが志雄には、それよりも気になることがあった。

　それはアルスを地面に押し倒たおした際、唇くちびるにむにゅっと感じた、湿しめっぽい柔らかさである。

　ほんのりと甘いその感かん触しよくの正体を探さぐるべく、志雄は閉じていた瞳を開く。

「──っ!?」

　そこにあったのは、人の顔だった。

　いや、正確には、自分が庇ったはずの少女の顔──その長いまつげと瞳が、今まさに志雄の鼻先数ミリのところにあったのだ。

　そう、二人はキスをしていたのである。

「んっ……」

　アルスの柔らかい唇は、完全に志雄の唇と重なっており、彼女と目が合った瞬間、その端整な顔に、ぱっと朱しゆが広がった。

「っぷはあ!?　ご、ごめん!?」

「い、いえ……」

　助けようとしたとはいえ、偶ぐう然ぜんにも唇を奪うばってしまったことを謝ろうとした矢先。

　──むにゅっ。

「ひゃうん!?」

「えっ？」

　何か右手にも、妙みように柔らかい感触があることに気がつく。

「んんっ!?」

　そして志雄の手の動きに連動するかのように、アルスがびくりと身体を震わせた。

　言わずもがな──おっぱいである。

（な、なんだこの柔らかさは!?　こ、これがおっぱい!?）

　──むにゅむにゅっ。

「あ、んっ!?」

「のわっ!?　ご、ごごごめん!?」

　思わず手を動かしていたようで、アルスからまたしても嬌きよう声せいが上がり、志雄は慌あわてて手を離はなす。

　偶然とはいえ、成長途と中ちゆうな少女のおっぱい（しかもたぶんブラジャーをつけていない）を思いきり鷲わし摑づかみしていたことが発覚し、志雄の脳のう裏りに社会的な死がよぎった──その時。




　──ぱあっ！




「「──っ!?」」

　突とつ如じよ二人の身体が淡あわい輝きに包まれたかと思うと、自分の意志とは無関係に動き出した上、宙にまで浮うき始めたではないか。

「うおっ!?　な、なんだこれ!?」

「ひゃわっ!?　か、身体が勝手に!?」

　そしてそれはアルスも同じだったらしく、空中でくるりと一回転させられた後、強制的に四よつん這ばいのようなポーズになり、ゆっくりと着地していく。

「こ、こんな恰かつ好こう……は、恥はずかしいですぅ～……」

　すると、今まで上空に浮いたまま、アルスの様子を眺ながめていた志雄の身体が、ぐいっと引っ張られるように開かい脚きやくさせられ、

「ちょ、ちょっと待っ──」

　さらには真まっ直すぐアルスの腰こし元もとへと、狙ねらいを定めるかのように飛んでいき、

「むおっ!?」「ひゃうっ!?」




　──騎き乗じよう。




　志雄は、アルスの上に跨またがるように乗ってしまった。

「え、何これ……」

　シュールすぎる光景に絶句する志雄だが、しかし下腹部の下にいるアルスはというと、

「ひあっ!?　こ、こんな気持ちいいの、は、初めてですぅ～!?」

　と、身体をびくびくさせながら喘あえいでいた。

「え、ちょっ!?　そ、そこはぐりぐりしちゃダメだって!?　ちょ、ちょっとちょっと!?」

　アルスの腰の動きが、志雄の男の部分に変な刺し激げきを与あたえる中、二人の身体からだを包んでいた光が一層強く輝き、辺りを白く包み込んだ。

「あ、ダメ!?　わ、私……い、イッちゃいますぅぅぅぅぅっっ!?　は、はうぅぅぅぅんっっ!?」

　と。




　──ぼよよよ～んっ！




「──なっ!?」

　アルスの背が一際大きく反り返ったのと同時に、彼女の身体が一いつ瞬しゆんにして巨きよ大だいなスライムへと変化した。
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　一体何が起こったのか、志雄が状況を理解出来ずにいると、二人の身体を包んでいた輝きがぱっと消え去り、重力に従って、彼らはずずんっと大地に舞まい戻もどった。

「な、なんじゃこりゃ!?　え、さっきの子、スライムになっちゃったの!?　てか、なんか跨がっちゃってるけど大だい丈じよう夫ぶ……？　ま、まあ座り心ごこ地ちはぷよぷよしてて気持ちいいんだけど……って、そうじゃねえよ!?　というか、その前に何このランスと盾たて!?　しかも身体中から変なエフェクトみたいのが出てるし!?」

　志雄が青色のランスと盾を両手に、一人わちゃわちゃしていると、

「はあ、はあ……。わ、私は一体……。な、なんだか身体が熱いです……」

「！」

　ようやく快感が落ち着いてきたのか、とりあえずは無事そうなアルスの声が聞こえたことで、志雄はほっと胸を撫なで下ろした。

　が。

「って、どなたですか!?　な、何故私の上にお座りに!?　い、いえ、それよりもこれは一体どういうことでしょうか!?　私、お母さんみたいに立派なスライムになれてます～!?」

「と、とりあえず落ち着けって!?　俺も全然状況が分かってないんだからさ!?」

「ひゃわっ!?　あ、あんまり暴れないでください～!?」

「うおっ!?　ご、ごめん!?　てか、今さらだけど、なんか俺、スライム・ナイトの上部分みたいな感じになってない!?」

　と、今度は二人揃そろってわちゃわちゃする志雄たちだが、

「貴様ら、いつまで我らを無視するつもりだッ！」

　今まで長いこと放置されていた狼おおかみたちが、苛いら立だったように唸うなり声を上げてきた。

「はわわわわっ!?　ご、ごめんなさいですぅ～!?」

「そ、そうだった！　と、とにかく今は逃にげないと！　って、降りられねえ!?　え、何これ!?　おケツが引っついてる!?」

　──ぐいっ。

「ひゃんっ!?　あ、あの……で、ですからそこをあんまりぷにぷにされると……」

「あ、うん……。ご、ごめん……」

　と。

「またもや我らを愚ぐ弄ろうするとは……ッ。だがたとえモンスターの姿になれようとも、所しよ詮せん貴様はただの半端者に過ぎん！　人間の力を借りたところで、我らの敵ではないわッ！」

　狼はそう吐はき捨てるように言った後、前まえ脚あしにぐっと力を込こめ、問答無用で志雄たちに襲おそいかかってきた。

「げっ!?　やばっ──」

　万ばん事じ休すかと思われた──次の瞬間。

「や、やめてください～!?」

　──ぴょーんっ！

　志雄を乗せたアルスが、咄とつ嗟さに天てん井じよう近くまで飛び跳はね、狼たちの攻こう撃げきを回かい避ひする。

「何っ!?　我らファンガードウルフの三さん位み一体攻撃を避よけただと!?」

「えっ？」

「お、おお、すげえぞ！　助かったぜ！」

　──どすんっ！

「い、いえ、何故かは分からないのですが、この姿ですと、もの凄すごく身軽に移動出来るみたいです！　こ、こんなの初めてです！」

「そ、そうか！　俺もよく分からんけど、とにかくよくやった！」

「はいっ！」

　盛り上がる志雄たちをよそに、狼たちは再びこちらに攻撃すべく、態勢を整える。

「くっ、かくなる上は──〝あれ〟を使うぞッ！」

「「応ッ！」」

　リーダー格の狼がそう告げると、三頭が身体を寄せ合い始め、彼らの周りに、何やら黒いオーラのようなものが巻き起こる。

「うおっ!?　な、なんかやばそうだぞ!?」

　と。

「あ、あの！　そのランスを！」

「えっ？　これ？」

　突とつ然ぜんの物言いに、志雄は小首を傾かしげる。

　しかしアルスは真しん剣けんなようで、こくりと頷うなずいて言った。

「はい！　それを狼さんたちに向けて振ふってください！」

「いや、そう言われても……」

「お願いします！　なんか凄い技が出る気がするんです！　よく分からないんですけど、そんな気がするんです！　なので、振ってください！」

「え、えぇ……」

　この状じよう況きようでそんな不確かな勘かんに懸かけるというのは、些いささか以上に無む謀ぼうだと思うのだが、

「お願いします！　私を──信じてください！」

「ふははははッ！　死ねいッ！　我ら三兄弟の誇ほこる究極奥おう義ぎ──ダークネスフォトンブラストォォォォォォッッ!!」

「あーもう！　分かったよ！　こうすりゃいいんだろ！」

　狼たちの放った漆しつ黒こくのエネルギー波を回避するべく、半ばやけくそ気味に、志雄はランスをやつらに向けて振るった──次の瞬間。




　──どぱんっ！




「「「……えっ？　ぎゃあああああああああああああああああああああああっっ!?」」」

「へっ？」

　ランスの切っ先から、凄すさまじい水の奔ほん流りゆうが飛び出し、エネルギー波ごと狼たちをまとめて壁かべ際ぎわまで流していった。

「え、何このでたらめな威い力りよく……」

　どういうこと……、と志雄が顔を引き攣つらせながら呆ぼう然ぜんとしていると、

「す、凄いですぅ！」

「うん？」

　またもやアルスの声が辺りに響ひびき、彼女は志雄に称しよう賛さんの言葉を送ってきた。

「第五層のボスよりも強いと言われている、ファンガードウルフさんたちを、たったの一撃で追い払はらってしまうなんて！　それも三体もまとめて！」

「え、それって凄いことなの？」

「もちろんです！　第五層は三つほど上の階層なんですけど、レベル10の冒ぼう険けん者しやさんたちでも討とう伐ばつが難しいと言われているモンスターさんなんです！　ただ出会う確率はかなり低いと言われていますので、本当に運がありませんでした……」

「そ、そうなのか。てか、モンスターにレベルに冒険者って……」

　完全にＲＰＧじゃん……、と驚おどろいたように、志雄が流された狼たちを見やると、

「「「きゅ～……」」」

　彼らは少し離はなれた壁際で、揃って目を〝×〟にしながら、気絶しているようだった。

「うん？」

　最中、志雄はふとその傍かたわらに、何やらきらりと光る結けつ晶しようのようなものを見つける。

「なあ、じゃあもしかしてあれって、ドロップアイテムか何かか？」

「あ、そうです！　モンスターさんたちの落としものです！　わあ、凄い！　《ルセルクの結晶》じゃないですか！　こんなに大きいの、私、初めて見ました！　もの凄く高価な代しろ物ものなんですよ、これ！」

「へえ」

「ちなみにモンスターさんの落としものは、倒たおした方が貰もらうのがルールなんです。なので、これはどうぞあなたがお受けとりになってください」

　ぐに～、と触しよく手しゆのようなものを伸のばして結晶を摑つかんだアルスは、それを志雄のところへと持ってきてくれる。

「あ、うん。ありがとう。てか、そこ伸びるんだ……」

　促うながされるまま、アルスから結晶を受けとった志雄は、これをじっと眺ながめる。

　結晶は手のひらサイズくらいの大きさで、きらきらと青色の輝かがやきを放っていた。

　とりあえず制服のポケットに結晶をしまいつつ、志雄は考えを巡めぐらせる。

　モンスターを退しりぞけたらドロップアイテムが出るなど、一体どこのＲＰＧかと突つっ込こみたくなるが、少なくとも、地球じゃないことだけは確かであろう。

　何せ、このアルスという少女も、目の前でスライムみたいなモンスターに変身したのだ。

　その上に跨がっている志雄のお尻しりには、未いまだに弾だん力りよくのある感かん触しよくが伝わり続けているし、これが夢というには、些かリアルすぎる。

　となると……。

「まさかの異世界召しよう喚かん……？」

　いやいやいやいや!?

　異世界召喚なんて、創作物上の出来事であって、現実にあるはずが……ないよね？

　え、マジで？　と志雄が頭を抱かかえていると、

「アルスー！」

　先ほどまで意識を失っていたテトラが、その豊満な胸をたゆんっと揺ゆらしながら、こちらに向けて駆かけてきた。

　どうやら起き上がれるくらいまでには回復したらしい。

「だ、大丈夫か？　アルス」

「あ、テトラさん！　ご無事だったのですね！」

「あ、ああ。私の方は大丈夫なのだが、その姿はもしや……」

「はい、そうです！　お母さんと同じ、〝アルティメットクイーンスライム〟になれたんです！」

「や、やはりそうか！　凄いぞ、アルス！」

「えへへ、ありがとうございます♪」

　テトラに褒ほめられ、嬉うれしそうに頰ほおを染めるアルスだが、彼女はふいに、「あ、でも」と志雄の方を見やりながら言った。

「モンスターさんたちを追い払ったのは、私の上にお座りになられている、このお方のおかげなんです！」

「むむっ？　そういえば、貴様は何者だ？　助けてくれたことには礼を言うが、何故アルスの上に乗っている？」

「いや、それはむしろ俺の方が聞きたいんだけど……。しかもなんかくっついて降りられないし……。というか、そういうお前たちこそ何者なんだ？」

　志雄の問いを聞き、アルスは思い出したように言った。

「あ、これは申し遅おくれました。私の名はアルス。そしてこちらはテトラさん。私たちは、この《ユグディアナ》の街に住む、モンスターと人のハーフ──通つう称しよう〝モン娘むす〟です」

「モン娘……」

　なるほど、だから身体からだがスライムになっても、彼女は動どう揺ようしていなかったのか。

　確かに言われてみれば、テトラの頭部からも、何やら小さい角のようなものが生えているし、やはりここが異世界だということに、間ま違ちがいはないのだろう。

「そっか。とりあえず分かったよ。えっと、俺は深ふか蔵ぐら志雄。呼びにくいと思うから、普ふ通つうに〝シオ〟でいいよ」

「はい、分かりました♪　シオさんですね！　それでは改めまして。先ほどは助けてくださって、そしてお母さんと同じ姿にしてくださって、本当にありがとうございました！　私、自分がこんなに速く動けるようになるなんて、全然知らなかったです～！」

　──ぽよよ～んっ。

「おわっ!?」「おお！」

　再度アルスが天井につきそうなほどの跳ちよう躍やく力を見せる。

　もちろんシオを乗せたままだ。

「す、すまん、アルス。今度から跳とぶ時は、一言声をかけてくれると助かる……」

「はわわっ!?　す、すみません!?」

　ぺこりと頭を下げるアルスだが、テトラは興奮冷めやらぬ様子で、「いや、凄いぞ、アルス！　凄まじい跳躍力だ！」と瞳ひとみを輝かせていた。

　二人のあまりの喜びように、シオはこれまで疑問に思っていたことを尋たずねる。

「なあ、もしかしてモン娘がモンスターになるのって、実は特別なことなのか？」

「ああ、当然だ。私たちモン娘は、人間のように《アガスティアリーフ》を扱あつかうことも、モンスターとして生きることも出来ない半はん端ぱ者ものだからな」

「《アガスティアリーフ》？」

「ギルドで支給される、ステータス向上アイテムのことだ。人間は皆みな、この《アガスティアリーフ》を使って、身体能力を上げたり、スキルを獲かく得とくしたりすることが出来るのだ。お前たち人間だけがな」

　そう言って、テトラはシオを睨にらみつける。

　とくに睨まれるようなことをした覚えはないのだが、何か気に障さわったのだろうか。

「とにかく、またいつモンスターが現れるか分からない以上、詳くわしい話はここを出てからにしよう。さっさと撤てつ収しゆうするぞ、アルス」

「あ、はい。分かりました」

　と言ったところで、アルスは小首を傾げながらテトラに問うた。

「あ、あの、ところでこれは、一体どうすれば元に戻もどれるのでしょうか……？」

「むっ？　自分では元に戻れないのか？　というか、そもそもお前はどうやってその姿になったのだ？」

「え、えっと、私も詳しくは分からないのですが、確かシオさんにキスをしていただいた気がします！」

「……はっ？」

「お、おい、ちょっと!?」

　あからさまに声のトーンが下がったテトラに、シオが焦しよう燥そうを感じるも、アルスは気にせず話を続ける。

「突とつ然ぜんのことだったので、私も少々驚いたのですが、でもこんなに力が漲みなぎっているのは初めてですし、それと、その……な、なんだかとってもえっちな気分です！」

「き、貴様ーっ!?」

「いや、えっちな気分は俺のせいじゃないだろ!?　つーか、あれは事故だって!?　俺はただアルスを助けようとしただけで──」

「黙だまれ、この外げ道どう！　変態！　むっつりスケベ！」

「え、言いすぎじゃない!?」

　がーんっ、とショックを受けるシオだが、テトラの罵ば倒とうはしばらくの間、止やむ気配を見せなかったのだった。







　その後、変身時間が尽つきたのか、ふいにぱっとアルスが元の姿に戻ったことで、シオへの罵倒は中断され、三人はとりあえず安全な場所へと移動することにした。

　もちろんテトラからは、「……何な故ぜ貴様もついてくる？」と酷こく薄はくな視線を向けられていたのだが、ここがまだどういう世界かも分かっていないシオには、当然、行く当ても頼たよれる人もおらず、彼女たちだけが頼たのみの綱つなゆえ、とにかく食らいつくしかなかった。

　唯ゆい一いつの救いは、アルスが真しん摯しにシオの話を聞いてくれたことだろうか。

　彼女が必死にテトラを宥なだめてくれなければ、今いま頃ごろは本当に詰つんでいたに違ちがいない。

　いつかこの恩は、きちんと利子をつけて返そうと思う。

　というわけで、現在、シオはアルスらの案内のもと、夕焼け映はえる街の大通りを歩いていた。

　見た感じ、街の文明レベルは、やはりよくあるＲＰＧ──つまりは中世ヨーロッパ程度で、機械的な発展はそこまで遂とげていないようである。

「でも皆さんご無事で本当によかったです。これもシオさんのおかげですね」

　道すがら、アルスがにこりと微笑ほほえんで言う。

「いや、俺は別に……」

　適当にランスを振ふっていただけなので、大したことはしていないのだが、そう言ってくれるのは、正直、嬉しい。

「ふんっ。それはこいつの力ではなく、アルスの力だと私は思うがな」

　まあ、テトラには随ずい分ぶんと嫌きらわれたようだが……。

「ところで、今はどこに向かってるんだ？」

「えっとですね、街の外れに、私たちのような行く当てのないモン娘たちを、善意で引き取ってくださっている方がいらっしゃいまして、その方でしたら、きっとシオさんのお力になってくださるのではないかと」

「おお、それはありがたいな」

「はい。私たちモン娘は、モンスターと人間──どちらの種族にも受け入れて貰もらえないことが多いので、とてもありがたいです」

　笑顔で頷うなずいてはいるが、アルスにしろテトラにしろ、その孤こ児じ院いん的な場所に拾われた経歴を持つらしい。

　デリケートな話題だし、あまり深くは尋ねないようにしようと思う。

「家主はマノンさんという女性の方なのですが、私とテトラさんを含ふくめ、四人のモン娘たちのお世話をしてくださっているんです。なので、危険だと分かってはいたんですけど、少しお金が必要でして、今日はちょっと無理をして、テトラさんとダンジョン探たん索さくに赴おもむいたのですが……えへへ、なかなか上手うまくはいかないものですね」

　苦笑いを浮うかべるアルスに、シオは「いや」と首を横に振って言う。

「大事なのは気持ちだからな。失敗は誰だれにでもあるし、次に活いかせばなんの問題もないさ。それにお前たちの頑がん張ばりは、きっとそのマノンとかいう人にも伝わってると思うよ」

「シオさん……」

　うるうると感極きわまっている様子のアルスに、シオも口元を緩ゆるめていると、どうやら件くだんの孤児院へと着いたらしい。

「あ、ここです」

　アルスはとある木造二階建ての建物を見上げ、微笑みながら言った。

「ここが私たちのお世話になっている、マノンさんのお家──通称《マノンの家》です」
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「──捨ててきなさい」

「俺は犬か!?」

　ずびしっ！　と虚こ空くうに鋭するどい突つっ込こみを入れるシオを、開口一番、捨ててくるよう命じたのは、つぎはぎだらけのソファーにふんぞり返りながら、ポテチのような焼き菓が子しをぼりぼり頰ほお張ばっている、猫ねこ目めで気の強そうな銀ぎん髪ぱつの美少女──マノンだった。

　アルスの話を聞いた感じでは、心根の穏おだやかな老年の女性だと思っていたのだが、年ねん齢れいはシオやテトラと同じくらいの上、彼女自身もモン娘であることなど、印象がまったく異なっていた。

「何言ってんのよ。犬とあんたじゃ、天と地ほどの差があるでしょ。犬に謝って」

「なにゆえ!?」

　がーんっ、とショックを受けるシオのことなど気にも留めず、マノンは不ふ遜そんに腕うでを組み、何故かフローリングの床ゆかに正座中の彼を見下ろして言う。

　もちろん正座を命じたのは、他でもないマノン本人である。

「確かにこの子たちを助けてくれたことには感謝するけど、あたしたちは慢まん性せい的な資金不足なの。だからあんたを養うような余よ裕ゆうはないわけ。分かる？　状じよう況きようが落ち着くまで泊とめて欲しいって、その間の生活費はどうするのよ？　あんたが払はらってくれるの？　大体、あんた異世界人なんでしょ？　じゃあ冒ぼう険けん者しや登録もしてないだろうし、やっぱり文無しじゃない」

「うっ……」

　そう言われてしまうと、シオとしても返す言葉が見つからなかった。

「で、でもシオさんは凄すごいんですよ！　こう、ばーんってモンスターさんたちを追い払ってくださったんです！　異世界の方だというのは驚おどろきましたけど、でも行く当てもないと仰おつしやっていましたし、なんとかなりませんか……？」

　すかさずアルスがフォローを入れてくれるのだが、

「だーめっ」

「あう……」

　ぴしゃりとマノンにＮＯを突きつけられ、彼女はしゅんっと小さくなってしまう。

　しかし先ほどアルスも言っていたとおり、ここが異世界である以上、当然、シオには他に行く当てもないのだ。
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　彼女たちに見捨てられたら、それこそ餓が死しルートまっしぐらである。

　ゆえに、シオもなんとか食い下がろうとする。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　確かに怪あやしさ満点だろうし、こっちのお金だって持ってはいないけど、俺はいたって善良な一いつ般ぱん市民なんだ！　だから教えてくれさえすれば、生活費だって稼かせげると思う！」

「まず善良な一般市民は、自分のことを善良な一般市民だなんて言わないんだけど？」

「そう言ってくれるなよ……。こっちも必死なんだからさ……」

「っていうか、そもそもの問題として、あんたを養うようなお金があったら、あたしが全部自分で使ってるってーの！」

「えぇ……」

　何それ……、とシオがドン引きする中、マノンはテトラにポテチのおかわりを頼む。

「ちょっとテトラ、お菓か子しなくなったからとって。次はチョコのやつでお願い」

「おい、マノン。菓子は一日一袋ふくろの約束だろう？」

「別にいいでしょ！　しょっぱいの食べてたら、甘いのが食べたくなったの！　お説教はいいから早くとって！」

「……まったく、お前は相変わらずだな……」

　やれやれと嘆たん息そくしながらも、テトラは棚たなを漁あさりに行く。

　モン娘は両種族から受け入れて貰えないとは聞いていたが、むしろマノンにいたっては、その自己中心的な性格のせいで、つまはじきに遭あっているのではなかろうか。

「お前らも大変だな……」

「……言うな。これでも命の恩人だ……」

　頭痛を覚えているらしく、テトラが呆あきれたように顔を伏ふせていると、

「とにかく！　あんたみたいなのを置いておく余裕なんてうちにはないの！　いいからさっさと出て行ってぇ～！」

　マノンが躍やつ起きになって、シオの腕を引いてくる。

「ちょ、ちょっと待てって!?」

　ぐぎぎぎぎ、とお互たがいに譲ゆずらないシオたちに、

「お、お二人とも、落ち着いてください!?」

　アルスはどうしたものかとおろおろしており、

「……はあ」

　テトラも脱だつ力りよくしているようだった。

　と、その時だ。




　──どんどんどんどんっ！




「「「「──っ!?」」」」

　突とつ如じよ部屋の扉とびらがけたたましく叩たたかれ、その場にいた全員がびくりと肩かたを震ふるわせる。

　見れば、女子たちの顔に緊きん張ちようが走っており、アルスにいたっては、怯おびえたようにぷるぷると頭を抱かかえていた。

　どうやら来訪者に心当たりがあるらしい。

「ちっ、何よ！　今取り込み中なんですけど！　──テトラ、アルスを連れて奥に隠かくれてて！」

「いや、しかし……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あたしを誰だと思ってるの？　さっさと追い返してやるわ」

　ふんっ、と薄うすい胸を張り、マノンは扉の外の人物に向けて、声を張り上げる。

「ちょっと！　そんなに叩いたらドアが壊こわれるでしょ!?　今開けるから大人しく待ってなさいよ！」

　そう告げた後、マノンはシオの方をちらりと見やって言った。

「ほら、開けてきて」

「え、俺!?」

　ずんむりと両目が飛び出しそうになるシオだが、マノンは当然だと言わんばかりに腕を組んでいた。

　と。




　──どばんっ！




「ひいっ!?」「うおっ!?　びっくりした!?」

　次の瞬しゆん間かん、部屋の扉が勢いよくシオたちの鼻先をかすめていった。

　恐おそらくは蹴け破やぶられたのであろう。

　逆光の中、妙みように肩かた幅はばの広い筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男性が、ずいっと問答無用で室内に入ってくる。

　いや、筋骨隆々どころではない。

　ちょっとステロイドやりすぎたんじゃない？　と突っ込みたくなるくらい、ばっきばきの筋肉ダルマである。

　しかもその顔つきは極きわめて厳おごそか──それこそ熟練の殺し屋を彷ほう彿ふつとさせる静けさを孕はらんでおり、完全にやばい感じのやつだった。

　男性はマノンの姿を捉とらえると、感情を一いつ切さい表さず、ただ一言こう言った。

「金も返さず男遊びか？」

「えっ？」

　男性の言葉で、マノンも自らの状況に気づいたらしい。

　正直、シオ自身も気づいていなかったのだが、男性の登場に驚き、マノンが抱だきついてきていたのだ。

「「……」」

　数秒ほど互いに瞳ひとみを瞬しばたたかせた後、

「ち、違ちがうんです～!?」

　──どんっ！

「おぶっ!?」

　マノンはシオを突き飛ばし、先ほどまでとは打って変わって、超ちよう低姿勢──というより、ジャンピング土下座で男性に懇こん願がんし始めた。

「今のはあの変態が、あたしのわがままボディーに欲情しただけで、あたしの方は本当にもうノーセンキューというか、ぶっちゃけあの変態を差し上げますので、どうか借金の方はチャラにしてくださいませ～!?」

「おいこらーっ!?」

　何言ってんだ、こいつ!?

　意味が分からん上に厚かましすぎるだろ!?

　そう思っていたのは、やはりシオだけではなかったらしく、

「こんなもやし一人で、お前の借金がチャラになると？」

「で、ですよね!?　あ、でしたらせめて減額の方向で!?　もやしでも何かの役には立つはずですし!?」

「いや、お前までもやし呼ばわりするんじゃねえよ……。というか、何勝手に人を借金のかたにしてんだ……」

　懲こりずになおも食らいついてくるマノンに、いい加減、男性も呆れたのだろう。

「ここで死ぬか？」

　土下座するマノンをぎろりと見下ろし、殺意を込こめた一言を静かに放った。

「ひ、ひいいいいいいいいっ!?」

　当然、腰こしを抜ぬかしたマノンが、涙なみだ目めになりながら、だばだばと部屋の奥へ逃にげていく。

　そして再び土下座し、彼女は震える声で誠心誠意頼たのみ込んだ。

「あ、明日までには必ずお支し払はらいしますから!?　あ、あと一日!?　あと一日だけ待ってください～っ!?」

「あと一日？　確かお前は、昨日も同じことを言っていたな？」

「お、お願いします!?　何とぞ、何とぞお慈じ悲ひを～っ!?」

　床ゆかに頭を擦こすりつけ、真しん摯しに何度も懇願するマノンだが、日ひ頃ごろの行いのせいか、借金取りの男性は、まったく慈悲をかけてはくれなかった。

「それはこれからお前の夫になる、ガマポークさんにでも言うんだな。──立て」

　──ぐいっ。

「ひ、ひぃ～っ!?　そ、それだけはご勘かん弁べんを～っ!?　あんなガマガエルの嫁よめになるなんて、絶対にい～やぁ～っ!?」

　必死の抵てい抗こうもむなしく、あっという間にぐるぐるの簀す巻まき状態にされたマノンは、男性の肩に担かつがれ、そのまま外へと運ばれていく。

　このままでは本当にガマガエル……ではなく、ガマポーク氏の嫁になってしまうだろう。

　しかしいくら相手がマノンとはいえ、目の前で女の子が借金のかたにされていくのは、あまり気分のいいものではない。

「た～す～け～て～っ!?」

　ガチ泣きするマノンの姿に、シオもなんとかならないかと、眉み間けんにしわを寄せて考える。

　何か他に借金のかたになりそうなものでもあればいいのだが──。

　と。

「……あっ」

　その時、シオは思い出す。

　アルスの上に跨またがってモンスターを退しりぞけた際、やつらが落としていった代しろ物ものを、彼女から渡わたされていたということを。

　確かポケットの中にしまっておいたはずだ。

　──ごそごそ。

「そうそう、これこれ」

　高額になるとアルスが言っていた、手のひらサイズの結けつ晶しよう──《ルセルクの結晶》だ。

　ポケットから取り出した結晶を手に、シオは恐る恐る男性に声をかける。

「あ、あの、これでなんとかなったりしませんかね……？」

「何？」

　シオの問いかけに振ふり向いた男性は、彼の手に握にぎられていた結晶を見やる。

「これは!?　まさか《ルセルクの結晶》か!?　しかもこのサイズ……。小こ僧ぞう、一体これをどこで手に入れた？」

「えっと、ダンジョンでファンガードウルフだかっていうモンスターを追っ払った時に、そいつらが落としていったんです」

「ファンガードウルフを？　お前みたいなもやしがか？」

　だからもやし言うな。

「あれを倒たおすとなると、お前はランク２以上の冒ぼう険けん者しやということになるが……」

「あ、いえ、俺はまだ冒険者登録をしていなくて……」

「何？　ならばお前はランク１であれを倒したというのか？」

「え、ええ、まあ……」

「まさかそんなことが……」

　何やら神しん妙みような面おも持もちで考え込む男性に、シオは「それで……」と控ひかえめに尋たずねる。

「足りない……ですかね？」

「いや、今回分どころか、半年分にはなるな」

「え、本当ですか!?」

　それはよかったと安あん堵どするシオだが、この場には、彼以上にその事実を歓かん迎げいしている人物がいた。

「え、何!?　あたし、助かるの!?　やったーっ！」

　そう、マノンである。

　彼女は簀巻き状態にもかかわらず、男性の肩の上で、じたばたと元気そうに暴れていた。

「おう、こいつがそれなりの支払い分くらいにはなるってさ」

　なので、この結晶を渡せば、とりあえずマノンの身み柄がらは解放されるっぽいのだが、

「だ、だったら早く払いなさいよね！　このグズ！」

　どうしよう。

　なんか急に払いたくなくなってきた。

　仮にも払って貰もらう立場なわけだし、普ふ通つうはもう少し謙けん虚きよな態度をとるものだと思う。

　そういえば、さっきももやし扱あつかいされて、借金のかたにされそうになったのだ。

　今後も彼女と関かかわり合いを持っていくのならば、この辺で少しお灸きゆうを据すえておいた方がいいのかもしれない。

　そう考えたシオは、相変わらず態度のでかいマノンに、ジト目を向けながら言った。

「払ってください。お願いします、だろ？」

　が、当然、あのマノンが素す直なおに言うことを聞くはずもなく、

「はあ!?　なんでこのあたしが、あんたにお願いしなくちゃ──」

「あ、やっぱそいつ連れて行って──」

「払ってくださいお願いしますぅ～!?」

「いや、はええよ……」

　あっという間に態度を改めたマノンに、シオが大きく肩かたを落としていると、借金取りの男性が確かく認にんするように尋ねてきた。

「本当にいいんだな？　一度決めたら、取り消しは出来んぞ？」

「ええ、構いません。マノンのやつを放してやってください」

「そうか。まあ金さえ貰えれば、俺から言うことは何もない」

　──どさっ。

「ふぎゃっ!?」

　床に放り投げられたマノンが、潰つぶれたカエルのような声を出す中、シオは男性に結晶を渡す。

「確かに。だがまだお前の借金は、五〇〇〇万ドロル近くもあるんだ。また半年後に来るからな。この調子で頼むぞ、マノン。もし遅おくれるようなことがあったら、今度こそガマポークさんの夫人になるのだと、よく肝きもに銘めいじておけ」

　それだけ言うと、男性は踵きびすを返し、室内から去っていた。

「……はあ、怖こわかった……」

　とりあえず事態が一段落したことに、シオがほっと胸を撫なで下ろしていると、

「あ、ありがとうございました！」

「うん？」

　奥の物もの陰かげに隠かくれていたらしいアルスが、恭うやうやしく頭を下げてきた。

「いや、別に大したことはしてないよ。あの結晶だって、元々は俺たちで手に入れたようなものだしな」

「いえ、それでもマノンさんを助けてくださったのは、他でもないシオさんです！　本当にありがとうございました！」

「まあ、うん……おう」

　再度深く頭を下げてくるアルスに、シオも恥はじらいつつ、ぽりぽりと頰ほおを搔かく。

　すると、未いまだ簀巻き状態のマノンが、テトラに縄なわを解かれながら不ふ遜そんに言った。

「ふんっ、口ほどにもないやつだったわね」

「そうだな。お前もまあ……あれだ。よく耐たえたな、うん」

　テトラに続き、アルスもマノンに労ねぎらいの言葉をかける。

「ま、マノンさんもお疲つかれさまです」

「ええ、ありがとう。まったく、酷ひどい目に遭あったわ」

　しかしこいつは、なんでこんなにも偉えらそうなんだろうな。

　一転して傲ごう慢まんな態度に戻もどったマノンに、シオがジト目を向けていると、再び自由の身になった彼女は、ぐいっと背筋を伸のばして言った。

「とりあえず感謝するわ。助けてくれてありがとう」

「ああ」

「っていうか、あんな結晶どうやって手に入れたのよ？　モンスターが落としたって話はさっき聞いたけど、あんたまだ冒険者登録してないんでしょ？　だったら《アガスティアリーフ》も持ってないだろうし、どうやってあれだけの結晶を手に入れたわけ？」

「え、えっと……」

　あの時のことをかいつまんで説明しようとしたシオだったが、

「す、凄すごかったんですよ！　シオさんが私にキス──」

「だーっ!?　ちょっと待て、アルス!?」

　横からアルスが興奮気味に口を開き始め、シオは慌あわてて間に入る。

　が。

「アルスが無理矢理そいつに唇くちびるを奪うばわれたのだ。しかも胸まで触さわられてな」

「って、おいーっ!?」

　無情にも、テトラが引き気味の顔でそんなことを言い出し、シオの抵抗は無む駄だに終わったのだった。

「は、はあっ!?　き、キスされた上におっぱいまで揉もまれたですって!?　え、本当なの、アルス!?」

「あ、はい！　シオさんにキスをしていただいて、お胸を触られたかと思ったら、私は四よつん這ばいになっていたんです！」

「ぶーっ!?」

　思わず噴ふき出すシオ。

　ちょ、何言ってくれちゃってるの!?

「しかも四つん這いになってたって……え、いきなり後ろから……!?」

　当然、マノンは驚きよう愕がくに両目を見開くが、興奮冷めやらぬ様子のアルスは止まらない。

「はい！　そのままシオさんの大きいものがぐっと入ってきまして、私も我が慢まん出来ずに声が出てしまったんです！」

「お、大きいもので声が出た!?」

　ドン引きしたような表情で、マノンがばっとシオの下腹部に視線を向ける。

「って、違ちがうだろ、アルス!?　何かこうエネルギー的な感じだよな!?　それが身体からだを満たしたとか、そういうことなんだろ!?　むしろそうであってくれ!?」

「え、あ、はい！　シオさんのはとっても大きい上に熱くて、私も自然と腰こしが動いてしまいました！」

「ん、んーっ!?」

　あながち間違ってはいないんだけど、そうじゃない!?

　てか、なんでそんなえっちぃ感じで言っちゃうの!?

　え、わざとやってる!?　とシオが頭を抱かかえるも、アルスの瞳ひとみはきらきらと、一いつ切さい混じりけのない輝かがやきを湛たたえたままだった。

　きっと心の底からそうだと信じ、あの時の感動を伝えようとしているのだろう。

「へ、へえ……。あ、あんたも大人になったのね……」

　まあ、見事に伝わっていないわけだが……。

　このままではらちが明かなそうだったので、シオは一から懇こん切せつ丁てい寧ねいに状じよう況きようを説明しようとしたものの、

「あ、ちなみに凄く気持ちよかったのでびっくりしました！　あんなのは初めてです！」

「そ、そう……。は、初めてなのに気持ちよかったんだ……。ふ、ふーん……。まあ人それぞれだもんね……。その……おめでとう……」

「はい！　ありがとうございます！」

　というように、誤解を解くのは一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだった。

　終わった……、とシオの意識が天に召めされかけていると、

「……ぷっ。何よ、その顔？　あたしが今の話を本気で信じてるとでも思ったの？　大方、偶ぐう然ぜんが重なっただけでしょ？」

「えっ？」

　ふいにマノンがそう笑い出し、シオは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔になった。

　どうやら彼女は全すべてを分かった上で、シオをからかっていたらしい。

「まあ、あたしもあんたのが大きいなんて噓うそでしょって思ってたしね」

「いや、なんでそこを疑ったんだよ」

　ともあれ、マノンは神妙な面おも持もちで腕うでを組んだ後、アルスに問うた。

「一応聞いておくけど、本当にモンスターの姿になれたのよね？」

「はい！　シオさんが私の上に跨またがられたら、急に私の身体が、お母さんと同じような感じになったんです！」

　確信を持って言うアルスに、マノンも「なるほどね」と頷うなずく。

「やっぱり凄いことなのか？」

「当たり前でしょ。だってモンスターに変身出来たのよ？　大体、あたしたちがこんな惨みじめな思いをしているのは、〝モン娘むす〟とかいうどっちつかず状態にあるからなんだし」

「どっちつかず状態……。そういえば、テトラも〝半はん端ぱ者もの〟だって言ってた気がするな」

　ちらり、とシオがテトラの顔を横目で見やる中、マノンは少々捲まくし立て気味に続ける。

「そうよ！　モンスターと人のハーフなのに、モンスターの能力が使えるわけでもなく、人と同じように、《アガスティアリーフ》でステータスを上げることも出来やしない！　おかげであたしたちは、いつも邪じや魔ま者もの扱あつかいされている上、やっとの思いで雇やとって貰えた飲食店のバイトだって、あたしたちだけ露ろ骨こつに時給が安いの！　こんなの差別よ、差別！」

　相当鬱うつ憤ぷんの溜たまっていたらしいマノンの口は、さらに加速していく。

「そんなんで五〇〇〇万ドロルもある借金を返せるはずないでしょうが!?　だったら金欠でも、開き直ってばんばんお菓か子しを食べちゃうくらい、仕方ないじゃないの!?　ねえ!?」

「いや、〝ねえ!?〟じゃねえよ……。そこは我慢しておけよ……」

　やれやれと嘆たん息そくしつつも、シオは大まかな事情を把は握あくする。

「つまりお前たちがつまはじきに遭っていたのは、純じゆん粋すいに〝力〟がなかったからというわけか」

　要は両種族にとって普通のことが出来ないので、どちらからもお荷物扱いされているのである。

「まあ、端たん的てきに言えばそういうことだ。他にも、我らモン娘が〝女子しか生まれない〟というのも、理由の一つにはなっているだろう。たとえ反はん抗こうしたとしても、所しよ詮せんはか弱い女どもだと、歯し牙がにもかけんというわけだ」

「なるほどな……」

　確かにそれならば、舐なめられるのも無理はないだろう。

　難しい顔で考えを巡めぐらせるシオだが、マノンは「まあそれはいいわ」と本題に入った。

「とにかく一連の状況から察するに、恐おそらくあんたたちは、キスをトリガーにして、〝一体化〟のような現象を起こしたんじゃないかしら？」

「一体化か……。確かにあの時は、アルスの上からどう頑がん張ばっても降りられなかったし、一体化ってのも、あながち間違ってはいないかもな。でもモンスターの上に人が乗って一体化って……。やっぱりスライム・ナイトっぽいな……」

「スライム・ナイト？」

「ああ。俺の前いた世界（のゲームの中の話だけど）には、そういうモンスターがいたんだ。スライムの上に、騎き士しが乗ってるからスライム・ナイト」

「あ、じゃあシオさんは私のナイトさまなのですね！」

　ぱあっと顔を明るくさせるアルスに、シオも辿たど々たどしく頷く。

「お、おう。まあ、そういうことになるのかな……？」

「なるほどね。つまりあんたたちは、人でもモン娘でも、ましてやアルティメットクイーンスライムでもない、一体のモンスターになった。あんたの言葉を借りるなら──〝アルティメットクイーンスライム・ナイト〟ってところじゃない？」

「「アルティメットクイーンスライム・ナイト!?」」

　いや、なげえよ。

　おかげでついついアルスと声をハモらせてしまったではないか。

「つ、つまりそれがシオさんのお力というわけですね!?」

　だがアルスは何やら感動しているようで、両手を胸の前でぐっと握にぎっていた。

「まあ、その可能性はあるでしょうね。実際にそれでモンスターを撃げき退たいしているわけだし。スライム・ナイトだから、〝ナイト化〟とでも呼べばいいのかしら？」

「わあ、凄いです！　じゃあシオさんがいらっしゃれば、私たちももっと皆みなさんのお役に立つことが出来るかもしれませんね！」

「え、ええ、そうね」

　うん、あれはそんなことを微み塵じんも思ってない顔だな。

　アルスの純じゆん粋すい無む垢くな眼まな差ざしを直視出来なかったのか、そう言いつつも、つーっと目を逸そらすマノンに、シオは疑ぎ惑わくの眼差しを向ける。

　だが確かにシオならば、彼女たちの力を引き出せるかもしれないというのも事実だ。

　そしてそれは、この家の主あるじであるマノンも考えていたのだろう。

　が。

「つまりあんたがいれば、今まで本当に入り口程度しか挑ちよう戦せん出来なかった、創そう世せい樹じゆのダンジョン──《オルディンズトール》も、攻こう略りやくすることが出来るかもしれないってわけね。……むふふふふ♪　要はがっぽり儲もうけられるってことよね？　やだ、どうしよう～♪」

　おい。

　テトラと揃そろってジト目を向けるシオの視線に気づいたらしいマノンは、わざとらしく咳せき払ばらいをして言った。

「ま、まあ勝手に野垂れ死なれても後味悪いし、きちんと家賃を入れてくれるのなら、仕方ないからうちに置いてあげてもいいわ。でもそうなると、これからアルスには、シオといっぱいキスをして貰もらうことになるのだけど、そこはどうなの？　もちろん嫌いやなら無理強じいはしないわ」

　マノンに問われたアルスは、瞳を〝[image: かおもじ]〟にしながら、首を横に振ふって言った。

「い、嫌じゃないです！　私も皆さんのお役に立ちたいですし、シオさんにいっぱいキスしていただきたいです！」

「そう、分かったわ。なら……むふっ……シオはうちで面めん倒どうを……ふふっ……見ることにするから、あんたも……うふふっ……せいぜい頑張ることね。分かった？　ぶふっ」

「はい！　頑張ります！」

　何やらいい感じに話をまとめているようだが、マノンはちょいちょい口元を両手で隠かくし、溢あふれるにやけ面づらを必死に抑おさえているのが丸分かりだった。

　やれやれと小さく息を吐つきつつも、なんとか追い出されずに済んだことに、ほっと胸を撫なで下ろすシオだったが、

「ちょ、ちょっと待ってくれ!?」

　そこで外野からストップがかかった。

　──テトラだ。

　彼女は少々焦あせったような表情で、マノンに物申した。

「ほ、本当にこいつの面倒を見るつもりか!?　確かに助けて貰った恩もあるし、一泊ぱくぐらいはと思っていたが、こいつは人間なんだぞ!?　私たちを邪じや険けんに扱い続けてきた、人間どもの一人なんだぞ!?　そんなやつを家に置くなど、私は反対だ！」

　どうやらテトラは、今まで自分たちを虐しいたげてきた人間を、そう簡単に迎むかえ入れることが出来ないようだ。

　もちろん彼女の気持ちも分からなくはないが、シオはシオで死活問題なのである。

　ここで引くわけにはいかないと、シオ自ら彼女を説得しようとしたのだが、

「あっそう。じゃああとは当人同士で適当に話し合ってちょうだいな」

「ほら、マノンもこう言って──って、何ーっ!?」

　がーんっ、とショックを受けるテトラのことなどつゆ知らず、マノンはあくびをしながら、二階への階段を上ろうとする。




「──あら、借金取りさんとのお話は終わったの？　マノンちゃん」




　すると同じタイミングで、大人っぽい雰ふん囲い気きを漂ただよわせる癒いやし系の美少女と、なんだか眠ねむそうな顔をしている、もっちりとしたほっぺたの美幼女が、揃って階段を下りてきた。

「ええ、あたしの見事な手しゆ腕わんでね。あ、シオのサポートはアルスに任せるから。じゃああとはよろしく。あたしは疲つかれたから寝ねるわ」

「ふふ、ゆっくり休んでね、マノンちゃん」

「ん。おやすみ、マノン」

「ええ、おやすみー」

「え、ちょっ!?　お、おい、待て、マノン!?　私の話はまだ終わっては──って、お、おい、マノン!?　マノーン!?」

　まさかの対応に、テトラが啞あ然ぜんとしながらマノンのあとを追おうとするが、そんな彼女のことを、アルスが宥なだめるように呼び止める。

「ま、まあまあ落ち着いてください、テトラさん。シオさんはとってもお優やさしい方ですし、そんなに心配されずとも、きっと大だい丈じよう夫ぶです」

「い、いや、きっと大丈夫って……。お前は一体何を──」

「テトラさん！」

「い、いきなりなんだ!?」

　びくっと肩かたを震ふるわせるテトラの目を、アルスは真まっ直すぐに見つめながら言った。

「シオさんは、私たちを命いのち懸がけで助けてくださっただけでなく、行く当てもないのに、大事な結けつ晶しようを差し出して、マノンさんのことも助けてくださいました！　私は、そんなシオさんが悪い人だなんて、どうしても思えないんです！」

「う、うむ、お前の言いたいことは分かるのだが……」

「ですから、どうか私と一いつ緒しよに、シオさんのことを信じてはいただけませんか……？」

「うっ……」

　──じー。

「む、う……」

　──じー。

「わ、分かった分かった！　信じるかどうかはあとで議論するとして、とりあえず今はお前に免めんじて引いてやるから、その澄すんだ目で私を見るのは止やめてくれ!?　なんだかこっちの方が悪い気がしてくるだろう!?」

「あ、ありがとうございます、テトラさん！」

　嬉うれしそうな顔で頭を下げたアルスは、シオの方に向き直り、にこりと柔にゆう和わに微笑ほほえんで言った。

「では改めまして。ようこそ、《マノンの家》へ♪　これから一緒に頑張りましょうね、シオさん♪」

「お、おう」

　テトラのことなど、まだまだ問題は残っているが、アルスの天使のような微笑みに癒やされたシオは、それだけでなんかもう頑張れそうな気になっていたのだった。







「──へえ、そうなの。でもキスをして一体化なんて本当にびっくりしたわ。シオくんって凄すごいのね。はい、お茶をどうぞ」

「あ、どうも」

　マノンが自室へと戻もどった後、シオたちは癒やし系の美少女に促うながされ、リビングのソファーに座りながら、これまでのことをかいつまんで説明した。

　ちなみに、席順はシオ、幼女、アルス、テーブルを挟はさんだ向かいにテトラが座っている。

　テトラは相変わらず憮ぶ然ぜんとしているが、最終的な決定権のあるマノンが寝てしまったので、どうすることも出来ずにいるらしい。

「簡単なお茶菓が子しもあるから、遠えん慮りよせずに召めし上がってね」

「あ、はい。ありがとうございます」

　大人っぽい雰囲気を漂わせているせいか、自然と敬語になってしまった。

　だがたぶん、年ねん齢れいはシオとそこまで変わらない──せいぜい一つ上くらいのはずだ。

　アルスに通ずるところがある、ほんわかと母性的な感じの美少女なのだが、
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　──たゆゆんっ。

　でかい。

　テトラもかなり大きい方だったが、それよりもでかい。

　たぶんマノンの一〇倍くらいはあるのではなかろうか。

　いや、さすがにそれは言いすぎか。

　と。

『──はっくしょーいっ!?』

　二階から何か聞こえた気がするが、まあ気のせいだろう。

　全員のお茶を用意し終え、彼女もシオたちと同様、テトラの隣となりに着席する。

　それを確かく認にんしたアルスは、一人腰こしを上げ、件くだんの少女を含ふくめた残りのモン娘むすたちを、それぞれ紹しよう介かいし始めた。

「では私の方から、お二人のご紹介をさせていただきますね。こちらは皆さんのお母さん的な存在で、〝フォビドゥンマキシマムゴーレム〟の血を引くフォーレムさんです」

「あらあら、せめて〝お姉さん〟と言ってくれたら嬉しいのだけれど……。アルスちゃんが紹介してくれたとおり、私はフォーレムと申します。以後よろしくお願いしますね、シオくん」

「はい。こちらこそよろしくお願いします」

　ぺこり、と礼れい儀ぎ程度の軽い会え釈しやくをしただけだったのだが、

「なんだ、デレデレといやらしい」

「いや、いやらしいって……」

　すぐさまテトラから横よこ槍やりが飛んできた。

「こら、テトラちゃん。そんなことを言っちゃダメでしょう？」

「ふん、知らん。私はまだ、こいつのことを認めたわけではないのだからな」

　ぷいっと拗すねた子どものように、テトラはそっぽを向く。

　もう……、とフォーレムが呆あきれる中、アルスは先ほどからずっと眠そうな顔をしている美幼女のことも紹介する。

　年齢は一〇歳にも満たないくらいだろうか。

「え、えっと、それでこちらがシャニちゃんです。彼女は〝シャイニングオーラフェニックス〟の血を引いていまして、ほっぺたがとっても柔やわらかいんです。それはもうぷにぷにしていますっ」

　ぷにぷに、とシャニのほっぺを摘つまむアルスの顔は、何やら至福そうだった。

「アルスもなかなかにぷにぷに。わたしもつまむ」

　──ぷにぷに。

「えへへ、お揃いですね♪」

　互たがいのほっぺを摘まみ合う二人の姿に、シオがなんとも言えない優しい気持ちになっていると、シャニが彼の方を向いて言った。

「あなたがあたらしいひと？」

「あ、うん。はじめまして。俺のことは〝シオ〟って呼んでくれ」

　シオがそう告げると、シャニは素す直なおに頷うなずいて言った。

「わかった。わたしのこともシャニでいい」

「そっか。ならよろしくな、シャニちゃん」

「ん」

　と。

　──すりすり。

「うん？」

　ふいにシャニが、何やら頭を擦こすりつけるような仕草をし、シオはどうしたのかと小首を傾かしげる。

　すると、アルスが「す、凄いです、シオさん！」と驚おどろいたように口を開いた。

「シャニちゃんが初対面のシオさんに、頭なでなでをおねだりしています！」

「えっ？」「んなっ!?」

　テトラがあり得ないとショックを受ける中、アルスは続ける。

「シャニちゃんはとっても人見知りなので、頭なでなでは本当に心を許した方にしかおねだりしないんです！　なので、どうぞ撫でてあげてください！」

「い、いや、そう言われても……」

　これ、撫でた瞬しゆん間かん、〝事案〟とか言われたりしないよね……？

「ささ、早く早く！」

「う、うん」

　内心びくびくしつつも、シオは促されたとおり、そっとシャニの頭を撫なでてやる。

「ん。きもちいい。もっとなでなでしてほしい」

　そう言う彼女の髪かみの毛は、信じられないくらいふわふわだった。

　ついでにほっぺを触さわりたい欲求に駆かられるシオだったが、これ以上触ふれていると、何か危ない道に落ちてしまいそうだったので、ぐっと堪こらえることにした。

「ふふ、シャニちゃんもシオくんのことが気に入ったみたいね」

「ん。マノンはなでてくれない。シオのほうがやさしい」

「はい！　やっぱりシオさんはお優しい方です！」

「あらあら、大人気ね」

「は、はは……」

　頰ほおに手を添そえ、うふふと柔和に微笑むフォーレムに、シオも空笑いを返すことしか出来なかった。

　そんなぽわぽわとした空気で、場が和なごみつつあったのだが、

「ちょ、ちょっと待て!?　何な故ぜすでに馴な染じんでいるのだ!?　というか、お前たちは本当にそれでいいのか!?」

　ふいに今まで啞あ然ぜんとしていたテトラが、理解出来ないとばかりに立ち上がり、シオ以外のモン娘たちを見み渡わたして声を荒あららげた。

「確かにこいつには何かしらの力があるのだろう！　私もアルスがモンスター形態になっているところを見ているし、一応助けられもした！　だがこいつは私たちモン娘とは違ちがい、ただの人間だ！　私たちがここに集まることになったのだって、元はと言えば、人間とモンスター、その双そう方ほうから厄やつ介かい者もの扱あつかいされたからだろう!?」

「そ、それは……」

「そうですけれど……」

　過去の辛つらい出来事を思い出したのか、口を噤つぐんでしまったアルスたちに、テトラもやっと分かったか的な顔で呼吸を整えていたのだが、

　──くいくい。

「うん？」

　ふとシャニに服の裾すそを引っ張られ、どうしたのかと彼女を見下ろす。

　すると、シャニは相変わらずの寝ね惚ぼけ眼まなこで、テトラに対してこう言った。

「ひとが、みんなわるいひとたちだとはかぎらない」

「うなあっ!?」

　ド正論である。

　まさかそんな大人なことを、しかも一番年下のシャニに言われるとは思っていなかったのだろう。

　テトラはがーんっと大口を開け、めっぽうショックを受けているようだった。

「た、確かにシャニちゃんの言うとおりです！」

「あらあら、これは一本とられたわね」

「えっへんっ」

　おかげでアルスたちも、すっかりシャニの意見に同調しており、当のシャニ本人も、どうよとばかりに、その小さな胸を張っていた。

「せ……せ……」

「「「「……せ？」」」」

　最中、一人アウェー状態にあったテトラが、ぷるぷると肩かたを震ふるわせ、シャニに対してなのか、それとも全員に対してなのかは分からないが、声を張り上げて言った。

「正論はやめろーっ!?」

　もう無茶苦茶である。

　たぶんアホの子なんだろうなぁ……、と黄昏たそがれるシオだが、テトラは大おお真ま面じ目めだったようで、真っ赤な顔かつ涙なみだ目めになっていた。

「く、くそ、何故私がこんな辱はずかしめを……むっ？　辱め？」

　そこで何かに気づいたらしいテトラは、まるで鬼おにの首でもとったかのように、シオを力いっぱい指差して言った。

「そ、そうだ！　こいつは見境なくキスをしたり、む、胸を揉もんだりしてくるようなやつなのだぞ！　いわゆる〝変態〟だ！」

「いや、変態って……」

　だが確かにテトラの言うとおり、シオの力は、一いつ般ぱん的に見ると完全にアウトである。

　異世界に来て能力を得るという話は、漫まん画がとかでもよくある展開なのだが、まさか自分の能力が、こんなにもカオスでえっちぃものだったとは……。

　しかし冷静になって考えてみると、彼女らのような可愛かわいい女の子たちに、キスをしたり、えっちなことが出来るというのは、正直、かなり美味おいしい能力なのでは……？

　と、そんな邪よこしまなことを考えつつ、シオはアルスの方をちらりと見やる。

「？」

　今さらだが、こんな美少女にキスをして、おっぱいまで揉んでしまったとか……。

「おい！　何鼻の下を伸のばしているのだ、この変態！」

「の、伸ばしてねえよ!?」

　シオが慌あわてて否定していると、フォーレムがふふっと柔にゆう和わに微笑ほほえみながら、思い出したように言った。

「あ、そうそう、その話をもっと詳くわしく聞きたかったのよ。確か〝ナイト化〟だったかしら？　キスをトリガーとして、シオくんが私たちの中に眠ねむるモンスターの力を、引き出すような能力だったわよね？」

「ん。わたしもシオにのってもらえば、おそらをとべるようになるの？」

「はいっ。シャニちゃんはシャイニングオーラフェニックスの血を引いていますので、その可能性は十分にあると思いますっ」

「おおー。じゃあわたしもシオにいっぱいキスしてもらって、おそらとびたい」

「ふふ、よかったわね、シャニちゃん。なら一いつ緒しよにキスして貰もらいましょうか」

「ん。してもらう」

「え、いや、あの、私が言っているのは、こいつが変態かもしれんということで……」

　アルスらが何やら盛り上がる横で、話を流されてしまったテトラが、一人おろおろする。

　だがそれではダメだと自分を律したと見え、テトラは再度声を張り上げて言った。

「い、いいか、お前たち！　き、キスというのはな、本当に心から愛し合う者同士がするものなのだ！　いや、愛し合う者同士でなければ、してはいけないものなのだ！」

「そうなの？　でもフォーレムはわたしにいっぱいキスしてくれる。むしろしてくれないとよくねむれない。あとおっぱいまくらもだいじ」

「ふふ、シャニちゃんはおやすみのキスとおっぱいが大好きだものね」

「ん。おでこにしてもらうのはきもちがいい。おっぱいもふわふわですき」

「い、いや、そうではなくてだな……。わ、私は男女間のキスについて言っているのであって……」

「だんじょかんのキス？　おとこのひととおんなのひとでは、なにがちがうの？」

「そ、それは……その……こ、恋こい人びとというか……なんというか……」

「こいびと？　こいびとのキスは、ふつうのキスとちがうの？」

「だ、だから……あ、愛を確かめ合うというか……」

「？」

　不思議そうな顔をしているシャニに、テトラは恥はずかしがっているのか、頰に朱しゆを散らし、両手の人差し指同士をつんつんさせていた。

　テトラは当てにならないとでも思ったのだろう。

「……うん？　どうした？」

　シャニはぽてぽてとシオの方に近づいてきたかと思うと、




　──むちゅっ。




「──っ!?」「んなっ!?」「はわっ!?」「あらあら」

　なんの前まえ触ぶれもなく、彼の唇くちびるに自分の唇を重ねた。

「ちゅー」

「～～っ!?」

　一体何が起こったのか。

　シオが啞然とする中、あの時同様、彼とシャニの身体からだが淡あわい光に包まれ始めるが、シオの意識は、口元に広がる甘い感かん触しよくの方にだけ向いていた。

　ホットミルクのような香かおりがシオの鼻び腔こうをくすぐり、二人の身体が勝手に動いていく。

　シャニの丸みを帯びた身体が四よつん這ばいになり、その腰こしというか、小こ柄がらなので背中部分に、開かい脚きやくされたシオの臀でん部ぶが飛んでいき──騎き乗じよう。

「だからなんなんだよ、これは……」

　と、胡う乱ろんな瞳ひとみのシオだが、そこでふとシャニのか細い背が目に入り、彼の中にいかんともしがたい背徳感が込み上げる。

　やはりこの能力は、女の子に免めん疫えきのないシオにとって、些いささか以上に難易度が高すぎるのでは……。

　というか、こんな幼女の背に堂々と乗っかるなど、果たして許されるのだろうか。

　え、折れちゃわないよね……？　とシオが不ふ安あんに駆られる中、何やら下の方からよろしくない声が聞こえてくる。

「……んっ……な、なんかへんなかんじ……はうっ!?」

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」
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　びくんびくんっ、と何度も背筋を反らすシャニに、シオが通報されるのではないかと青い顔になっていると、

「あ、これすごくきもちいい……ふ、ふわぁ～っ!?」

　彼女は火ほ照てった顔で嬌きよう声せいを上げ、目映まばゆい輝かがやきの中、その小さな身体が急激に変化する。

　──ごごうっ！

「ひゃわっ!?」「むおっ!?」「まあまあ」

　それは全身に真しん紅くの炎ほのおを湛たたえる、美しいモンスターだった。

　大きく広げられた両りよう翼よくは、燃え盛さかる炎のような雄お々おしさを絶えず表し続け、幾いく本ほんにも分かれた尾おは、それぞれが七色の輝きに包まれており、見る度たびに色が変わっているようにも思えた。

　まるで太陽の化け身しんが、すぐ目の前に現れたかのような光景だったのだ。

　これが〝シャイニングオーラフェニックス〟の血を引くシャニの、もう一つの姿。

　そしてそれを駆かる者こそが、今も彼女の上に跨またがっているシオであった。

　ちなみに、アルスの時は青いランスと盾たての上、全身のエフェクトも青色だったが、今は赤いエフェクトとともに、同じく赤を基調とした双そう剣けんを握にぎっていた。

　どうやら騎乗するモン娘むすによって、武器やエフェクトが変化するようだ。

「す、凄すごいです、シャニちゃん！　とっても綺き麗れいですぅ！」

「ありがと、アルス。わたしもびっくり。でもすごくうれしい。ずっとおそらをとんでみたかった。あとでためしてみる」

「はい、私も嬉うれしいです！　それに全然熱くないですし、ふかふかですぅ～」

「あら、本当。これは気持ちいいわ」

「えっへんっ」

　もふもふと夢心ごこ地ちに浸ひたるアルスとフォーレムに、シャニも誇ほこらしげだった。

　シオにしてもそうなのだが、どうやら炎を纏まとっているようには見えても、別段熱さなどは感じないらしい。

　恐おそらく敵対者に攻こう撃げきする場合にのみ、炎としての機能が働くのではなかろうか。

「これもシオのおかげ。ありがと」

「う、うん。それは何よりなんだけど……」

　最中、ちらりとシオがテトラの様子を窺うかがうと、

「き、き、貴様ーっ!?」

「あ、やっぱり!?」

　彼女はこれでもかとこちらを指差し、声を荒あららげていた。

「こ、こんないたいけな幼女の唇を奪うばい、あまつさえ、その上に跨がるなど、もはや言い逃のがれは出来んぞ、この変態め！」

「いや、どっちも俺の意志じゃないだろ!?」

「黙だまれ、ロリコン！」

「ロリコン!?」

　と。

「ねえ、シオ。おそらとんでもいい？　ちょうどあそこからでられそう。あなあいてる」

「え、穴？」

　シャニの視線を追うように、シオが天てん井じよう──つまりは二階の床ゆかを見やった──その時だ。




　──べきべきどごんっ！




「ぎゃあああああああああああああああああああああああああっっ!?」

　ナイト化の衝しよう撃げきで、あちこちに亀き裂れつが入っていたらしく、パジャマ姿のマノンが、悲鳴を上げながらベッドごと落っこちてきた。

「──ぶぎゅうっ!?」

　そのまま床に頭からダイブしたマノンは、しばしぴくぴくしていたものの、

「な、なんなのよ、これはああああああああああああああっっ!?」

　怒ど髪はつ、天を衝つく勢いで顔を上げた。

　が。

「あ、マノンさん、おはようございますっ」

　この状じよう況きようでも礼れい儀ぎ正しいアルスは、マノンに対してぺこりと頭を下げる。

「え、ええ、おはよう……じゃないわよ!?　それ、今言うことじゃないでしょ!?」

「は、はわわわわっ!?　も、申しわけございません!?」

　だがもちろんそんな場合ではないマノンは、シャニの上に跨がっていたシオに向けて、ギッと鬼おにのような視線を向けて言った。

「ちょっとあんた！　これ、どうしてくれるのよ!?」

「いや、どうと言われても……」

「あたしの部屋、なくなっちゃったじゃない!?　っていうか、何お金のかかることしてくれてんのよ!?」

「うっ……」

　マノンに怒鳴られ、小さくなるシオに、テトラも好機だと考えたのだろう。

「そ、そうだ！　言ってやれ、マノン！　あいつはシャニの唇を奪ったのだぞ!?」

　と、水を得た魚のように、彼女は意気揚よう々ようとシオを指差していたのだが、

「うるさいわね！　あんたは引っ込んでて！」

「ええっ!?」

　マノンに即そつ行こうでどうでもいい扱あつかいにされ、テトラはがーんっと白目をむいていた。

「お、落ち着いてください、マノンさん!?」

「これが落ち着いていられるかってーの!?　アルス！　やっぱりこんなもやし、さっさと捨ててきなさーい！」

「は、はわわわわっ!?」

　ずびっと憤ふん怒ぬの表情でアルスを指差すマノンの声が、半はん壊かいした《マノンの家》中にこだまする。

　分かっていたことだが、どうやらシオの異世界生活は、初しよっ端ぱなから前ぜん途と多難のようであった。
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　──《ユグディアナ》。

　それが今シオたちがいる街の名前らしい。

　街の中心に聳そびえ立つ、超ちよう巨きよ大だいな樹木──〝創そう世せい樹じゆ〟を中心として発展した街らしく、この大陸では、最大の広さを誇るのだとか。

　観光にも力を入れているそうだが、基本的にはダンジョン探たん索さくのための施し設せつが多く、装備品を売る店の類たぐいも、ダンジョン探索に特化したものばかりだという。

《マノンの家》も、そんな《ユグディアナ》の外れにあり、今日も朝から皆みな働きに出てしまっている。

　もちろん意図せずとはいえ、家を半壊させてしまったシオも、早々に修理代金と家賃を稼かせぐべく、アルスとともに、《ユグディアナ》の街中へと繰くり出していた。

　目的はギルドでの冒ぼう険けん者しや登録だ。

　別に登録せずとも、ダンジョンに潜もぐることは出来るらしいのだが、しておいた方が報ほう奨しよう金きんの出るクエストを受けたり、《アガスティアリーフ》というアイテムで、ステータスを上げることも出来るらしいので、一応登録することにしたのだ。

「ふふ、今日はいいお天気ですね」

「うん、そうだな」

　ともすれば、デートとも見み紛まがう雰ふん囲い気きを漂ただよわせつつ、二人は街の大通りを並んで歩く。

　まだ午前中ではあるものの、通りは活気に溢あふれており、見た感じ、何やら大荷物を抱かかえた集団の類が多いようにも思えた。

「随ずい分ぶんと買い込んでる人が多いんだな」

「はい。たぶん皆さん、これからダンジョンに潜られるのだと思います」

「例の〝オルディンズトール〟ってやつか？」

　確かマノン曰いわく、〝今まで入り口程度しか挑ちよう戦せん出来なかった〟という感じのダンジョンだったはずだ。

「はい、そうです。シオさんと私たちが、初めてお会いした場所でもあります」

　にこり、と嬉しそうに微笑ほほえむアルスの姿に、シオの顔も些か上気する。

　しかしアルスとの出会いは本当に衝撃的だった。

　何せ、未いまだに彼女の吐と息いきの甘さと、柔やわらかい胸の感かん触しよくを忘れられずにいるくらいだ。

　その上、こんなあどけない顔をしているのに、あんなにも扇せん情じよう的な声を出すなんて──。

「……シオさん？」

「──はっ!?　お、おう、どうした？」

　って、何を考えているんだ!?

　と、とりあえず落ち着け！

　アルスは純じゆん粋すい無む垢くな天使！　と邪じや心しんを振ふり払はらうべく頭を振るシオに、アルスは丁てい寧ねいな口調で言う。

「あ、いえ。せっかくですので、私の方から創世樹のダンジョン──《オルディンズトール》について、少しご説明をさせていただこうかと思いまして」

「そ、そうか。じゃあまあ──」

　と。

　──ぐ～。

「うおっ!?」

　なんとタイミング悪くも、お腹なかが鳴ってしまった。

「あ、すみません……。男性にはちょっと量が少なかったですよね……」

「い、いや、食べさせて貰もらえただけでもありがたいよ。俺なんか一文無しなわけだし……。てか、家も半壊させちゃったし……」

「いえ、お気になさらないでください。でしたら……あ、あそこのサンドイッチを一いつ緒しよに食べませんか？　たぶん一つしか買えないとは思うんですけど、二人で半分こ出来たらなって。ちゃんとお小こ遣づかいも持ってきましたので」

　嬉しそうにカエルのお財さい布ふを取り出すアルスに、シオは「いや、でも……」と控ひかえめに尋たずねる。

「それはアルスが貯ためたお小遣いだろ？　別にお昼まで我が慢まんは出来るし、気を遣つかわなくてもいいんだぞ？」

「えへへ、いいんです。私、シオさんと一緒に食べたかったので。それに、こういうデートみたいなことを、一度してみたかったんです」

「え、デート!?」

「はい！　……その、ダメですか……？」

「あ、いや、全然そんなことはないぞ！　じゃあ……うん。お言葉に甘えようかな」

「はいっ！　ではちょっと買ってきますねっ」

　大きく頷うなずき、アルスはぱたぱたと出店に向けて駆かけていく。

　そうして戻もどってきた彼女の手には、紙に包まれた、ハンバーガーのようなサンドイッチが握にぎられていた。

「お待たせしました。あそこの噴ふん水すい脇わきで食べましょう」

「うん、分かった」

　シオが頷くと、アルスはやはり嬉うれしそうに微笑み、広場の中央にあった、噴水脇の囲いに揃そろって腰こし掛かける。

「どうぞ」

「ありがとう」

　アルスから半分に分けられたサンドイッチを受けとったシオは、「じゃあ、いただきます」と彼女に一言告げてから、これを頰ほお張ばる。

「お、美味うまいな」

「えへへ、それはよかったです♪」

　無む邪じや気きに笑うアルスの姿に、シオも口元を和やわらげつつ、内心思う。

　今度はこっちが奢おごってあげられるよう、ちゃんとお金を稼がないとな、と。

　決意を新たに、アルスとサンドイッチを堪たん能のうしていると、ふいに彼女が思い出したように言った。

「あ、そういえば、ダンジョンのご説明がまだでしたね」

「おお、そういえばそうだったな」

　シオの言葉を聞いたアルスは、「では改めまして」と街の中心に聳えていた、馬ば鹿かみたいにでかい大樹を指差して言った。

「まず《オルディンズトール》というのは、あの創世樹──この《ユグディアナ》の中心に聳え立つ大樹の中に存在する、世界最大のダンジョンのことです」

「え、あの樹自体がダンジョンになっているのか？」

　確かに雲の上まで伸のびてはいるけど……、と驚おどろくシオに、アルスは頷く。

「はい、そのとおりです。どこまで続いているのかは分かりませんが、ギルドで正式な登録をされた冒険者の方々も、そうでない方々も、皆さん富と名めい誉よを求め、日々あのダンジョンに挑いどみ続けています」

「へえ」

「もちろんあの中には、強力なモンスターさんたちもたくさんいますので、とても危険な場所ではあるのですが、昨日も少しお話しさせていただいたとおり、シオさんが見つけられた《ルセルクの結けつ晶しよう》のような、お金になる財宝の類も、多数存在していますから、皆さん必死になって攻こう略りやくを続けられているんです」

「なるほど。だからマノンのやつも、やたらと攻略したがってたんだな」

「はい、そういうことになります」

　確か五〇〇〇万ドロル（？）だったか。

　日本円でいくらになるのかは分からないが、入り口程度の場所で見つけた結晶でさえ、ちょっとした支し払はらい分くらいにはなったのだ。

　ならばもっと奥に進むことが出来たのなら、たぶん借金の返済スピードも、格段に上がることだろう。

　だがアルスは、どこか表情に影かげを落として続けた。

「ただ昨日の一件で、修しゆう繕ぜん費ひなども含ふくめて、三〇〇万ドロルほどかかってしまったみたいでして……」

「そ、それは面めん目ぼくない……」

「あ、ごめんなさい！　別にシオさんのことを責めたかったわけではないんです！　それにシャニちゃんだって、わざと壊こわしたかったわけではないでしょうし……」

「そうだな。まあとりあえずあれだ。さっさと直せるよう、頑がん張ばって稼がないと」

「そうですね。マノンさんも、シオさんを馬車馬のように働かせれば、万ばん事じ解決だと仰おつしやっていましたし」

「いや、馬車馬って……」

　まあ、マノンらしいと言えば、マノンらしいのだが……。

「ふふ、それだけ期待されているということですので、一緒に頑張りましょうね♪」

「──っ!?」

　ぱあっ、とアルスが純粋無垢な笑え顔がおでそう言い、シオは彼女の放つ天使のようなオーラに、堪たまらず目を細める。

　そのまま浄じよう化かされて、天に召めされかけたシオだったが、ふとアルスは思いついたように腰こしを上げて言った。

「あ、そうだ！　ギルドの少し手前に、私たちが働いているお店があるんです！　是ぜ非ひご覧になっていってください！」

「お、おう!?」

　シオの手をとり、アルスが足どり軽めにずんずん先へと進んでいく。

　最中、シオは女の子の手って、こんなにも柔らかいものだったのかと、一人感かん慨がい深くなっていた。

　しかも柔らかいだけではない。

　細い指にすべすべの肌はだ、心ここ地ちよい温かさの上、しっとりと汗あせばむ手のひらなど、その全すべてが昨日の扇情的な彼女を思い起こさせ、シオのリビドーをこれでもかと刺し激げきしていく。

　だがそんなシオの心情など、知る由よしもないアルスは、笑顔で振り向きながら言った。

「えへへ、やっぱり誰だれかとお出かけするのは楽しいですね♪」

「あ、ああ、そうだな」

　なんとも言えない照れくささを感じつつ、シオがされるがままになっていると、

「あ、あそこです♪」

「！」

　どうやら件くだんの店へと着いたらしい。

　確か飲食店だったか、と店の看板を見上げたシオの目に映ったのは、〝喫きつ茶さ《ユグディラ》〟の文字だった。

　ちなみに、この世界の言語に関しては、召しよう喚かんされた時に、話したり読めるようになったらしく、そのおかげで、アルスたちとも言葉が通じているらしい。

「あ、ほら、見てください！　テトラさん、とっても可愛かわいいですよ！」

「お、どれどれ……」

　アルスに促うながされ、シオは仕事の邪じや魔まにならぬよう、そろりと窓から店内を覗のぞく。

　すると。




『──お、美味おいしくな～れ♪　も、萌もえ萌えキュン♪』




「えぇ……」

　テトラがメイド服のようなふりふりの衣い装しようを身につけ、辿たど々たどしくも接客を行っていた。

「てか、こっちの世界にもメイド喫茶とかあるんだ……」

　やはりオタク文化は、万国共通ということなのだろうか。

　ともあれ、確かに可愛いと思う。

　元々テトラは美少女だし、ああいう女の子っぽい恰かつ好こうも実にいい。

　いつも甲かつ冑ちゆう姿でいるせいか、とても新しん鮮せんな感じだ。

　うんうん、と内心頷いていたシオだったが、

　──ばさっ！

『──っ!?』「「──っ!?」」

　突とつ如じよテトラのスカートが捲まくり上げられ、桃もも色いろの可愛らしいショーツが露あらわになった。

　スカートを捲ったのは、今し方彼女が呪じゆ文もんをかけた席の客だ。

　にやにやといやらしい笑みを浮うかべているところを見る限り、完全にわざとであろう。

『き、貴様──』

　当然、テトラは怒いかりの形相で声を荒あららげようとするが、即そく座ざに横から、同じくふりふりの衣装を着たフォーレムが、彼女を制しつつ、客に対して笑顔で問うた。

[image: ]

『あらあら、どうかされましたか？』

『いや、ちょっと手が滑すべっちまってな』

　……はっ？

『まあ、そうでしたか。でしたら仕方ありませんね。ほら、テトラちゃん。お客さまも故意ではなかったと仰っていますから』

『そ、そうですか……。それは失礼いたしました……』

　ぐっと堪こらえるように、テトラが頭を下げる。

　そうして彼女が悔くやしそうに店の奥へと去っていった後、フォーレムも客に一礼してから、何事もなかったかのように、また別の接客を行い始めた。

「い、いやいや!?　今のは完全にわざとだろ!?　てか、フォーレムさんも何言ってんだ!?　ちょっとあのクソ野や郎ろうに文句言ってくる！」

「ま、待ってください、シオさん!?」

　駆け出そうとしたシオの腕うでを、アルスがぎゅっと摑つかんでくる。

　そして彼女は、無理な笑顔を作って言った。

「あ、あの、今のはあまり気にしないでください。いつものことですから」

「いつものことって……。だ、だったらなおさらダメだろ!?　あんなことを許してたら、あいつら絶対調子に乗って、もっと酷ひどい目に遭あわされるかもしれないんだぞ!?」

「で、でも、私たちはモン娘むすですから……。雇やとっていただいただけでも、感謝しないといけませんし……」

「だからって、女の子があんな目に遭っていいはずないだろ!?　やっぱりちょっと行ってくる！」

「お、お願いです！　待ってください！　ここで騒さわぎを起こしてしまったら、皆みなさんにもご迷めい惑わくをかけてしまいます！　ですから、どうかお願いします！」

「いや、でも……」

　必死に懇こん願がんしてくるアルスの姿に、シオもやるせない気持ちになる。

　彼女が言いたいことは、シオにも分からなくはない。

　だがそれでも、これを見過ごしていいものなのか。

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をするシオの気持ちを、アルスも慮おもんぱかってくれたのだろう。

「あ、あの、シオさんのお気持ちは凄すごく嬉うれしいです！　本当にありがとうございます！　でも本当に大だい丈じよう夫ぶですから。どうかお気になさらないでください」

　彼女は、そう優やさしく微笑ほほえんでくれた。

「……分かった」

　さすがにこれ以上は、アルスを悲しませてしまいそうだったので、シオもしぶしぶ引き下がる。

　恐おそらくは彼女たちモン娘にとって、こんなことが日常茶さ飯はん事じなのであろう。

　虐しいたげられているとは聞いていたが、まさかこんなにも胸むな糞くそが悪くなるとは思わなかった。

　本当は今すぐにでも中に入って、熱々のコーヒーでもぶちまけてやりたいところなのだが……。

　と、シオが悔しそうに、ぐっと拳こぶしを握にぎっていると、




『──ぶほおっ!?　な、なんじゃこりゃあっ!?』




「うん？」「ほえ？」

　先ほどの客が、何やら飲み物を噴ふき出しているではないか。

　何事かとシオたちが店内の様子を窺うかがっていると、やはり同じ衣装を身につけたシャニが、ぺこりと頭を下げながら言った。

『ごめんなさい。おさとうとおしおをまちがえた』

　どうやらシャニが、飲み物のおかわりで、何か手て違ちがいをしてしまったようだ。

『そんなわけねえだろうが!?　舐なめてんのか!?』

　確かにこのタイミングで間違えるはずはないだろう。

　たぶんだが、テトラのためにやり返してあげたのではなかろうか。

『おい、お前らは客にこんなもん出してんのかよ!?』

　だがあの怒おこりようだ。

　いくら幼女と言えど、このままではシャニが危ないかもしれない。

　そう思い、シオが急いで店内に入ろうとした時だった。

『シャニちゃんのドジっ子スキルキター！』

『むっほーっ！　羨うらやましいでござる！』

『ぜ、是ぜ非ひ我わが輩はいにもやってくださらぬか!?』

『ふへへ、俺は前にお茶と間違えて、麵めん汁つゆを出して貰もらったことがあるぜ！　ああ、今思い出しても、最高のドジっ子ぶりだったなあ……（ビクンビクンッ）』

　などなど、突如店内から、興奮と羨せん望ぼうによる歓かん声せいが巻き起こったのだ。

「え、何あれ……」

「ふふ、実はシャニちゃんのドジっ子幼女属性には、熱ねつ狂きよう的なファンの方々がたくさんいらっしゃるんです」

　あ、なるほど……、とシオが変に納なつ得とくする中、フォーレムとシャニが深々と頭を下げる。

『あらあら、申しわけございません。今すぐ代わりのものをお持ちしますので』

『ごめんなさい』

『ぐぬぬぬぬ……っ』

　シャニのドジっ子キャラが、この店でこんなにも人気があるとは思わなかったのだろう。

　周囲に親衛隊もいる以上、客の男性も、迂う闊かつに騒ぐことが出来ずにいるようだった。

　その様子を目にしたシオは、少しだけだが安心していた。

　彼女たちだって、やられっぱなしではないのだと。

　まあ、シャニまで働いていたのは、さすがに驚おどろいたが、ここはどことも知れぬ異世界だ。

　たとえ幼女であったとしても、接客が務まるのなら、とくに問題はないのだろう。

「とりあえずあれだ。皆が日々頑がん張ばってるのはよく分かったよ。今日は俺に付き合ってくれてるけど、いつもはアルスもここで働いてるんだろ？」

「はい、仰おつしやるとおりです。ですので、もしシオさんがご来店された際は、私が心よりおもてなしさせていただきますので、是ぜ非ひお時間のある時にでも、足を運んでくださいね」

　にこり、と咲さき誇ほこる花のような笑顔でそう言ってくれるアルスに、シオも微笑んで頷うなずく。

「ああ、分かったよ。ならそのためにも、まずはお金を稼かせがないとだな」

「はい♪」







　喫茶《ユグディラ》をあとにしたシオたちは、この《ユグディアナ》の中でも、五本の指に入るほど大きな建物へと到とう着ちやくする。

　ここが例の〝ギルド〟という話だが、たぶん向こうの世界で言うところの、お役所みたいな場所なのではなかろうか。

　ゆえに訪おとずれる人も多く、人間たちの中ちゆう枢すう組織ということもあってか、他の場所よりも、モン娘への風当たりが強いらしい。

　なので、アルスは外で待っていると言い、シオは早々に冒ぼう険けん者しや登録をすべく、各種受付の案内などをしている、総合案内へと向かうことにした。

「ようこそ、《ユグディアナギルド》へ。本日はどういったご用件でしょうか？」

　営業スマイルの受付嬢じように、シオはここへ来た目的を告げる。

「えっと、冒険者登録というのをしたいんですけど」

「承知いたしました。ダンジョンに潜もぐった経験はございますか？」

「いえ、初めてです」

　確かに昨日は気づいたらダンジョン内にいたが、あれは自分の意志で入ったわけではないので、とりあえずノーカウントということにしておこうと思う。

「なるほど。では《アガスティアリーフ》のご使用経験もございませんね？」

「はい、ないです」

「承知いたしました。では一からご説明させていただきますので、あちらの冒険者受付で、初心者講座希望の旨むねをお伝えください」

「分かりました。ありがとうございます」

　軽く頭を下げた後、シオは受付嬢に言われたとおり、冒険者受付へと向かう。

「あら、いらっしゃい。見ない顔ね。珍めずらしい服も着ているし、どこか遠方の出身かしら？　私はこの冒険者受付の担当──パッフィーよ。今日はなんのご用？」

　そこにいたのは、二〇代半ばくらいの、どこか色気を感じさせる美女だった。

　先ほどの受付嬢も美人ではあったが、色いろ香かという点では、胸むな元もとを強調させるような服を身につけているこちらの方が、圧あつ倒とう的に上であろう。おっぱいも大きいし。

「えっと、初心者講座を受けたいんですけど」

「あら、そうなの？　じゃあ少し長くなるけど、一から説明するわね」

「お願いします」

　シオが頼たのむと、受付担当ことパッフィーは、人差し指を立てながら口を開いた。

「まずこの《ユグディアナギルド》は、《オルディンズトール》に挑いどむ冒険者たちを、サポートすることが目的で建てられたの。だからギルドのサポートを受けるには、必ずここで冒険者として登録しなければならないわ」

「なるほど」

「というわけで、まずはあなたのお名前を教えてくれるかしら？」

「えっと、シオです。深ふか蔵ぐら志し雄お」

「フカグラシオ？　珍しい名前ね」

「あ、いえ、普ふ通つうに〝シオ〟で大丈夫です」

　そうだった。

　この世界は名字があるのかすらも、よく分かっていなかったんだ。

　シオが内心反省していると、パッフィーは用紙にすらすらと何かを書いていく。

「じゃあシオくんね。ここでの住まいは、もう決まっているのかしら？」

「ええ。一応マノンというモン娘のところにお世話になっています」

「ああ、あの……」

　なんとも言えないパッフィーの反応を見る限り、やはりここでもモン娘たちに関しては、あまりよく思われていないようだ。

　まあ、だからこそアルスも、外で待っていると言ったのだろう。

　ぱっと見は、ほとんど普通の女の子と変わらないのにな。

「でも本当に大丈夫？　あの子たちは、モンスターと繫つながってるって聞いたことがあるし、あなたが望むのなら、別の下宿先なんかを手配することだって出来るのよ？」

　パッフィーの提案に、シオは首を横に振ふって言った。

「いえ、大丈夫です。結構よくして貰ってますから。それに、モン娘むすはそんな悪いことをするようなやつらじゃないですよ」

　最中、シオはマノンやテトラ、シャニにフォーレム、そして先ほど一いつ緒しよにサンドイッチを頰ほお張ばっていたアルスのことを思い出しながら、言葉を続けた。

「あいつらはお姉さんと何も変わらない、笑顔が可愛かわいくて、デートに憧あこがれるような……そんな普通の女の子たちです」

　シオがそう告げると、パッフィーはしばし彼をじっと見つめた後、「……そう」と小さく嘆たん息そくしつつ、ゆっくりと口を開いた。

「一応忠告はしたから、十分に気をつけなさいね。じゃあ何かあった時は、彼女の家に連れん絡らくが行くようにするから」

「はい、お願いします」

「えっと、あとは……」

　ごそごそとパッフィーが取り出したのは、手のひらサイズほどの、まるで宝石のようにきらきらと輝かがやく〝葉っぱ〟だった。

「名前くらいは聞いたことがあると思うけど、これは《アガスティアリーフ》と呼ばれる、古代の魔ま術じゆつで作られたアイテムよ」

「これが《アガスティアリーフ》……」

　パッフィーに手て渡わたされたそれは、思ったよりも硬かたく、少しくらい強く握にぎっても、ちぎれることはおろか、曲がることもなかった。

　不思議な葉っぱだな……、と呆ほうけるシオに、パッフィーは続ける。

「その《アガスティアリーフ》は、持ち主のステータスを更こう新しんさせることが出来るの。つまりレベルアップね」

「レベルアップ……」

　なんかゲームっぽいな。

「ええ。冒険者としてダンジョンなどで経験を積むと、その経験値が《アガスティアリーフ》に記録されるわ。ある程度経験値が貯たまったら、ギルド内にある石せき盤ばんを使って、それを本人の身体能力や才能──つまりは〝スキル〟なんかに反映させることが出来るの」

「なるほど。経験値というのは、やっぱりモンスターを倒たおすと上がるんですか？」

　レベル上げの定番だし。

「いえ、そうとも限らないわ。確かにモンスターを倒して上がる場合もあるけど、ダンジョン内で難しいトラップを攻こう略りやくしたり、誰だれも見つけたことがないような財宝を見つけたりした方が、経験値は貯まると言われているわ。どういう功績を残したかが重要みたい」

「功績……」

「そう、功績。だからこのギルドでは、どの程度の功績を積めば、どれだけの階層に挑ちよう戦せん出来るようになるのかを事細かく知るために、冒険者たちを[image: １００]のレベルと10のランクで、細かく分けているの。レベル１から10までがランク１、レベル11から20までがランク２という感じにね。さらに言えば、ランク１が初級で、ランク２が中級、ランク３以降は上級なんて呼ばれたりもしているわ」

「へえ」

「これは《アガスティアリーフ》の成長度合いにも繫がっていてね。今はただの丸い葉っぱにしか見えないでしょうけど、ある一定の経験値に達すると、それを知らせる音が鳴った後、形がハートマークのようになったり、クローバーのようになったりと、突とつ起きが増えていくから、自分が今どのランクにいるかは一目で分かるわ」

「なるほど。つまりこの状態の《アガスティアリーフ》は、〝ランク１〟を表しているわけですね？」

「ええ、そうよ。試ためしにあそこの石盤を使って、自分のステータスを確かく認にんしてみたらどうかしら？　現在のレベルも見られるし、一度《アガスティアリーフ》を使えば、その人が所有者だと自動的に登録されるから。部屋に入ったら、石盤の中心に《アガスティアリーフ》を置いて、その上に利きき腕うでじゃない方の手をかざしてちょうだい」

「分かりました。じゃあちょっと行ってきます」

　頷き、シオは石盤とやらのもとへと赴おもむく。

　他者に自分のステータスを見られないようにするためか、石盤の間は一つずつ区切られており、外からは見えない仕様になっていた。

　そのうちの一つに入り、扉とびらをきちんと閉める。

　光が入るよう、上の方に区切りはついていないが、壁かべにある程度の高さがあるため、どの角度で見ても、覗のぞくことが出来ないようになっているらしい。

　室内は、机の上に丸い石盤が置いてあるというだけの簡素な造りで、椅い子すの一つも用意されてはいなかった。

「じゃあ早さつ速そくやってみるか」

　パッフィーに言われたとおり、シオは石盤の中心に、今し方貰もらったばかりの《アガスティアリーフ》を置き、その上に利き腕じゃない方の手──左手をかざす。

「おっ？」

　すると、淡あわい光が石盤から溢あふれ、かざしていた左手の甲こうよりも、少し高い場所に、半はん透とう明めいの画面らしきものが映り始めた上、先ほどパッフィーが言ったように、《アガスティアリーフ》の形がクローバーっぽく変化した。

「あれ？　もしかしてこれって、ランクが〝３〟になったってことか？」

　え、大したことしてないのになんで？　と小首を傾かしげつつ、シオが表示された画面を見やると、そこにはこの世界の文字で、彼のステータスや経験値、所有するスキル名などが描えがかれていた。

　ステータスは四つの項こう目もくに分かれており、それぞれ《力》、《速度》、《耐たい久きゆう》、《直感》となっている上、シオの場合、その全すべてが〝１〟となっている。

　恐おそらくはこれを上げると、実際にシオの身体能力として、適用させることが出来るのだろう。

　なお、一応モンスターたちを追い払はらったり、結けつ晶しようも手に入れたせいか、やはりランクは〝３〟になっており、レベルは〝25〟で、経験値は〝一〇〇〇〇〟の値あたいを示していた。

「えっと、これは世間的に見てどうなんだろう？　よく分からんけど、それなりに手に入ったのかな……。と、それはいいや。んで、これが俺のスキルなわけだが……オール、ラウンダー……？」




　──《オールラウンダー》。




　それがシオの持つスキル名らしい。

　たぶんだが、いわゆる〝ナイト化〟のことではなかろうか。

　様々なモン娘たちを乗りこなし、その力を引き出せる能力。

　それがシオの持つスキル──《オールラウンダー》というわけだ。

「とりあえず今出来るのは、このくらいみたいだし、一度受付に戻もどるか」

《アガスティアリーフ》の所有者登録を終え、シオは再び冒ぼう険けん者しや受付へと戻ってくる。

　ステータス更新は、きちんと考えてからにしたいので、今回は見送っておいた。

「あら、終わったの？」

「はい。これは持っていた方がいいんですか？」

「そうね──って、え、どうして形が変わってるの!?」

　ぎょっと両目を見開くパッフィーに、シオはクローバー形になった《アガスティアリーフ》を掲かかげつつ、先ほど見た光景を伝える。

「いや、なんか経験値が一〇〇〇〇くらい貯まってまして……」

「い、一〇〇〇〇!?　え、あなたダンジョンに潜もぐったことないのよね!?」

「あ、えっと、正確には昨日流れで少しだけいたと言いますか……」

「まさか!?　それで〝一〇〇〇〇〟なんてあるわけないでしょう!?　熟練の冒険者並みなのよ!?　あなた、もしかして初心者じゃないわね!?」

　疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けてくるパッフィーに、シオもなんとか誤解であることを説明しようとする。

「い、いやいや!?　俺は本当に初心者ですって！　なんなら調べて貰ったって構いませんし！」

　シオがそう告げると、パッフィーは「……そうね」と神しん妙みように頷うなずいて続けた。

「確かにそれが手っ取り早い気がするわ。じゃあ、一度《アガスティアリーフ》を預かってもいいかしら？」

「あ、はい……」

　頷くシオから《アガスティアリーフ》を受けとったパッフィーは、そのまま受付の奥へと姿を消していく。

　が、数分後。

　──ダダダダダッ！

　彼女は血相を変え、全速力で戻ってきた。

「あ、あなた本当に初心者だったの!?」

「いや、だからそう言ってるじゃないですか……」

　はあ……、と嘆息するシオだが、どうやら誤解は解けたらしい。

　シオに《アガスティアリーフ》を返しつつ、パッフィーは興奮冷めやらぬ様子で言った。

「で、でもそれなら本当に凄すごいわ！　ステータスがオール１の状態で、経験値をこれだけ貯められるなんて、普ふ通つうじゃ絶対にあり得ないもの！　ギルド始まって以来の快挙と言ってもいいわ！　あなたなら、もしかしたら《オルディンズトール》の頂上にだって、到とう達たつ出来るかもしれないわね！」

「そ、そうですかね？」

　パッフィーの高すぎるテンションに、やや引き気味のシオだったが、彼女は力強く「ええ！」と頷いていた。

「じゃ、じゃあまあ……頑がん張ばります」

「ええ、頑張ってね！　期待の新人くん！」

　ぐっとその豊満な胸むな元もとで両りよう拳こぶしを握るパッフィーだが、彼女はふと思い出したように、一つ咳せき払ばらいをして言った。

「と、話が逸それてしまってごめんなさいね。年とし甲が斐いもなく興奮しちゃったわ」

「あ、いえ……」

「それで初心者講座の方に戻るのだけれど、《アガスティアリーフ》は自分がどれだけのランクかの証明にもなるから、基本的には持っていた方がいいと思うわ。でも落としたら再登録しないといけなくなるから、もし心配なら、家に置いておいても構わないんじゃないかしら？　どのみち使うのは、ステータスを更新する時だけだしね」

「なるほど、了りよう解かいです」

「じゃああとはクエストに関してね。あそこに掲けい示じ板ばんが見えるでしょう？」

　パッフィーの指差す先を見やると、そこにはたくさんの張り紙が貼はられた、木製の巨きよ大だいな掲示板が目に入った。

「あそこにはあなたと同じ冒険者や、この街の住人、またはギルド直じき々じきの依い頼らいが貼られているの。依頼によって難易度や報ほう酬しゆうも違ちがうのだけれど、どれか自分に出来そうなものがあったら、依頼書をあっちのクエスト受付まで持っていってちょうだい。一応受注料が少しかかっちゃうけど、まあ微び々びたるものだから、そこは勘かん弁べんしてね」

「分かりました。ちなみに、失敗したらどうなるんですか？」

　これで罰ばつ金きんとか言われたら、少々手が出しづらくなるのだが……。

　と。

「とくに何もないわ。単にまた依頼状態に戻るだけよ」

「あ、なるほど」

　別段ペナルティなどはないと知り、シオもほっと胸を撫なで下ろす。

「ただ受注料は戻ってこないから、それだけは注意してね。あと、クエスト中に事故や死亡などのトラブルが起こったとしても、それは自己責任ということになるから」

「まあ、そうですよね」

　というわけで、クエストを受ける際は、自分の力量などもよく考えて、無理のない程度で受けようと思う。

　アルスたちがいる以上、安全第一で考えないといけないしな。

「初心者講座としては、こんなところかしらね。一応冒険者登録をした人たちには、ギルドからの支給品として、剣けんや探たん索さく用の動きやすい服装など、簡単な装備品類を贈おくることになっているのだけれど、貰っていくかしら？」

「あ、じゃあ是ぜ非ひ」

　本物の剣など、向こうの世界ではなかなかお目にかかれないのだ。

　ナイト化時のランスや双剣もかっこよかったが、あれらはナイト化が解けると消えてしまうし、そもそも制服でダンジョン探索はさすがにきつい。

　それらをタダで貰えるというのならば、ここは受けとる一択たくであろう。

「ならこの用紙を、あっちの装備品類を取り扱あつかっている売店で渡わたして貰えるかしら？」

「はい、分かりました」

　シオが用紙を受けとると、最後にパッフィーが微笑ほほえみながら告げてきた。

「じゃあダンジョン攻こう略りやく頑張ってね。もし何か困ったことがあったら、お姉さんがいつでも相談に乗るから」

「はい、ありがとうございました」

　ぺこり、と彼女に深く頭を下げ、シオは支給品の装備を受けとりに向かったのだった。







「わあ、とってもお似合いですよ♪」

「そ、そうかな？」

　ギルドから出た後、早さつ速そく貰った支給品を装備してみたシオを、アルスが瞳ひとみを輝かがやかせながら褒ほめてくれる。

　貰ったのは、一いつ般ぱん的なロングソードタイプの剣と鞘さやに、ブーツを含ふくめた動きやすい服装一式、そしてポーチつきのベルトなどであった。

　いかにも初期装備というような佇たたずまいだが、アルスはそれでも似合っていると言ってくれて、シオも些いささか照れる。

　きちんとした装備を整えられるようになるまでは、しばらくこれで頑張らなければ。

「あ、そういえば、昨日アルスと結晶を見つけたりしたおかげで、ランクが〝３〟に上がっててさ」

「え、そうなんですか!?　ランク３って、かなり凄い冒険者さんだったはずですよ！　こんなにも早くランクが上がるなんて、やっぱりシオさんは凄いですぅ！」

「いやいや、それを言うならアルスだって凄いだろ？　昨日のは、何も俺だけの力じゃないんだからさ」

「えへへ、そう仰おつしやっていただけたら、私も嬉うれしいです♪」

　ほんわかと顔を紅潮させるアルスが可愛かわいいなと思いつつ、シオは話を続ける。

「あ、それでこのあとなんだけど……」

「はい、どうしましょうか？」

「もし嫌いやじゃなかったら、少しだけダンジョンがどういうものかを、見てみたいなって思ってさ。その、どうかな……？」

　昨日襲おそわれたばかりのアルスに頼たのむのは、少々気が引けたのだが、

「はい、構いませんよ」

　ありがたいことに、彼女の方は全然気にしていなかったらしい。

「本当にいいのか？　昨日も襲われたばかりだし、怖こわかったら別に無理しなくてもいいんだぞ？」

　念のため、一応確かく認にんしてみると、アルスは嬉しそうに笑って言った。

「ふふ、お気き遣づかいありがとうございます。確かにあの時は、凄く怖かったんですけど、でも今は大だい丈じよう夫ぶです。だって私には──シオさんというナイトさまがいらっしゃいますから♪」

「──っ!?」

　ま、眩まぶしい……っ!?

　なんて純じゆん粋すい無む垢くな眼まな差ざしであろうか。

　きっと彼女は、本当に心の底からシオのことを信じているのであろう。

　まだ会って間もないシオのことを、何な故ぜそこまで信じてくれるのかは分からないが、それだけの信しん頼らいを寄せてくれているのだ。

　ならば一人の男として、頑張らないわけにはいかないではないか。

　内心そう頷き、シオも口元に笑えみを作りながら言う。

「そうだな。ならその期待には、応こたえてやらないとな」

「はい♪」

　至し極ごく嬉しそうに頷くアルスだが、彼女はふと控ひかえめに続けた。

「あの、それでシオさんに、一つお願いしたいことがあるのですが……」

「うん？　どうした？」

　小首を傾かしげるシオに、アルスはやはり言いづらそうな表情で、こうお願いしてきた。

「えっと、その……恐おそらくこの先、モンスターさんたちと戦うことがあるとは思うのですが、出来れば命を奪うばうようなことはしないでいただきたいんです」

「あー……」

　確かに彼女たちモン娘むすの半分は、同じモンスターなのだ。

　たとえ虐しいたげられているとはいえ、同族を殺して稼かせぐなど、あまりいい気がするものではないのだろう。

「うん、分かったよ。確か《ルセルクの結けつ晶しよう》を手に入れた時も、勢い任せで追い払はらっただけだったし、殺さずとも稼ぐ方法はあるんだろ？」

　そうシオが尋たずねると、アルスは一転して表情を明るくさせた。

「は、はい、もちろんです！　ダンジョンのモンスターさんたちは、結晶や財宝など、光るものを好む傾けい向こうにありますので、よく隠かくし持っていたりするんです！　なので、殺さずとも追い払ったりすれば、昨日のように、それを落としたりしてくれるはずです！」

「なるほど。ならモンスターに関しては、襲ってきたやつらを適当に追い払う程度ってことで、基本的にはダンジョン内にある財宝を探すことにしよう。それなら最低限の戦せん闘とうで済むしな」

「あ、ありがとうございます！」

　シオの言葉を聞き、アルスはとても嬉しそうに頭を下げる。

　そんな彼女の姿を見たシオは、「あー、それに伴ともなってってわけじゃないんだけどさ」と今まで考えていたことを、素す直なおに告げることにした。

「実は俺、正直、異世界召しよう喚かんなんて、されるもんじゃないなって思ってたんだ」

「そうなのですか？」

「うん。もちろん最初はわくわくしてたんだぞ？　こういう異世界召喚は、物語でたくさん見てきたからな。だから一度くらいは召喚されてみたいなって思ってたんだけどさ、いざ召喚されてみたら、俺の能力は女の子とキスしないと発動しないし、そういう経験が乏とぼしい俺には、あまりにも難易度が高すぎるというか……。いや、もちろん嫌なわけじゃなくてな？　正直、すんごい嬉しいんだけど、恥はずかしいといいますか……」

　ぽりぽりと頰ほおを搔かきつつ、シオは続ける。

「その上、マノンのやつは、人を馬車馬のように働かせようとしてるしで、なんか俺の知ってる異世界召喚とは違うなーって」

　でも、とシオは苦笑い気味に告げた。

「アルスのためなら、少し頑がん張ばってみようかなって思った」

「えっ？」

　驚おどろいたように目を丸くするアルスに、シオは慌あわてて両手を振ふりながら言う。

「い、いや、別に変な意味じゃなくてな？　その、こうやって異世界に召喚されちまった以上、当面はここで生きていかなくちゃいけないわけだし……。それに、なんだ……アルスはいい子だから、出来るだけ力になってあげたいなって……」

「シオさん……」

　シオの言葉に、アルスは頰を桜色に染めて言った。

「え、えへへ、ありがとうございます♪　やっぱりシオさんはとてもお優やさしい方です。私、シオさんにお会い出来て、本当によかったです！」

「お、おう」

　そう真正面から言われてしまうと、さすがに照れてしまうのだが……。

「ま、まあとにかくあれだ。せっかくこの世界に来た以上、ここでの生活を満まん喫きつしたいとも思ってるからさ、一いつ緒しよにダンジョン攻略を頑張ろうぜ」

　ぐっと親指を立てるシオに、アルスも満面の笑みで、力強く頷うなずいた。

「はい！　こちらこそふつつか者ではありますが、どうぞよろしくお願いします！」

「おう。じゃあさっそくダンジョンにでも行ってみるか」

「はい！」

　再度頷いたアルスを連れ、シオは創世樹のダンジョン──《オルディンズトール》へと、足どり軽めに向かって行ったのだった。







「すげえでかさだな……」

　一五分後。

《オルディンズトール》の根元へと到とう着ちやくしたシオたちは、揃そろってこれを見上げる。

　アルスの話だと、まだ二層──昨日彼女たちと出会ったエリアまでしか潜もぐったことがないというので、とりあえずはそこを目指して進むことに。

　なお、〝潜る〟と表現はしているものの、正確には、創世樹の頂上を目指しているので、下っているわけではない。

　幹の隙すき間まに作られた入り口付近には、モンスターが外に出てきても対処出来るよう、ギルドから派は遣けんされたと思われる兵たちが、二四時間体制で配備されているようだった。

　兵たちに軽く会え釈しやくをしつつ、シオたちは一層へと足を踏ふみ入れる。

　一層は文字通り木の中という感じの場所だったが、壁かべは石化しているのか、木にしてはやたらと硬かたく、無む駄だに頑がん丈じようだった。

　まあ雲にも届くほどの大樹を支えているのだから、根元がしっかりしているのは当然のことなのかもしれない。

　見れば、そこかしこに人が手を入れたような形けい跡せきもあり、松たい明まつなどの照明器具を使わずとも、灯あかりが確保出来るようになっていた。

「昨日はさっさと下りて来ちゃったから、あんまり覚えていないんだけど、二層への案内板もあるし、ここは本当に雰ふん囲い気きを確かめるためというか、ちょっとした訓練場みたいな感じなんだな」

「そうですね。なので、観光に来られる方も多いんです」

「なるほど。ここら辺には、モンスターが出たりはしないのか？」

「一応出るには出るのですが、人の往来が多くなってからは、かなり減少した気がします。でも二層目以降は、あまりギルドの手も加わってはいませんので、どうか気をつけてくださいね」

　アルスの忠告に、シオも頷いて言う。

「了りよう解かいだ。俺も命を懸かけるつもりはないからな。今日はこの支給された剣けんが、どのくらいの強さかを試ためしてみる程度にしよう」

「はい、分かりましたっ。でも危なくなったら、遠えん慮りよせずキスしてくださいねっ」

「あ、うん……」

　そう勢い込むアルスだが、その〝遠慮せず〟がなかなか難しいんだけどな……。

　ともあれ、シオたちは案内板の指示通り、二層方面へと道を進んでいく。

　冒ぼう険けん者しやや観光客など、それなりに人もいるせいか、確かにモンスターはほとんど現れず、たまにひょこりとネズミみたいなモンスターが飛び出してくるも、剣で小こ突づくだけで逃にげてしまい、武器の威い力りよくを試すことも出来なかった。

　案外余よ裕ゆうだなと思いつつ、しばらく歩いていくと、

「あ、〝ゲート〟に到着しましたね」

　どうやら二層へと続く、〝ゲート〟の前に到着したらしい。

　なんでもこの《オルディンズトール》は、魔ま術じゆつか何かの影えい響きようか、一層ごとがそれぞれのエリアとして独立しているらしく、今シオたちの目の前にあるような、通つう称しよう〝ゲート〟と呼ばれる門が、次の階層までワープさせてくれるのだとか。

　中には、次の階層に行かせまいとする、ボスのような者が現れる場合もあるらしいのだが、必ずしもこれを倒たおす必要はないという。

　要はどんな方法であれ、ゲートさえ通れればいいのだ。

　縄なわ張ばり意識があるのか、ボスが次の階層まで追ってくることもないそうなので、他の冒険者たちも、とにかくゲートを通過することを第一目標としているらしい。

「とくに何事もなく着いちまったな」

「そうですね。どうしましょうか？」

「うーん、まだ時間的にも余裕があるし、二層も少し見ておくか。一層とどこが違ちがうのかも確かく認にんしておきたいしな」

「分かりました。ではこのまま二層に向かいましょう」

「おう」

　アルスの了解も得たので、シオは高さ数メートルはありそうなアーチ状のゲートを潜くぐる。

　ゲートの内部は、先の見えない霧きりのようなものに覆おおわれていたが、人体に有害な物質などではないそうなので、そのまま進む。

　すると。

「うおっ!?　いきなりダンジョンっぽくなったな!?」

　突とつ如じよ風景ががらりと変わり、シオは何事かと両目を見開く。

　昨日同じ場所を訪おとずれている以上、この光景に見覚えはあるのだが、先ほどまで普ふ通つうに大きな木の中にいるような感じだったのが、いきなり石の壁に覆われた、何かの建物内らしき風景へと変へん貌ぼうしたのだ。

　たとえ見覚えがあろうとも、普通に驚く。

　試しにもう一度ゲートを潜り、一層へと戻もどってみる。

「おお、さっきと同じ木の中だ」

　そしてすぐさまゲートを潜り、再度二層へと赴おもむけば、

「なんであれがこうなるんだ……。というか、このゲートも大たい概がいだな……」

　石を積み上げて作られた内ない壁へきや、同じく石の柱など、一層よりも遥はるかに人の手が加えられているであろう光景が再び目に入り、シオはそのあり得なさに愕がく然ぜんとしていた。

「ふふ、やっぱり慣れないと驚きますよね」

「お、おう。さすがにこうまで別物に変わられるとな……」

　アルスがおかしそうに笑う中、シオは感かん嘆たんしたように辺りを見み渡わたす。

　だが呆ほうけていても事態は解決しないので、とりあえず偵てい察さつを続けることにした。

　一層同様、壁には誰だれが備えつけたのか、松明がそこかしこに点在していたので、道の先の方まで見通すことが出来ていた。

「あ、モンスターさんは人ひと気けのない場所の方が遭そう遇ぐうしやすいので、攻略ルートではない道を行きましょうか」

「そうだな」

　アルスの提案通り、二人は三層へのルートを外れ、人気のない道を進んでいく。

「こっちは本当に誰もいないな」

「そうですね。この辺りもほとんど探たん索さくし尽つくされていますので、今さら訪れる必要はないと考えられているのではないでしょうか」

「なるほど」

　というように、周囲には人っ子一人おらず、不気味な静けさだけが広がっていたのだが、

　──ぴとっ。

「お、おっとすまん!?」

　ふいにアルスと肩かたが触ふれ、シオは慌てて彼女から離はなれる。

　どうやら気づかないうちに、距きよ離りが近くなっていたらしい。

「いえ、こちらこそぶつかってしまってすみません」

　だがアルスはまったく気にしていないようで、にこりといつも通りに微笑ほほえんでいた。

　しかし改めて考えてみると、現在、シオはこんな薄うす暗ぐらいところで、美少女と二人きりなわけだが、何も期待していないかと言われたら噓うそになる。

　もちろんシオは草食系男子というか、ぐいぐい攻せめる方ではないので、何が出来るというわけではないのだが、せめて足元が危ないという理由で、手を繫つなぐくらいは許されるのではなかろうか。

　と、そんなよからぬことを考えていると、




「──グガアッ！」




「うおっ!?」「ひゃわっ!?」

　突如曲がり角から、見覚えのある狼おおかみが飛び出してきたではないか。

　昨日アルスたちを助ける際に遭遇した、〝ファンガードウルフ〟なるモンスターだ。

　しかも。

「って、貴様らは昨日の!?　ちょうどいい！　この場で借りを返してくれるわッ！」

「えっ？　もしかしてお前は……」

　あの口ぶりから察するに、どうやら昨日退しりぞけたやつらの一体だったらしい。

　確か出現確率はかなり低いはずなのだが、なんという偶ぐう然ぜんであろうか。

「はわわわわっ!?　まさか二日連続でファンガードウルフさんとお会いするなんて!?」

　驚おどろくアルスを庇かばうように後ろに下げ、シオは腰こしのロングソードを抜ぬく。

　だが彼女には殺さないよう言われているので、適当にダメージを与あたえる程度にしておかなければ。

「つーか、先にアルスたちをいじめてたのはお前らの方だろ？」

「黙だまれッ！」

「うおっ!?」

　──がきんっ！

「シオさん!?」

　狼の爪つめを剣で受けるシオだが、もちろんやられているだけでは終わらない。

「舐なめるなよ、この野や郎ろうっ！」

　今度はこっちの番だとばかりに剣を振ふるうが、

　──すかっ。

「げっ!?」

　慣れない武器を扱あつかっているせいか、見事に避よけられてしまった。

「未熟ッ！　未熟ッ！」

「あぶっ!?　おぶっ!?」

　だがやつはその隙すきを逃のがさず、軽快に尻尾しつぽを使った強きよう烈れつな往復ビンタを放ってくる。

「ダッシャーッ！」

「ぐわあっ!?」

　ダメ押しのタックル。

「し、シオさん!?　だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「く、くそぅ……」

　ずざざ、と頰ほおを腫はらしながらアルスのところまで吹ふき飛ばされてきたシオは、憤いきどおりのこもった視線をやつに向ける。

「クカカカカッ！　先ほどまでの勢いはどうした？　脆ぜい弱じやくな人間めッ！」

　小こ馬ば鹿かにしたように喜びを表す狼に、「おのれ……っ」と唇くちびるを嚙かみ締しめるシオだが、

「な、ナイト化しましょう！」

「えっ？」

　決意のこもった声こわ音ねでアルスがそう口にし、ぐいっと腕うでを引かれる。

　すると次の瞬しゆん間かん。

　──ちゅっ。

「──っ!?」

　口元に柔やわらかい感かん触しよくが広がり、シオはアルスにキスされたことを知る。

　相変わらず柔らかいなとか、めちゃくちゃ可愛かわいいとか、様々な思考がシオの脳内を駆かけ巡めぐる中、二人の身体からだが淡あわい輝かがやきに包まれ、狼が驚きの声を上げる。

「ま、まさか!?」

　過去二回のナイト化同様、二人の身体が勝手に動き、やはり四よつん這ばいになったアルスの腰こし元もとに、シオが跨またがるような感じで騎き乗じようする。

「ひゃうんっ!?」

　その瞬間、アルスがびくりと背筋を反らし、桃もも色いろの吐と息いきを漏もらし始めた。

「……はぅ……んんっ……あっ……な、なんかもう……だ、ダメですぅ～っ!?」

　──びくびくっ。

　昨日と同じく、アルスの嬌きよう声せいが一層大きくなるのと同時に、辺りを目映まばゆい輝きが包み、彼女はスライムへと変身──シオの手元にも、青色のランスと盾たてが現れる。

　アルティメットクイーンスライム・ナイトの誕生だ。

「だ、大丈夫か？　アルス」

「は、はい、大丈夫ですっ」

　どこか恥はずかしそうではあるものの、身体的な問題はないようだ。

　ならば──。

「グガッ!?」

　戦せん闘とう態勢をとったシオたちに、狼がびくっと肩を震ふるわせる。

「ぐぬぬッ!?　だ、だが今日の我らはひと味違うぞッ！」

「あ、待て！」

　ダンジョンの奥へと駆けていった狼のあとを、シオたちも追う。

　しばらく進むと、何やらドーム状の開けた空間へと出た。

「ここは……」

　シオが辺りを注意深く警けい戒かいしていると、ふいにアルスが触しよく手しゆのように伸のばした身体で、前方を指差しながら言った。

「シオさん！　あそこに！」

《ルセルクの結けつ晶しよう》をくれた時もそうだったが、どうやら今はスライム状態なので、自由に身体の形を変えたり、伸ばしたりすることが出来るらしい。

「むっ？」

　遅おくれてアルスの指差す方を見やると、そこには先ほどの狼が、不気味に含ふくみ笑わらいを浮うかべながら佇たたずんでいた。

「クックックッ、よく来たな！　そして──ここで死ねッ！」

「「──っ!?」」

　狼が天に向けて遠とお吠ぼえすると、広間全体がごごごごと震しん動どうし始める。

　一体何事かとシオたちが驚きよう愕がくする中、




「──グガアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!」




「「──なっ!?」」

　ずずんっ！　と上空から、巨きよ大だいな狼型モンスターが降ってきたではないか。

「よくも我が子らをいたぶってくれたな……ッ」

　恐おそらくは先ほどのやつの親であろう。

　北ほく欧おう神話の魔ま狼ろう──フェンリルを彷ほう彿ふつとさせる、体高七～八メートルはあろうかという巨大狼おおかみは、どろりとよだれを垂らしながら、シオたちを射い殺ころさんばかりの眼光で睨にらみつけていたのだが、

「ちょ、踏ふんでる踏んでる!?」

　当の子狼ががっつりと踏まれていた。

　そりゃ自分のいるところの真上に呼び出したのだから、そういうことにもなるだろう。

　しかし憤りの中にある親狼の注意は、完全にシオたちの方にのみ向いており、足元の我が子には気づいてすらいない様子だった。

「あ、あの、その前にお子さんを!?」

　見かねたアルスが、子狼の上から退どくよう親狼に言うが、当然、やつの耳に彼女の言葉など届くはずもなく、

「消え失うせろッ！」

　──どんっ！

「ぐえっ!?」

　大地にクレーターを穿うがち、猛もう然ぜんと襲おそいかかってきた。

「な、なにゆえ……」

　言わずもがな、子狼を踏んだまま大地を蹴けったので、彼は地面にめり込んでいた。

　とりあえず死んではいなそうなので、ひとまず子狼の方は放置しておこうと思う。

「アルス！」

「は、はい！」

　親狼の嚙みつきを、すんでのところで躱かわしたシオたちは、横に跳とんだ体勢のまま、やつにランスの先を向ける。

「食らえっ！」

　──どばあっ！

　すると、ランスの切っ先から、昨日と同じ螺ら旋せん状の水流が飛び出し、一直線に親狼の方へと飛んでいったのだが、

「笑止ッ！」

「「──っ!?」」

　体格差のせいか、シオたちの攻こう撃げきは、やつの硬こう質しつ化した皮毛に弾はじかれてしまった。

「くそっ！　なら顔だ！　やつの顔を狙ねらうぞ！」

「はい！」

　ぴょんっ！　と大きく飛び跳はねたシオたちは、親狼の斜ななめ上方向から、今一度ランスを突つき出す。

　しかし。

「……ごくごく……ちょうどいい水分補給だ……ごくごく……」

「うおっ!?」「そ、そんな!?」

　まさかのごくごくをされてしまった。

「み、見たか、我が父の力を……。たとえレベル20を超こえる冒ぼう険けん者しやであったとしても、我が父の牙きばにかかれば、ひとたまりも……げふっ」

　と言ったところで、子狼は気を失ってしまったようだった。

　だがやつの言ったとおり、このモンスターはかなりの強敵である。

　正直、今のシオたちでは歯が立たないのも事実だ。

「アルス！　ここは一いつ旦たん逃にげるぞ！」

「は、はい！」

　頷うなずくアルスとともに、一層へのゲートまで駆けようとしたシオだったが、

「させるかッ！」

　──どがんっ！

「うわあっ!?」「きゃあっ!?」

　一いつ瞬しゆんの隙を突かれ、尻尾の薙なぎ攻撃を食らってしまった。

　その衝しよう撃げきのせいか、ナイト化が解け、アルスも元の人型へと戻もどってしまう。

「いってえ……」

　激痛の走る身体に鞭むちを打ち、シオはなんとか上体を起こそうとする。

　アルスも今の攻撃で、「きゅ～……」と目を回しているようだった。

「カッカッカッ！　思い知ったか、人間どもめッ！　今トドメを刺さしてくれるわッ！」

「くそ、あの野や郎ろう、調子に乗りやがって……っ」

　高笑いを響ひびかせながら、こちらへと近づいてくる親狼に、シオはぐっと唇を嚙み締める。

　こうなったら一か八か、やつの注意を逸そらした隙に、アルスを背負って一層へのゲートがあるエリアへと戻るしかない。

「……っ」

　やってやる！　と勢い込み、シオは親狼の後ろを指差して声を張り上げた。

「あーっ!?　お前の子どもがやられてるぞーっ!?」

「グガッ？　何を馬ば鹿かげたことを──って、どうしたんだーっ!?」

　地面にめり込んだ子狼の姿に、親狼はずんむりと両目が飛び出しそうになっていた。

　まさかこんなことに使えるとは思わなかったが、親狼の注意が完全にシオたちから外れている。

　──今だ！

「アルス！」

　残った最後の力を使い、シオはアルスを担かついで逃にげるべく、彼女のもとへと駆け出す。

　あとはやつが子狼に気を取られているうちに、一層へのゲートまで、全力で駆けるだけだったのだが、




「──そうはさせんぞッ！」




「──なっ!?」

　突とつ如じよ二体目の子狼がシオの目の前に現れ、鋭えい利りな爪つめを振ふりかぶりながら、飛びかかってきたではないか。

　確かに初めてアルスたちと出会った際、狼は三体ほどいたが、まさかこういう場合に備え、隠かくれて様子を窺うかがっていたのだろうか。

「死ね、人間ッ！」

「うおおっ!?」

　だがシオとて、みすみすやられるつもりはない。

　ぶんっ！　と大振りで顔面を狙ってきた子狼の爪を、シオはあえて前方にダイブすることでぎりぎり躱す。

「グガッ!?」

　驚おどろく子狼を尻しり目めに、意外とやれば出来るものだと、自分を褒ほめたくなるシオだったが、

　──ふにゅりっ。

「ひゃうんっ!?」

「えっ？」

　そこで何な故ぜか妙みように柔やわらかい感かん触しよくが両手のひらに広がり、まさかと自分の手を見やる。

「し、シオさん……そ、そこは……ひゃうっ!?」

「げっ!?」

　予想していたとおり、シオの手が摑つかんでいたのは、やはりアルスのおっぱいであった。

　ちょうどダイブした先に、アルスがいたらしい。

　初めてナイト化した時も、同様に彼女の胸を揉もんでしまったわけだが、あの時はキスの方の衝撃が大きく、そこまで胸の感触を味わう余よ裕ゆうはなかった。

　しかし今回は、キスをしていないどころか、両手での鷲わし摑づかみだ。

　当然、以前よりもはっきりと、そのマシュマロのような感触が伝わってくる上、しかも両手のひらの中央に、何か小指の爪程度の硬かたい感触が……。

「す、すすすすまん!?　い、今すぐどけるから──って、あれ？」

　慌あわてて手を離そうとしたシオだが、そこでふと気づく。

「し、シオさん……んんっ……はう……」

　未いまだ悶もだえ続けているアルスの身体が、何やら淡あわく輝かがやいているということを。

　まだキスもしていないのに、これは一体どういうことなのか。

　思わず手を止め、そのまま見入っていると、

「あ、止やめないで……ください……。も、もっと触さわって……それに、キス……して欲しいです……。し、シオさん……シオさんっ」

「お、おい、ちょっ──」

　──んちゅうっ。

「──っ!?」

　いきなりアルスが、強ごう引いんにも唇くちびるを重ねてきたではないか。

　それも。

「んっ……れろ……」

「～～っ!?」

　し、舌が入ってきてるーっ!?

　こ、これはいわゆる〝ディープキス〟というやつなのでは!?

　ねっとりと絡からみついてくる甘い舌した触ざわりに、シオの思考回路がショートしそうになる中、再び彼のスキル──《オールラウンダー》が発動する。

「な、なんだ!?」

　そこでようやく親狼も気づいたようだが──もう遅おそい。

　淡い輝きの中、やはり四よつん這ばいになったアルスの上に、シオが跨またがる。

　すると。

「ひゃわっ!?　さ、さっきよりも凄っ……あっ……き、気持ちいい!?　んんっ!?」

　何故かアルスが、一度目のナイト化以上に嬌きよう声せいを上げ、びくびくと激しく背筋を反らし始めたではないか。

「──」

　だが先のディープキスのおかげで、すっかり頭の回っていないシオは、何が起こっているのかまったく理解出来ず、ただ流れに身を任せることしか出来なかった。

　そうこうしているうちに、ナイト化が完かん了りようしたらしい。

「はあ、はあ……」

　声を上げすぎたのか、アルスが肩かたで息をする中、やっとこさシオも正気に戻る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はい……。なんだか凄すごく気持ちよくて、つい声が出てしまいました……」

「そ、そうか……」

　ふう……、と呼吸を整えた後、アルスは「あ、あの！」と力強い声こわ音ねで言った。

「私、なんだか今凄く身体中に力が漲みなぎっているんです！　なので、もう一度だけ挑ちよう戦せんしてみませんか!?」

　アルスの言葉は真しん剣けんそのもので、さらにこう続けてきた。

「よ、よくは分からないのですが、今の私たちなら、きっとあのモンスターさんにも勝てる気がするんです！」

「アルス……」

　彼女の真しん摯しな物言いに、シオは手にしていたランスの柄えを、一層強く握にぎって言った。

「分かった！　なんだか俺も、無む駄だに力が漲ってるし、もう一度だけ挑戦してみよう！」

「はい！　ありがとうございます！」

　嬉うれしそうにアルスがお礼を口にしていると、親狼が怒いかりの表情かつ大おお股またで近づいてきた。

「何をごちゃごちゃとくっちゃべっているッ！　息子むすこの仇かたき──ここで死ねッ！」

　ぶうんっ！　と親狼が大きく右の前まえ脚あしを振り上げる。

　最終的に息子を踏ふみ潰つぶしたのは、他でもないやつ自身なのだが、とりあえず今は突っ込まないでおこうと思う。

「行くぞ、アルス！」

「はい！」

　二度破られたこの技わざが、果たしてやつに通じるかどうかは分からないが、シオは自分たちの可能性を信じると決めたのだ。

　ならば四の五の言う前に──ただぶちかますのみ！

「食らえええええええええええええええええええええええええええええっっ!!」

　──どばんっ！

「そんなもの！　また弾はじき返してばああああああああああああああああああああっっ!?」

「「──っ!?」」

　効いた!?

　いや、効いたというか……。

「あばばばばばばばばーっ!?」

「いや、水どんだけ出てんの!?」

　がーんっ、とあまりの水量に、シオはショックを受ける。

　あきらかに今までの倍以上の水流がランスの切っ先から飛び出し、親狼の巨きよ体たいを押し返すどころか、ぐんぐん持ち上げていくではないか。

　何が起こっているのかは皆かい目もく見当もつかないが、とにかくこれはチャンスである。

　このまま一気に攻せめ抜ぬくしかあるまい。

「と、とりあえずあれだ！　やつを壁かべに叩たたきつけるぞ！」

「は、はい！」

　──どばあっ！

　二人揃そろってさらに気合いを入れると、それに呼応するかのように、水流の勢いも増す。

　完全にダムの放水レベルとなった水撃に、巨体とはいえ、親狼が耐たえられるはずもなく、

「あぎゃあああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

　ついにやつの身体からだが宙を舞まった。

　──どごんっ！

「ぐげえっ!?」

　そのまま斜ななめ上方向へと飛んでいった親狼の身体は、やがて石の天てん井じようへとぶつかり、やつは瓦が礫れきとともに崩くずれ落ちてきた。

「ちょっ!?　こ、こっちに来るのはやめ──」

　不幸にも退たい避ひ中だった、二体目の子狼こと子狼Ｂの真上へと。

「──ごぎゃっ!?」「──ぐえっ!?」

　そうして瓦礫の下した敷じきになった狼たちは、両目を〝×〟にしながら、すっかり気を失ってしまったようだった。

「や、やったのか？」

「は、はい！　どうやらそのようですね！」

　アルスの言葉を聞き、シオは緊きん張ちようの糸が切れたかのように深く嘆たん息そくする。

「おっと!?」「はわっ!?」

　その瞬しゆん間かん、腰こしのポーチからきゅいんっと甲かん高だかい音が鳴った気がしたが、それと同時に、エネルギーを使い果たしたらしく、ナイト化状態が解除された。

「やれやれ、まさか親が出てくるとはな……。怪け我がはないか？　アルス」

　と、シオがアルスの方を振り向くと、

　──ぎゅっ。

「うおっ!?」

「や、やりましたね、シオさん！　私たちの勝利です！」

　とても嬉しそうに、アルスが抱だきついてきたではないか。

　胸諸もろ々もろの柔らかい感触とともに、ふわりといい香かおりがシオの鼻び腔こうをくすぐる中、アルスは瞳ひとみを輝かせながら顔を上げる。

「やっぱりシオさんは私たちのナイトさまです！　私、シオさんにお会い出来て、本当によかったです！」

「お、おう、そうか。でもさっきも言ったとおり、ナイト化は俺一人の力で出来るものじゃないし、アルスの力があってこそだと思うぞ？」

「そ、そうでしょうか？」

「うん。だからなんだ……こちらこそありがとな」

「え、えへへ～♪」

　シオに褒められたのがよほど嬉しかったらしく、アルスはにんまりと笑い続けていた。

　と、その時だ。

　──きらっ。

「うん？」

　ふと気絶している親狼たちの方が、何やら輝いたような気がして、シオはそちらに視線を向ける。

「どうしました？」

「いや、今なんか光ったなって」

　見た感じ、親狼と子狼Ｂは完全に気を失っており、子狼Ａの方も、未いまだにめり込んだままだったので、しばらくは起きてこないだろう。

　なので、シオは一応警けい戒かいしつつ、アルスとともに親狼たちのもとへと赴おもむく。

「確かこの辺りに……」

「あ、もしかしてこれでしょうか？」

「おっ？」

　どうやらアルスが何かを見つけたようだ。

　駆かけ寄ったシオが目にしたのは、黄こ金がね色いろに輝く、ダチョウが小こ躍おどりしているような感じの像だった。

「え、何これ……」

　思わずそんな疑問が飛び出すが、造形がどうであれ、一応全身が金で出来ているのだ。

　色味溢あふれる宝石の類たぐいもはめ込まれているし、それなりに値打ちのあるものに違ちがいない。

「ま、まあせっかく手に入れたんだし、一応持って帰ってみるか」

「そうですね。少しでもお金になれば、マノンさんもお喜びになられると思いますし」

「おう。じゃあ色々あったけど、今日の探たん索さくはここまでってことで」

「はいっ」

　満面の笑えみで像を抱かかえるアルスを連れ、シオは皆みなの待つ《マノンの家》へと、足早に帰って行ったのだった。







「あんたたちやるじゃな～い！　お礼にちゅーしてあげるわ！　はい、ちゅっちゅっちゅっちゅっちゅ～っ！」

「ま、マノンさん、く、くすぐったいですぅ～」

　帰宅後、開口一番、マノンが換かん金きんしたお金の束を見て驚おどろきの声を上げた。

　というより、めちゃくちゃ頰ほおにキスしてきた。

　が、何故かまったくドキドキしないという不思議。

　たぶん相手がマノンだからというわけではなく、シチュエーション的に、色気もクソもないことが原因であろう。

　あれだ、犬にべろべろ顔を舐なめられているのと、同じ感覚なんだと思う。

「てか、酒臭くさっ!?　お前、もしかして酔よってるのか!?」

「何言ってんのよ。こんなの酔ってるうちに入らないわ。ねえ？　フォーレム」

「ごめんなさいね。本当はシオくんたちが帰ってきてからにする予定だったのだけれど、どうしてもマノンちゃんが我が慢まん出来なくなっちゃったみたいで」

「しょうがないでしょ。飲みたくなっちゃったんだから」

「お前なぁ……」

　ともあれ、シオたちが帰宅した頃ころには、すっかり日も落ちており、《マノンの家》では、夕食の準備が着々と進められていた。

　だがテーブルの上に並べられた料理は、いつものローコストなものではなく、鶏とりの丸焼きなど、やたらと豪ごう勢せいなものばかりであった。

　確かに臨時収入は手に入ったわけだが、それを伝えたのは、つい先ほどのことである。

　である以上、どうやら今日は、元々宴えん会かいをやるつもりだったらしい。

「というわけで、今日は臨時収入も入ったことだし、ぱーっとやるわよ！　お酒だってがんがん飲んじゃって構わないわ！　むしろあたしが飲むから用意して！」

　しかしマノンが借金塗まみれなのは周知の事実ゆえ、シオは諫いさめるように言った。

「い、いや、ちょっと待てって。ただでさえ、莫ばく大だいな借金をこさえてるんだから、飯で無む駄だ遣づかいしちゃダメだろ……」

「はあ？　別にいいじゃない。今日のあたしはぱーっとやりたい気分なの！　大体、毎日芋いもとおかゆのオンパレードで飽あき飽きしてたんだから、たまにはぱーっとやったって、バチなんか当たんないわよ。というより、このタイミングでの臨時収入なんて、あたしに使えって言ってるようなものでしょうが」

「いや、その解かい釈しやくはおかしい……」

　ふふん、とドヤ顔のマノンに、がっくりと肩かたを落とすシオだが、

　──くいくいっ。

「うん？」

　その時、ふとシャニが服の裾すそを引きながら、何かを見せつけてきた。

「これ、わたしがつくった」

「うん？　なんだ？」

　それはシャニがクレヨンで手書きしたであろう、横断幕のようなもので、




『　ようこそ　シオ　マノンのいえへ　』




　と、そこには拙つたない文字で、そう書かれていた。

「えっ？　これって……」

　突とつ然ぜんのことに、シオが瞳を瞬しばたたかせていると、

「おい、マノン。飾かざりつけはこんな感じで──って、お前たちいつの間に!?」

　二階から色とりどりの輪わ飾かざりを持ったテトラが下りてきて、シオたちの姿にぎょっと目を見開いていた。

　まさか……、とマノンの方を見やると、彼女は不ふ遜そんに腕うでを組みつつも、やや上気した顔で、そっぽを向きながら言った。

「ふん、勘かん違ちがいしないでよね。あたしはただ騒さわぎたかっただけなんだから」

　が。

「それはうそ。きょうはシオの〝かんげいかい〟をしようってマノンがいったから、みんなでいろいろとよういした。ごはんがいつもよりごうせいなのもそのせい」

「ちょ、ちょっとシャニ！　余計なこと言わないでよね！　っていうか、もう主役も帰ってきちゃったんだし、さっさと始めるわよ！　はい、皆着席！」

「お、おい、まだ飾りつけが──」

「そんなのはもう適当でいいから、あんたもとっとと席に着きなさいな！」

「ええっ!?　せ、せっかく作ったのに……」

　マノンに怒ど鳴なられ、テトラは涙なみだ目めになりながら席に着く。

　他の女子たちも、順に椅い子すへと腰を下ろしていき、

「ほら、シオくんも座って」

「あ、はい……」

　フォーレムに促うながされたシオが、遅おくれて席に着くと、マノンがこちらを見ながら言った。

「はい、主役の挨あい拶さつ」

「お、おう。まあ、なんだ。その……わざわざありがとな。とりあえず色々と頑がん張ばってはみるから、これからよろしく頼たのむよ」

　ぺこり、と軽く頭を下げると、皆から拍はく手しゆが送られてきた。

「えへへ、こちらこそよろしくお願いしますね、シオさん♪」
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「ふん、まあ最低限の礼れい儀ぎだけは弁わきまえているようだな」

「ん。よろしく、シオ」

「うふふ、よろしくね、シオくん」

「ああ、皆よろしくな」

　十人十色な反応を見せる女子たちに、シオも今一度力強く頷うなずく。

　生活費だってぎりぎりだったろうに、それをこんな形で使ってくれるなんて……。

　もちろんお金のことだけではなく、こういう場を皆で設けてくれたことに、シオは心から感謝していた。

「じゃあ──フォーレム」

「ええ」

　マノンに促され、フォーレムはテーブルの側そばで白い布を被かぶせられていた代しろ物ものの、布部分をゆっくりと引き上げる。

　すると、中からピラミッド状に積み上げられた、大量のグラス類が姿を現した。

　まさかのシャンパンタワーである。

「え、えぇ……」

　困こん惑わくするシオに、マノンはその薄うすい胸を張って言った。

「どう？　驚いた？　凄すごくパーティーっぽいでしょ？」

「いや、確かにパーティーっぽいんだけど……」

「それにしても助かったわ。正直、これをやるためだけにお金を借りた時は、どうやって返そうか悩なやんでたんだけど、臨時収入も入ったことだし、結果オーライよね」

「え、お金を借りたの？」

　どゆこと？　と頭頂に〝？〟マークを浮うかべながら、シオが呆ほうけていると、布の中に置いてあったらしき紙切れが、ひらひらと目の前に飛んできた。




『　請せい求きゆう書しよ　グラスタワー代　五〇万ドロル　』




「ご、五〇万ドロール!?」

　がーんっ、と白目でドン引きするシオに、マノンはてへぺろと舌を出しながら言った。

「えへ、結構かかちゃった♪」

「〝結構かかっちゃった♪〟じゃねえよ!?　借金増えまくりじゃねえか!?」

　鋭するどい突つっ込こみを入れるシオだが、当然のごとく、マノンは「あーもう、いちいちうるさいわね！」と逆ギレしてきた。

「とにかくもう用意しちゃったんだから、あんたも全力で楽しみなさいな！　というか、そもそも今日はあんたが主役でしょ！　さっさと上からお酒流しなさいよ！」

「え、なんで俺が責められてるの!?　てか、俺がやるの!?」

　再度シオがショックを受ける中、慌あわただしくも、彼の歓かん迎げい会かいは幕を開けたのだった。







　その後、歓迎会は楽しい雰ふん囲い気きのまま進み、話は例の像を手に入れた時のことへと移っていた。

「でも二層に巨きよ大だいファンガードウルフがいるなんて初めて聞いたわ。……はぐっ。まあ、あたしたちが行けるのなんて、せいぜい二層の初めくらいだし、ほとんど行ったこともないんだけど。……んぐっ。でもよく倒たおせたわね？　めちゃくちゃ大きいやつだったんでしょ？　……もぐもぐ」

　こんがり狐きつね色いろのチキンを頰ほお張ばって言うマノンに、アルスも「はい」とボウルのサラダを、自分のお皿に盛りつけながら頷く。

「たぶんこのお家よりも大きかったと思います。あ、シオさんもお野菜どうですか？」

「あ、うん。頼んでもいいかな？」

「はいっ」

「そんなにおおきかったの？　ざんねん。わたしもみてみたかった」

　アルスがシオの分のサラダを取り分ける中、シャニがはむっと両手で惣そう菜ざいパンを齧かじる。

　すると、彼女の口元についていた汚よごれを、フォーレムが布で拭ふきながら笑った。

「あらあら、でもそれだけ大きかったら、小さくて可愛かわいいシャニちゃんなんて、あっという間に食べられちゃうかもしれないわね？」

「うぅ、それはこわい。じゃあいくときは、シオといっしょにいく」

　さりげなく注意を促すという、この手て際ぎわのよさ。

　さすがは皆みんなのお母さん的存在である。

　シオが一人感心していると、何やらテトラが顔を紅潮させながら問うてきた。

「そ、それで、やはりその巨大モンスターも、例の〝ナイト化〟とやらで倒したのか？」

「はい。ただ一度目は、ほとんどこちらの攻こう撃げきが通じませんでした……。それでモンスターさんの反撃を受けてしまいまして……」

　あの時のことを思い出しているのか、暗い顔で俯うつむくアルスに、テトラは尋たずねる。

「ふむ、よくそのような状態で勝つことが出来たな？　何か策を講じたのか？」

「あ、いえ、そういうわけではないのですが……」

　アルスとシオ以外の四人が小首を傾かしげる中、彼女はどこか恥はずかしそうに、しかしぐっと両手を胸の前で握にぎって言った。

「た、たぶんシオさんに──りょ、両方のお胸を触さわられたから強くなれたんです！」

「「「ぶーっ!?」」」「あらあら」「？」

　フォーレムとシャニ以外の三人が、同時に飯を噴ふき出す。

「き、貴様……っ」

「い、いや、誤解だって!?　あれはたまたまぶつかっただけだし!?」

「い、いいえ、そんなことはありません！　シオさんは私のお胸を、両手で優やさしく触ってくださいました！」

「「「──っ!?」」」「あらあら、まあまあ」「？」

　あ、アルース!?

　そこは否定しなくていいところだぞー!?

　ずーんっ、と白目で血の気が引く思いのシオだが、当のアルスは大おお真ま面じ目めのようで、自分の意見を曲げようとはしなかった。

「で、ですので、きっとシオさんにお胸を触られると、私たちはもっと強くなれるんだと思います！」

「「……」」

　──ちらっ。

「……」

　──すっ。

　マノンとテトラの軽けい蔑べつしきった視線から、シオは逃にげるように目を逸そらす。

　さっきまでの楽しい雰囲気はどこへやら、完全に重罪人を裁く法ほう廷てい状態である。

　これどうすんだよ……、とシオの意識が虚きよ無むの彼方かなたに消えかけていると、マノンがやれやれと嘆たん息そくしながら口を開いた。

「まあでも、そういう話は聞かなくもないわ」

「えっ？」

「な、何を言っている、マノン!?」

　眉まゆを八の字にして声を荒あららげるテトラに、マノンは落ち着くよう促す。

「とりあえず聞きなさいな。あんただって、一度くらいは耳にしたことがあるでしょ？　遥はるか昔にいたっていう伝説の魔ま王おう──〝マスターゼノンズアタラクシア〟を倒した、二人の勇者のお話。あれも互たがいの絆きずなの強さで生まれた力が、魔王を上回った的なやつだったじゃない」

「た、確かにそうだが、しかしあれはおとぎ話のようなものだろう!?　今回のこととは、まったくの別物だ!?　だ、大体、男に胸を触らせるなど……」

　もごもごとテトラが恥ずかしそうに口ごもる中、マノンはシオの方を向いて問う。

「確か《オールラウンダー》だったかしら？　それはあたしたちモン娘むすに騎き乗じようして、一体化するスキルなのよね？」

「まあ、そんなところだろうな」

「ってことは、やっぱり両者の〝結びつき〟が大事だと思うのよね。で、たぶん胸を触ったことで、図はからずもお互いを意識することになったから、二度目のナイト化がパワーアップしたんじゃないかしら？　ほら、初めて会った時だって、触ってナイト化したら、勝ってたらしいじゃない？」

「いや、まあそうなんだけどさ……」

　案外賢かしこいマノンに少々驚おどろくシオだが、確かに互いの結びつき──つまりは〝絆〟が重要なのだとしたら、あの不自然なパワーアップも、一応の説明がつく。

　しかし実際にやったのは、単におっぱいを揉もんだだけという……。

　罪悪感で顔を引き攣らせるシオのことなど気にも留めず、マノンは続ける。

「まあ、所しよ詮せんは仮説にしかすぎないから、本当のところは分からないけどね。でもとりあえず胸を揉んだだけで、ファンガードウルフのでっかいやつを倒せたっていうのは事実なんだし、互いの結びつきが重要というのはあきらかでしょう」

　なので！　とマノンは声を張り上げ、ずびっと女子たちを指差してこう告げた。

「それを証明するためにも、あんたたちには、とにかくシオと仲良くなって貰もらうわ！　そのためだったら、多少えっちなことをしても構わないから！」

「んなっ!?」「は、はいっ」「ん、わかった」「ふふ、分かりましたわ」

「いやいや……」

　絆を深めるだけなら、別に後半は必要ないのでは……？

　やっぱりアホなんじゃ……、と頭痛がしそうになるシオだが、そう思っていたのは、もちろん真面目なテトラも同じだったようで、彼女は一人マノンに対して抗こう議ぎの声を上げた。

「ちょ、ちょっと待て、マノン!?　〝多少えっちなことをしても構わない〟とはどういうことだ!?」

「どうもこうも言葉通りの意味よ。あ、でも最後までしちゃダメよ？　うちに赤あかん坊ぼうを育てられるような余よ裕ゆうはないし」

「え、いや、あ、赤ん坊って……」

　かあっとテトラの顔が一いつ瞬しゆんで茹ゆで上がる中、残りの三人は意外にも乗り気のようで、何やら女子トークに花を咲さかせていた。

「と、ところで、〝多少えっちなこと〟というのは、一体どのようなことを言うのでしょうか？」

「あらあら、どうしましょう。じゃあまずは、男の子の身体からだの仕組みを知るところから始めましょうか」

「は、はい、お願いしますっ」

「ん、わたしもしりたい」

　こらこら、やめなさい。

　とくにシャニはまだ早すぎるだろ。

　はあ……、とシオが小さな息を吐はいていると、当のシャニが、じっと彼を見つめていることに気がついた。

「うん？　どうした？」

「ん、シオのおひざのうえ、のりたい」

「お、おう、そうか。ほら、どうぞ」

「ありがと」

　ぽむっ、と膝ひざの上に乗ってきたシャニは、まるでぬいぐるみのようにふわふわだった。

　とりあえず頭を撫なでてやると、彼女は気持ちよさそうに頰ほおを染めた後、

「シオ、すき」

　ぎゅっとシオの身体に抱だきついてきたではないか。

「おう、ありがとな」

　随ずい分ぶん懐なつかれたものだと口元を和やわらげていたシオだったが、そうは思えない者もいたようで、〝彼女〟はわなわなと驚きよう愕がくの眼まな差ざしを彼に向けながら言った。

「な、何をしているのだ、貴様は!?」

　もちろんテトラである。

「いや、シャニちゃんが座りたがってたんでな」

「ん。シオ、あったかい」

「おう」

　ぬくぬくしているシャニを、ムツゴロウスキンシップで愛めでてやると、彼女は一層夢心地に浸ひたってしまったようだった。

「や、やめんか、貴様!?」

　しかしテトラは、なんとかシャニを奪だつ還かんすべく、彼女に目線の高さを合わせ、不器用な笑え顔がおで手を差し伸のべた。

「ほ、ほら、シャニ。そこは危ないからこっちに来るんだ。お、お前の好きな、お、おっぱい枕まくらもあるぞ？」

　たゆゆんっ、と卑ひ怯きようにもおっぱい枕で釣つろうとするテトラだが、シャニはちらりと彼女を一いち瞥べつした後、

「や。こっちがいい」

「うなあっ!?」

　ばっさりとお断りを申し上げられてしまったのだった。

「そ、そんな……。私よりもこんな変態の方がいいというのか……」

　と、しょんぼりするテトラに苦笑いを浮うかべつつ、アルスが「あ、シオさん」と思いついたように言ってきた。

「明日は私もお店がありますので、明後日あさつてか明々後日しあさつてのお話になるのですが、実はお店がイベント前の改装でお休みでして、是ぜ非ひクエストをご一いつ緒しよ出来たら嬉うれしいなとっ」

「あ、うん。それは構わないんだけど、なんのクエストを受けるんだ？」

「そうですね、あまり危険じゃないものがいいとは思うんですけど、で、でも本当にお胸を触られると強くなれるのかを、試ためせるものがいいと思いますっ」

「……はっ？」

　ぐっと両手を胸の前で握るアルスに、シオの目が思わず点になる。

　すると、案の定テトラが感情を剝むき出しにして、声を張り上げてきた。

「そ、そんなの絶対ダメに決まっているだろう!?　だ、大体、キスはおろか、胸を触るのだって、ここ二日連続でされているのだぞ!?　こいつとまた二人きりになったら、それこそ何をされるか知れたものではないだろうが!?」

「で、ですが……」

「どうしてもと言うのであれば、そのときは私も一緒に行く！　これ以上、お前がこいつの毒どく牙がにかかることなど、絶対に認めるわけにはいかんのだからな！」

「いや、俺別に毒牙にかけたことなんて、一度もないんだけど……」

「黙だまれ、この変態め！　とにかく！　私も一緒に行く！　分かったな！」

「……はあ」

　一体いつになったらテトラの誤解は解けるのか。

　後日のクエストを前に、今から気が重くなるシオであった。







[image: 三章　クエスト日和]

　翌々日。

　ナイト化をパワーアップさせるためには、互いの結びつき──つまりは〝絆の強さ〟が重要なのではないかと仮説を立てたシオたちは、早さつ速そくこれを確かめるべく、ギルドでクエストを受けようとしていた。

　簡単なクエストであれば、互いに協力し合って信しん頼らい度どを高められる上、お金も稼かせげるので、一石二鳥だと考えたのだ。

　だがその前に、一昨日マノンが、二層に巨きよ大だいファンガードウルフがいるのは、初耳だと言っていたので、そこら辺の話を、シオたちは冒ぼう険けん者しや受付のパッフィーに尋たずねていた。

　ちなみに、今回はクエストの受注もあるので、アルスたちもギルド内に同行している。

「それはたぶん、〝ギガファンガードウルフ〟じゃないかしら？」

「「「ギガファンガードウルフ？」」」

　揃そろって小首を傾かしげるシオたちに、パッフィーは「ええ」と頷うなずいて続ける。

「なんらかの要因によって、ファンガードウルフが突とつ然ぜん変異した姿で、一〇層のボスモンスター──〝バインドロックエイプ〟に匹ひつ敵てきする強さを持つと言われているの」

「え、そんな強かったんですか!?」

　どうりで普ふ通つうのナイト化では、歯が立たなかったわけである。

「ええ、そう聞いているわ。でも倒たおしたのよね……？　しかもその子たちとだけで……」

「ま、まあ……はい」

「……まったくあなたには本当に驚かされるわ。確かにあなたはランク３だし、しっかりとパーティーを組めば、倒せない相手じゃないとは思うのだけれど、あれをほぼ単身で倒した冒険者なんて、私の知る限り初めてよ？　やっぱりあなたは、他の冒険者たちとは何かが違ちがうみたいね」

「い、いや、そんな……」

　ぽりぽりと恥はじらいを隠かくすように、シオが頰を搔かいていると、今の話を聞いていたらしい他の冒険者たちが、

「え、一人でギガファンガードウルフを倒した……？」

「はあっ!?　あんなの単身で倒せるやつなんているわけないだろ!?」

「おい、あいつ一体何者だよ!?」

　などなど、皆みな信じられないといった表情をしていた。

「えへへ、さすがはシオさんです♪」

　最中、嬉しそうに笑うアルスだが、やつを倒せたのは、別段シオだけの力ではない。

「いや、あれは俺と、そしてアルスが一生懸けん命めい頑がん張ばったからだよ」

「シオさん……」

　なので、シオは素す直なおにそう告げたのだが、

　──ずいっ。

「うおっ!?」「ひゃわっ!?」

　横からテトラが割り込んできて、アルスを庇かばうように抱だき締しめる。

　しかも。

　──じー。

　テトラからの視線が痛い。

　元々彼女からは敵視されていたが、ナイト化の強化に、多少えっちなことをしてもＯＫだという話が出たので、一層警けい戒かいされてしまったらしい。

　相当危ないやつだとでも思われているのだろう。

　だがまあ、彼女がそう思っているのであれば、普通に誠実な態度を示せばいいだけのことである。

　とりあえず何か適当にクエストを受けて、彼女の誤解が解けるよう、真面目にこれをクリアするしかあるまい。

　内心そう頷き、シオは一つ咳せき払ばらいをして、パッフィーにお礼を言う。

「と、とにかく教えてくれてありがとうございました」

「いいえ、構わないわ。また何かあったら、いつでも遠えん慮りよなく言ってちょうだい。あ、それと、もしかしたら少しレベルが上がってるかもしれないから、一応石せき盤ばんで確かく認にんしてね」

「はい、分かりました」

　というわけで、パッフィーのもとを去ったシオたちは、言われたとおり、石盤の間へと向かったのだが、

「え、ランク〝６〟……？　しかもレベル〝58〟って……」

　なんとランクが三つほど上がっている上、レベルが30以上も上がっており、《アガスティアリーフ》が六枚葉になっていた。

「す、凄すごいです、シオさん！　ランク６の冒険者さんなんて、この《ユグディアナ》でも数えるほどしかいなかったはずです！」

「え、そうなの……？　てか、俺まだ実質一回しかダンジョン行ってないんだけど……」

　困こん惑わくするシオに、テトラが深く息を吐いて言った。

「……お前、あいつらにいくら渡わたした？」

「何その疑ぎ惑わくの眼差し!?　てか、何も渡してねえよ……。そもそもお金を払はらったところで、この《アガスティアリーフ》ってのを、不正にいじくることなんて出来るのか？」

「いえ、そのようなお話は聞いたことがありませんが……」

「……ふむ。癪しやくだが、確かにアルスの言うとおりだ。何せ、《アガスティアリーフ》と石盤は、現代の技術では解明出来ない、古代魔ま術じゆつで作られているのだからな」

「じゃあ、マジでランク６になったのか？」

「まあ、普通はそう考えるのが妥だ当とうなのだが、しかしこの短期間でレベルとランクがこれほど上がるなど、通常ではあり得ん事こと柄がらだ」

「だよなぁ……」

　もしかしたら、何かのバグのようなものなのではないかと思い、シオたちは念のため、パッフィーにこの事実を告げたところ、

「れ、レベル58でランク６になったですって!?」

　彼女は両目が飛び出しそうなほど驚おどろいているようだった。

「え、あなた昨日までレベル25のランク３だったわよね!?」

「え、ええ、そうなんですけど……」

「ちょ、ちょっと待って……。状じよう況きようの整理が追いついていないわ……」

　あまりにも現実離ばなれした事実だったのか、顔を伏ふせてしまったパッフィーに、シオたちもどうしたものかと顔を見合わせていたのだが、




「──おう、すげえな、坊ぼう主ず！　おめえ、ランク３からランク６になったんだって？」




「えっ？」

　側そばで話を聞いていたらしい別の冒険者たちが、ぞろぞろと彼らの周りに集まってきた。

「そういや、さっきも一人でギガファンガードウルフを倒したって言ってたよな？」

「あ、いえ、正確には彼女に手伝って貰もらったんで、一人ってわけじゃないんですけど……」

　シオに目線を向けられたアルスが、ぺこりと冒険者たちに頭を下げる。

「そのなりは……もしかしてモン娘むすか？　ああ、確かマノンのところで世話になってる、物好きなやつがいるって話を聞いてたな。坊主がそうか」

「ええ、そうです。俺一人の力であれだけランクが上がるはずなんてないんで、たぶん彼女たちが一緒に頑張ってくれたおかげなんじゃないかなと」

「へえ、まさかモン娘にそんな力があるとはな。すげえじゃねえか」

　冒険者の男性に褒ほめられたアルスは、ぱあっと嬉しそうな顔で隣となりのテトラに話しかける。

「テトラさん、よかったですね！」

「ふん。まあな」

　だが人を毛け嫌ぎらいしているテトラは、まだ素直に喜べないようで、憮ぶ然ぜんとアルスから視線を逸そらしていた。

　こればかりは、今すぐどうにかなる問題ではないので、しばらく時間が必要であろう。

　ともあれ、その後パッフィーに《アガスティアリーフ》を調べて貰ったが、別段おかしな点は存在せず、とりあえず様子見ということで、シオたちは初めてのステータス更こう新しん（全すべての値を均等に上げた）をした後、当初の予定通り、クエスト掲けい示じ板ばんへと赴おもむいていた。

　掲示板には依い頼らい書しよがずらりと貼はられており、見た感じ、もっとも多いのは、装備類の素材にするための、モンスター討とう伐ばつであろうか。

　他には、上の階層へ行くための協力者要よう請せいや、ダンジョン内のアイテム採集、中には迷い猫ねこの捜そう索さくなどという、ほのぼのとしたものまであった。

「本当に色々な依頼があるんだな」

「そうですね。どれを受注しましょうか？」

「うーん、そうだなぁ……」

　掲示板を見上げつつ、シオは眉まゆ根ねを寄せる。

　何か信頼度が高められる上、それなりに報ほう酬しゆうもよく、テトラにも見直されるようなクエストはないものだろうか。

　むむむ、とシオが掲示板との一人睨にらめっこを続けていると、

「あ、これなんてどうでしょう？」

　ふとアルスが、何やら一枚の古びた依頼書を指差して言った。

「どれどれ……」

　促うながされるように、シオがこれを覗のぞくと、そこにはこう書かれていた。




『　求む　八層の水中神しん殿でん調査　』




「水中神殿調査？　って、八層!?」

　ぎょっと目を見開くシオだが、アルスは力強く頷いて言った。

「はい！　なんでも八層は、お水に囲まれた、お魚さんたちのエリアらしいのですが、水中に神殿のような遺い跡せきがありまして、今まで誰だれも調査に行った方がいらっしゃらないみたいなんです！」

「い、いや、確かにそれは調査のしがいがありそうなんだけど、でも俺たちはまだ二層までしか潜もぐったことがないんだぞ？」

「で、でも先ほど受付のパッフィーさんが、二層に現れたボスモンスターさんは、一〇層のボスモンスターさんと同じくらいの強さだと仰おつしやっていましたし、シオさんのランクもたくさん上がりましたので、きっとその遺跡まで辿たどり着けると思うんです！」

「いや、でもいきなり八層って……」

「大だい丈じよう夫ぶです！　シオさんがいらっしゃれば、絶対に行けます！　私、シオさんのことを信じていますから！」

「そ、そうか。それはその……ありがとな」

「はい！」

　無む邪じや気きに笑うアルスの姿に、シオもふっと口元を緩ゆるめていたのだが、

　──じー。

　またか。

　というか、今のはただ普通に話していただけだろうが。

　はあ……、と小さく嘆たん息そくしつつ、シオはアルスに尋たずねる。

「ところで、毎日大勢の冒ぼう険けん者しやたちが、八層を通ってると思うんだけど、なんで誰もその神殿に行ったことがないんだ？」

「た、確かに。何な故ぜでしょう……？」

　その疑問に答えたのは、今までジト目でシオの様子を窺うかがっていたテトラだった。

「ふむ、それは八層の攻こう略りやくに、その遺跡うんぬんが関係ない上、遺跡自体、かなり深いところにあるからだろう。現状、安全に潜れる手段も確立されてはいないからな。それならば、放置して上を目指した方が、何かと楽だという話だ」

「「なるほどー」」

　揃そろってぱちぱちと拍はく手しゆを送ると、テトラはやや顔を赤く染めながらそっぽを向いた。

「ふ、ふん、まあ私も聞いた話なので、本当かどうかは知らんがな」

「いや、たぶんそうなんだろうさ。ただまあ、俺たちだって、別に潜る手段を持ってるわけじゃないからな……」

　シオがそう否定的に考えていると、アルスはぐっと胸むな元もとで両手を握にぎりながら言った。

「だ、大丈夫です！　私は〝水〟の属性を持っていますから！」

「〝水〟の属性？」

「はい！　モンスターさんには、それぞれ属性が存在するのですが、私のお母さん──アルティメットクイーンスライムは、水属性のモンスターさんなんです！　私も小さい頃ころは、よくお母さんの上に乗って、湖の上をぷかぷか浮ういていましたし！」

「え、それどういう状況……？」

　アルスの言葉に、思わずシオは呆ほうける。

　だが確かにアルスが水属性だというのならば、水のあるエリアは相あい性しようがいいのだろう。

　未み踏とうの八層をこれだけ勧すすめてくるのも、水に強いという自信の表れなのかもしれない。

「つまりナイト化して、アルティメットクイーンスライムの力を発揮することが出来れば、たとえ水深の深い場所でも、なんとかなるかもしれないってことだな？」

「はい、そのとおりです！」

　こくり、と確信をもって頷うなずくアルスだが、テトラは問題点を指し摘てきしてくる。

「ふむ、しかしそう上手うまくいくものだろうか？　この依頼書を見る限り、依頼先はギルドだ。ということは、他のパーティーの力を借りず、基本的には自力で八層まで行かねばならん。いくらランクが上がったとはいえ、二層でさえ、お前たちが一度敗れたというボスモンスターがいたのだ。それが八層となると──」

「た、たくさんえっちなことをしないといけませんね！」

「「……」」

　違ちがう、そうじゃない。

　両目を〝[image: かおもじ]〟にして、何やら勢い込むアルスに、シオたちは揃って白目をむく。

　しかしアルスは大おお真ま面じ目めのようで、決意を秘ひめた眼まな差ざしをシオに向けて言った。

「わ、私、頑張ります！　ですから、いっぱいえっちなことをしてください！」

「……おい」

「いや、これは俺のせいじゃないだろ!?」

　軽けい蔑べつの眼差しで自身の身体からだを抱だくテトラに、シオは精せい一いつ杯ぱいの弁解をする。

　だがテトラのジト目は収まる気配を見せず、彼女はアルスを連れ、すーっとシオから距きよ離りをとっていったのだった。







「──で、猫の捜索だけして帰ってきたと？」

「いや、報酬はめちゃくちゃよかったんだけど、テトラが許してくれなくてな……」

「ふん。当然だ」

　帰宅後、自宅のソファーでごろごろしていたマノンに、シオたちは状況の報告をする。

　シオが言ったとおり、水中神殿のクエストに関しては、アルスがたくさんえっちなことをすると言い出したこともあってか、テトラが断固拒きよ否ひ姿勢を見せ、結局、迷い猫の捜索クエストをこなして帰ってきたのである。

「っていうか、ランク６なら八層なんて余よ裕ゆうなんだし、絶対それやるべきでしょ！　なんで猫と戯たわむれて満足しちゃってるのよ！」

「い、いや、しかしそれだとアルスの身に危険があるし、そもそも我らは二層までしか行ったことが──」

「ならあんたかシャニがナイト化して、普ふ通つうに創世樹の外から飛んでいけばいいでしょ！」

　え、外から飛んでいけるの……？　と困こん惑わくしたようにシオたちが顔を見合わせていると、マノンはナイスアイディアとばかりに、テンション高めで続けた。

「そうよ！　外から飛んでいけばいいのよ！　それならあのうざったいダンジョンも通らなくていいし、モンスターや罠わなの被ひ害がいにだって遭あわなくて済むわ！　大体、どんなに順調に進んでも、八層まで数日はかかるんだし、その分をショートカット出来るっていうのなら、日帰りで八層どころか、さらに上のエリアまで行くことだって夢じゃないじゃない！　さすがあたし！　冴さえてるぅ！　というわけで、あんた、ちょっと飛びなさいな！」

「ええっ!?」

　理り不ふ尽じん極きわまりないご指名を受けたテトラだが、マノンはすでに外から行く気満々のようで、ぐっと拳こぶしを握りながら、期待の言葉をテトラに送る。

「頼たのんだわよ、テトラ！　あたしたちの名が広まるかどうかは、全部あんたに懸かかってるわ！　レッツスカイダイブ！」

　おい、それは上から下に飛ぶやつだぞ。

「し、しかし私は……」

「大丈夫よ。あんたなら出来るわ。でもどうしてもあんたが無理だと言うのなら──」

　すっとマノンが横から取り出したのは、寝ね惚ぼけ眼まなこのまま、ビスケットをもぐもぐしているシャニだった。

「彼女に飛んで貰もらうことになるわ」

「ぐ、ぐぬぬぬぬっ!?」「？」

　いや、まずシャニをどこから取り出した。

　シオが胡う乱ろんな瞳ひとみを向ける中、テトラは頭を抱かかえて葛かつ藤とうする。

「だ、ダメだ!?　こんな幼子の唇くちびるを、今一度この変態に奪うばわせるなど、私には出来ん!?」

「おい、どさくさに紛まぎれて人をディスるな」

　わたしはかまわないよ？　と小首を傾かしげるシャニのことは絶賛放置し、マノンはテトラの肩かたにぽんっと手を置いて微笑ほほえむ。

「なら、分かるわね？」

「くっ……」

　状じよう況きようが完全に薄うすい本みたいな感じになっているのは、果たしてシオの気のせいだろうか。

　というか、むしろ今一番飛ぶべきなのは、他でもないマノン自身なのではなかろうか。

　もちろんやつが飛ぶ時は、ご希望のスカイダイブ形式だけどな。

　などとシオがジト目で考えていると、ついにテトラの方が折れたらしい。

　彼女は恥ち辱じよくに満ちた顔で、キッとシオを睨みつけながらこう言い放った。

「くっ、たとえどんな辱はずかしめを受けても、私は決して屈くつしないからな!?」

　え、なんで俺が悪いっぽい流れなの？

　てか、何そのくっころされそうな台詞せりふ。

「さあ、早く私にいやらしいことをしろ！」

　やっぱこの子、アホの子だわ……。







　とりあえずテトラにいやらしいことをするかどうかはさておき。

　マノンの言った、創世樹の外側から上の階層へ行ってみるというのは、ショートカット的な意味合いでも、意外と理に適かなっているような気がしたシオは、テトラとナイト化して、試ためしに飛んでみようと考えたのだが、

「ちょ、ちょっと待ってくれ!?」

　当の本人からストップがかかってしまった。

　というのも、

「そ、そういうことは、やはりまず互たがいに文ふみを交かわしたりするところから、始めるべきだと思うんだ！」

　どうやら彼女、こういうことに関しては、かなりの奥手らしい。

　まさか今時、文通から始めようとする女の子がいようとは……。

　いや、むしろこの世界では普通なのだろうか。

　と、そんなことを考えていたシオだったが、

「あーもう！　何をぐちぐち言ってんのよ！　あんたもモン娘むすなら、さっさと覚かく悟ごを決めて、キスの一つくらいちゃっちゃとしちゃいなさいよ！」

「な、なななっ!?」

　短気なマノンが早々に痺しびれを切らしたらしく、そう声を張り上げてきて、単にテトラが奥手なだけだったことを思い知らされていた。

「し、しかしそういうことには、ムードというものがあってだな……」

「じゃあデートしなさいよ、デート！　あたし、知ってるんだからね！　あんたがこの本を読みながら、『……はあ、私もこんなキスがしてみたい……ぽっ』とかうっとり顔で言ってたことを！」

「うわああああああああああああっ!?　何な故ぜお前がそれをおおおおおおおおおおおっ!?」

　錯さく乱らんするテトラにマノンが見せつけていたのは、何やらメルヘンな感じの表紙をした、一冊の本だった。

　恐おそらくは恋れん愛あい小説のようなものなのであろう。

「とにかく！　もう決定しちゃったんだから、文句は言いっこなし！」

　酷ひどい理不尽を見た気がするが、マノンは気にせず話を続ける。

「場所は……そうね、ダンジョンの一層でキノコ狩がりなんていいんじゃないかしら？　薄うす暗ぐらいし、そういうことにはうってつけの場所でしょ。というわけで、あんたたちには、これからダンジョンに行って、一層のどこかに生えてる《マママッツキノコ》を採ってきて貰うから」

「《マママッツキノコ》……？」

　なんか面おも白しろい名前だな。

「ええ、そうよ。なんだか今日は美味おいしいキノコを食べたい気分なの。だから頼んだわよ（ぐっ）」

　いや、〝ぐっ〟じゃねえよ。

「それデートうんぬん以前に、ただのおつかいじゃねえか!?」

「だって今日はキノコの気分なんだも～ん」

　まったく悪びれず、ぷくぅと頰ほおを膨ふくらませるマノンに、シオがすこぶるメンチを切っていると、今まで台所にいたらしいフォーレムが、エプロンで手を拭ふきながら現れた。

「あらあら、おつかいに行ってくれるの？　ありがとう、それは助かるわ。はい、じゃあ採ったキノコは、これに入れてちょうだいね」

「え、いや、あの……」

　とんとん拍びよう子しに、笑顔のフォーレムから、竹のようなもので編み込まれた背負いかごを渡わたされ、シオは呆ぼう然ぜんと佇たたずむ。

「よもや人生初のデートがお前と、しかも夕食のキノコ集めなんてな……」

「まあそう言ってくれるなよ……」

　ぐすっと涙なみだぐむテトラとともに、いつの間にやらシオは、デートという名のキノコ狩りへと、向かうことになってしまったのだった。




　　　　◇




　というわけで、不本意ながらもシオたちは、《オルディンズトール》へと赴おもむいていた。

　これで彼女が覚悟を決められるのかどうかは、正直、怪あやしいところだが、それでも協力して何かを成し遂とげるという行こう為い自体は、仲間としてやっていく上で大切なことである。

　なので、とりあえずおつかいを完かん遂すいすべく、二人は他の冒ぼう険けん者しやたちに交じり、ダンジョンの一層を、奥へ奥へと進んでいた。

　一層は以前来た時同様、木の中のようなエリアであり、きちんと探たん索さくすれば、薬草や苔こけ類、木の実やキノコといったものが、数多く採れるらしい。

「薬代も馬ば鹿かにはならんからな。ちょっとした体調不良程度ならば、ここら辺で採れる薬草類で十分だろう」

「へえ、詳くわしいんだな」

「ああ。こういうのも節約術だからな」

　そう言いつつ、テトラは薬草類を採集する。

　目的は《マママッツキノコ》なのだが、採れる時に採っておきたいらしい。

「確かにお前のおかげで、少しは稼かせぎもよくなってきたが、それでもマノンの抱える借金は多いからな。出来るだけ出費は抑おさえるに越こしたことはないだろうさ」

「だな。なら俺も手伝うよ」

「……好きにしろ」

　互いに薬草の前にしゃがみ込み、これを摘つんではかごの中に詰つめていく。

　少し離はなれた場所には、他の冒険者たちの姿もあり、シオたち同様、薬草類の採集を行っているようだった。

　と。

　──すささっ。

「……」

　背後に何者かの気配を感じた。

　それも二つほど。

　はあ……、と小さく嘆たん息そくし、シオがジト目で振ふり返ると、

（──ひゃわっ!?）

　木の幹からそろりと顔を出していたアルスが、驚おどろいたように姿を隠かくした。

（ちょっと何してんのよ！　バレたらちゅーしてるとこ見られなくなるでしょ!?）

（ご、ごめんなさいです……）

　いや、何してんだよ、お前らは……。

　しかもばればれだし……。

「どうした？」

「あ、いや、なんでもない」

　ただテトラは気づいていないらしい。

　あれだけあからさまな尾び行こうもないとは思うのだが、放ほうっておいても害はないだろうし、まあ好きにさせておくとしよう。

　ところで、とシオはふと疑問に思ったことをテトラに問う。

「あいつらとは長いのか？」

「うん？　まあな。私はフォーレムの次に古参だからな」

　手を動かしながらそう答えるテトラに、シオはなるほどと頷うなずきつつ、続けて尋たずねる。

「じゃあアルスとシャニちゃんはお前のあとに？」

「ああ。私の次にシャニが来て、アルスが来たのは、つい一年ほど前のことだな」

「そうだったのか。やっぱり皆みんな、人間に住処すみかを追われたとか、そういう感じなのか？」

　シオの問いに、テトラは複雑そうな顔で頷いた。

「まあ……そうだな。というより、私にしてもそうだが、人とモンスターの争いに巻き込まれるケースが多いと思う」

「巻き込まれる？」

「ああ。皆が皆、我らの親のように、種族の垣かき根ねを越えられるわけではないからな。基本的には警けい戒かい、または敵対し合っているし、たとえ不ふ干かん渉しようを誓ちかい合いながら暮らしていたとしても、ちょっとしたことが原因で、すぐ争いに発展してしまうんだ。そうなった場合、当然、真っ先に互いの種族から疑いの目を向けられるのは、我らの親だ。私たちモン娘は、そうやって親を亡なくしていくことが多いのさ」

「そっか……。なんかすまん……」

　そんなつもりはなかったのだが、嫌いやな記き憶おくを思い出させてしまったと、シオは謝罪する。

「いや、別にお前が気にする必要はない。そのおかげと言ってはなんだが、こうして他のやつらにも会えたからな。ところで、何故マノンがここまで多額の借金を背負っていると思う？」

「え、無む駄だ遣づかいじゃないのか？」

　シオの返答に、テトラはゆっくりと首を横に振って言った。

「あいつはな、身を削けずって私たちを、奴ど隷れい商から買いとってくれたんだよ」

「えっ……」

　啞あ然ぜんとするシオに、彼女は続ける。

「もちろん奴隷売買は禁止されているゆえ、裏のルートではあるのだが、モン娘の相場は、純潔で大体一人一〇〇〇万ドロル前後だからな。四人で四〇〇〇万ドロルと、皆の住む家の代金諸もろ々もろを合わせて、計五〇〇〇万ドロル。最近はさらに増えてしまったが、それでもあいつの借金は、全すべて私たちのために負ったものだ」

「そう、だったのか……。そういえば、お前にとってマノンは、〝命の恩人〟だって言ってたもんな……。あいつ、本当は凄すごいやつだったんだな……」

　そんな素そ振ぶりを一ミリも見せないから、ただの我が儘ままなやつだとばかり思っていたのだが、まさかそのような事情があったとは……。

「ああ、そのとおりだ。だから私は、少しでもあいつの──いや、皆の力になれるよう、今まで一生懸けん命めい努めてきた。そしてそれはこれからも変わることはない。《マノンの家》のモン娘たちだけが、私にとっての家族だからだ」

「家族……」

「そうだ。ゆえに、私はお前を認めるわけにはいかない。人間、というのも一つの理由ではあるが、何よりお前は〝男〟だ。例の奴隷商も含ふくめ、店の客にしてもそうだが、男というものは、女を性の対象としか見ていないやつらばかりだからな」

「いや、それはさすがに偏へん見けんだと思うんだが……」

　ジト目で突つっ込こみを入れるも、テトラはどこ吹ふく風で、「さあ、どうだかな？」と完全に疑いの眼まな差ざしだった。

「ただ唯ゆい一いつ悔くやまれることと言えば、私自身に力がないことだろうな……。私にもっと力があれば、皆を外敵から守り、マノンの借金だって、もっと効率よく返してやれるというのに……」

　ふう……、と残念そうにため息を吐つくテトラに、シオは「なら」と告げた。

「俺と一いつ緒しよに強くなろうぜ」

「えっ？」

　テトラが呆ほうける中、シオは続ける。

「お前は強くなりたいんだろ？　俺もこの世界でどうすればいいのか、きちんとした目的はないけど、でも生きていくのにお金は必要だからな。だから力を合わせて、一緒に強くなろうぜ？　まあ、お前が俺のことを、男とか関係なく嫌きらいだって言うのなら、それはもうしょうがないんだけどさ……」

「い、いや、さすがにそこまでは言ってないのだが……。というか、そ、それはつまり、い、〝いやらしいことをする〟ということだろう!?」

　真っ赤な顔で反論するテトラを、シオは宥なだめながら言う。

「お、落ち着けって。俺たちが立てた仮説は、〝互たがいの結びつきが強いほど力が増す〟って話だっただろ？　確かにえっちなことをすれば、嫌でも互いを意識するだろうけど、でも単に絆きずなを深めるだけなら、別にえっちなことは必要ないと思うんだよ」

「そ、それは確かにそうなのだが……」

「だからさ、普ふ通つうに俺たちが仲良くなれば、お前は強くなれるんじゃないかな？」

「そ、そう、なのか……？」

　上目づかいで問うテトラが、なんだか妙みように可愛かわいくて、シオは思わず目を逸そらしてしまう。

「お、おう、たぶんな。だからその、なんだ……少しずつでいいからさ、仲良くしてくれると嬉うれしいなって……」

　シオが辿たど々たどしくそう伝えると、テトラは無言でこちらに視線を向けたり、逸らしたりを繰くり返した後、

「……分かった。善処する……」

　と、頰ほおに朱しゆを散らしながら、呟つぶやくように頷いたのだった。

「だ、だが勘かん違ちがいするなよ!?　お前は男だが、そ、そんなに悪いやつじゃなさそうだから、仕方なく協力してやるのだ！　分かったな!?」

「そ、そうか。それは……うん。ありがとな」

　そうして二人の間に、なんとも言えない空気が漂ただようこと数秒ほど。

　テトラが赤い顔で腰こしを上げ、一つ咳せき払ばらいをして言った。

「……げ、げふんっ。よ、よし、とりあえず薬草はこの辺でいいだろう。ではもう少し奥に行くぞ。知ってのとおり、ここを右に行くとゲートの広間に出るが、キノコ狙ねらいならば、左のじめじめした場所が好ましいからな」

「あ、ああ、了りよう解かいだ」

　頷き、シオもテトラのあとに続こうとしたのだが、




「──あれ？　お前は確か、《ユグディラ》のモン娘むすだったよな？」




「「うん？」」

　ふいに何者かに呼ばれ、二人は揃そろって足を止める。

　誰だれかと思えば、以前《ユグディラ》で、テトラのスカートを捲まくり上げた冒ぼう険けん者しやだった。

　仲間連れでゲートの方から歩いてきたところを見る限り、二層から下りてきたのだろう。

　最悪のタイミングだ。

「……行くぞ」

　だがテトラは、彼らの相手をせず、先を急ごうとする。

「おい、待てよ。いつものご挨あい拶さつはどうした？　ほら、『いらっしゃいませ、ご主人さま～♪』ってやつだよ。ここにご主人さまがいるんだぞ？」

　萌もえ萌えキュンの時点で分かってはいたのだが、やはりあの店では、モン娘たちにメイド喫きつ茶さのような接客をさせているらしい。

　スカート丈たけもかなり短かったし、それが雇やとって貰もらう条件だったのかもしれない。

　ともあれ、そう言われたテトラは、ぐっと拳こぶしを握にぎりつつも、努めて冷静に答えた。

「あれは店の中でのみのことだ。そういう対応を求めるのなら、営業中に来ればいい」

「はっ、面おも白しろくねえ。大体、こんなところで何してるんだよ？　まさかダンジョンの攻こう略りやくなんて言わねえよな？　万年最低レベルのお前たちモン娘に出来ることなんて、せいぜい客に媚こびることくらいだろうが」

「……っ」

　そこでシオのことを一いち瞥べつした男性は、にやりといやらしそうに笑って続けた。

「ああ、なるほど。そういうことか。いや、悪かった。今まさに〝接客〟の最中だったってわけだ。そうだよな。モン娘の利点なんて、〝メス〟だってことくらいだもんな」

「──っ!?」

　さすがに頭に来たのだろう。

　テトラは憤ふん怒ぬに満ちた表情で、男性に手を上げようとしたのだが、

「──ぐあっ!?」

「えっ？」

　その前に男性が悲鳴を上げた。

　シオがかごの中から、土つきの薬草をぶっかけてやったからだ。

「な、何しやがる、てめえ!?」

　当然、怒ど髪はつ、天を衝つく様子で声を荒あららげる男性に、シオもまた負けじと声を張り上げて言った。

「うるせえ！　さっきから聞いてりゃ好き勝手言いやがって！　大体、こいつは男と付き合うのだって、文通から始めようとするようなやつなんだぞ！」

「うなあっ!?」

　ぼんっ、とテトラの顔が一いつ瞬しゆんで茹ゆで上がるが、シオは気にせず続ける。

「そんな奥手でうぶなやつが、男相手にえっちぃ接客なんて出来て堪たまるか！　適当なこと言ってんじゃねえよ！」

「お前……」

　テトラが驚おどろいたように佇たたずむ中、男性は憤いきどおりのこもった視線をギッとシオに向ける。

「てめえ、ランク３の俺にこんなことをして、ただで済むとでも思ってんのか!?」

　とは言われたものの、シオはすでにランク６である。

　アルスもランク６は数えるほどしかいないと言っていたし、もしかしたら、この世界ではランク３でも、かなり凄い方なのかもしれない。

「んなこと知るか、このハゲっ！」

　──びきっ。

「殺すっ！　てめえは今この場で殺してやるっ！」

「上等だ、この野や郎ろうっ！　三人まとめてかかってこいやっ！」

　両手に薬草を握り、シオは荒ぶる鷹たかのようなファイティングポーズをとる。

「お、おい、シオ!?」

「いいから下がってろ！　あと、危ないからお前は絶対に手を出すんじゃないぞ！」

「あ、うん……」

　正直、喧けん嘩かなどしたことがないので、勝てるかどうかは分からないが、男の子には、たとえ負けると分かっていても、戦わねばならん時があるのだ。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」

　そうしてシオは、雄お叫たけびとともに大地を蹴けり、冒険者たちのもとへと特とつ攻こうしていったのだった。




　　　　◇




「ふえぇ～!?　ご無事で何よりですぅ～!?」

　両目を〝[image: かおもじ]〟にして、シオの身を案じてくれるのは、もちろんアルスだ。

　あれからボコられるのを覚かく悟ごで、一人やつらに立ち向かったシオだったが、なんと驚いたことに、全員をワンパンでのしてしまったのである。

　あまりに予想外の展開に、シオも「え、どゆこと……？」という感じだったのだが、よくよく考えてみれば、レベル20台と50台が戦ったのだから、そりゃ後者の方が勝つだろう。

　しかしランクやレベルに関しては、てっきり《アガスティアリーフ》のバグかと思っていたのだが、こうして実際に勝てた以上、どうやら正常に機能しているらしい。

　となると、二層で子狼Ａに後おくれをとったのは、ステータスに一つも経験値を振ふり分けていなかったからであろうか。

　今回は前回の分と合わせ、きちんと経験値を全部振り分け済みだし。

　ともあれ、途と中ちゆうでマノンが警備兵たちを呼んできてくれたこともあってか、なんとかテトラともども、シオは無傷で生せい還かんすることが出来ていた。

「え、えっと、心配かけてごめんな？　でも俺は大だい丈じよう夫ぶだからさ」

「うぅ、よかったですぅ～……」

　シオに宥なだめられ、アルスがじゅるじゅると洟はなをすすっていると、警備兵たちに事情を話し終えたらしいマノンが、疲つかれたように嘆たん息そくしながら、こちらへと戻もどってきた。

「やれやれ、やっと終わったわ」

「おう、お疲れ」

「ええ、ありがとう。それで結論から言うと、あいつらに関しては、当人同士で解決して貰うしかないとのことよ。これが人間同士だったら、すぐに対応するくせにね」

　ふんっ、と不満そうに腕うでを組むマノンに、シオは改めてお礼を言う。

「まあ仕方ないさ。それよりありがとな。おかげで助かったぜ」

「どういたしまして。でもあの状じよう況きようじゃ、別に必要なかった気もするけどね」

　マノンが肩かたを竦すくめていると、テトラが不思議そうに問うた。

「しかし何な故ぜお前たちがここに？」

「あ、それはですね、マノンさんがお二人のキス──」

　──がばっ。

「も、もちろんキノコ狩がりを手伝いに来たに決まってるじゃない！　ねえ、アルス!?」

「？」

　いきなり後ろからマノンに羽は交がい締じめにされたアルスは、口をもごもごさせつつ、頭頂に〝？〟マークを浮うかべていた。

「そうだったのか。それは見苦しいところを見せたな」

　絶対にいかがわしい目的でついてきたであろうマノンだが、テトラは彼女の言葉を信じたようだ。

　なんというか、素す直なおな子である。

「ならばさっさとキノコを回収して帰ろう。予想以上に時間を食ってしまったしな」

「そ、そうね！　ほ、ほら、行くわよ、アルス！　《マママッツキノコ》があたしたちを待ってるわ！」

「あ、待ってください～!?」

　足早に先頭を行くマノンにアルスも続き、シオもテトラとともに、二人のあとを追う。

　最中、テトラはどこかよそよそしい感じで、シオに声をかけてきた。

「その、なんだ……一応礼を言っておく」

「うん？　なんのことだ？」

　しかしシオには礼を言われるようなことをした覚えはなく、小首を傾かしげる。

　すると、テトラは頰を桜色に染めながら、恥はずかしそうに声を張り上げてきた。

「だ、だから！　私の代わりに怒おこってくれただろう!?　それに対しての礼だ！」

「ああ……」

　だがあれは、シオが勝手に腹を立てただけのことである。

　なので、別段礼を言われるようなことではないとテトラに告げたところ、彼女は相変わらず顔を赤くしたまま、「そ、それでもだ！」と続けた。

「とにかく礼は言っておく！　私のために怒ってくれて嬉うれしかった！　感謝する！」

「お、おう。どういたしまして……」

「ま、まあそれだけだ！」

　そのままぷいっとそっぽを向いてしまったテトラの姿に、シオの口元も、自然と綻ほころんでいたのだった。







　その夜。

《マママッツキノコ》をかごいっぱい持ち帰ったシオたちは、ぐつぐつと煮にえたぎる鍋なべを前にし、全員で食しよく卓たくに着いていた。

　テーブルの上には、キノコ鍋のほか、キノコのバター炒いためにキノコご飯と、とにかく新しん鮮せんなキノコがふんだんに使われた料理類が並べられており、全員よだれがこぼれ落ちそうになっていた。

「ふふ、じゃあいただきましょうか。はい、いただきまーす」

『いただきまーす』

　フォーレムに続き、シオたちもきちんと手を合わせ、食前の挨拶をする。

　楽しい夕食の始まりだ。

「……もぐもぐ。ごはんおいしい」

　まるでハムスターのように両りよう頰ほおを膨ふくらませるシャニの横で、テトラもバター炒めに舌した鼓つづみを打つ。

「うむ。食材自身の味もあるが、さすがはフォーレムだ」

「あらあら、褒ほめても何も出ないわよ？」

　頰に手を添そえ、ほんわかと微笑ほほえむフォーレムに、シオも称しよう賛さんの言葉を送る。

「いや、でも本当に美味しいです。鍋だってシンプルな味つけなのに、さっきからおかわりが止まらないですし」

　ずずず、とスープを堪たん能のうするシオに、フォーレムも嬉しそうだった。

「うふふ、そう言ってくれると作りがいがあるわ。今度はシオくんの好きなものも用意してみるから、遠えん慮りよなく言ってね」

「はい、是ぜ非ひ！」

　頷うなずき、シオはキノコご飯を口いっぱいに頰ほお張ばる。

　美味い。美味すぎる。

　キノコってこんなに美味かったんだなぁ……、と幸せを感じているシオに、何故かマノンがドヤ顔で言った。

「ふふん、存分に感謝しなさい。あたしが言い出さなかったら、あんたは一生この味にありつくことが出来なかったんだからね」

「いや、そうかもしれんけど、そんなに威い張ばるようなことじゃないだろ……」

　ジト目で突つっ込こみを入れるシオだが、当然、マノンはどこ吹ふく風だった。

「というか、そんなことよりクエストよ、クエスト！　どうなの？　いい感じのナイト化は出来そう？」

　問われたのはテトラだ。

　ナイト化にあまり乗り気でない以上、いつもの彼女なら、真っ赤な顔で否定するところなのだが、

「ま、まあ……うむ。少し時間を貰もらえれば、なんとか出来ると思う……」

　と、珍めずらしく肯こう定てい的な返事をし、シオも少々驚く。

「お、おい、別に無理をしなくてもいいんだぞ？」

「む、無理などしていない！　ただ私も、否定するだけではダメだと思っただけで……。と、とにかくあとで少し付き合え！　分かったな!?」

「あ、ああ。まあ、それは構わないんだけど……」

　シオが頷くと、テトラは「助かる……」と小さな声でお礼を言った。

　が。

「え、どういう心境の変化？　もしかしてあんた……」

　マノンがにやにやしながらテトラを見つめる。

　どうやら彼女の辞書には、デリカシーという文字が存在しないらしい。

「ち、違ちがっ!?　そ、そんなことあるはずないだろう!?」

「さあ、どうかしらねえ？　あんたみたいなタイプが、意外と惚ほれっぽかったりするし」

「だ、だから違うと言ってるだろう!?　い、いい加減付き合ってられん！　私は先に湯ゆ浴あみをしてくる！」

　ふんっ、と鼻息荒あらく浴室へと向かうテトラの背を、フォーレムがあらあらと見送りながら言う。

「もう、あんまりからかっちゃダメよ？　マノンちゃん」

「はいはい、分かってるわよ。でもあたしの作戦のおかげで、あの子も少しはシオと打ち解けられたんだから、別にいいじゃない。ねえ？」

「ん。マノン、さくし」

「さ、さすがはマノンさんです！」

「ふふん♪　もっと褒めてくれてもいいのよ？」

「いや、お前絶対そこまで考えてなかっただろ……」

　相変わらず調子のいいマノンに、やれやれと一人嘆息するシオであった。







　それから数刻ほど経たち、就しゆう寝しんの時間を迎むかえた時のことだ。

「「……」」

　シオの部屋──そのベッド脇わきには、今まさに一組の男女が、隣となり合って座っていた。

　シオとテトラである。

　先ほど食事の場でも言われたとおり、彼女の方から部屋を訪ねてきたのだが、普ふ通つうに会話でもするのかと思いきや、なんとテトラはナイト化のパワーアップ──つまりは〝多少えっちなこと〟をしろと言ってきたのだ。

　だがいきなりそう言われても、アルスの時はたまたま胸に手が触ふれてしまっただけであって、故意に触さわろうとしたわけではないし、そもそもシオは恋れん愛あい経験に乏とぼしいので、こういう状況でどうエスコートしたらいいのかなど、分かるはずもなかった。

　だってそうであろう。

　いつもツンケンとはしているものの、テトラはシオと同い年くらいの、やたらとスタイルのいい美少女なのだ。

　一度意識してしまうと、女の子に免めん疫えきのないシオでは、もうどうしようもないのは当然である。

「……ど、どうした？　し、しないのか？」

「い、いや、そう言われましても……。というか、お前の方こそ大だい丈じよう夫ぶなのか？　こういうことには、かなり抵てい抗こうがあったはずだろ？」

　シオが控ひかえめに尋たずねると、テトラは恥ずかしそうに下を向きながら言った。

「た、確かにお前の言うとおりだ。以前の私なら、絶対に首を縦には振ふらなかっただろう。私にとっての人間──中でも男は、モン娘むすを性の対象としか見ないやつらばかりだったからな」

「うん」

「だがお前は、そんなやつらに真っ向から反はん抗こうし、私たちのために必死になってくれた。だ、だからそんなお前になら、わ、私は……か、身体からだを預けてもいいと思ったんだ！」

「テトラ……」

　ぐっと膝ひざの上で拳こぶしを握にぎるテトラに、シオはなんとも言えぬ感動を覚えていた。

　信しん頼らいして貰えるよう訴うつたえ続けていたシオの誠意が、きちんと彼女に伝わっていたからだ。

　よかった……、と安あん堵どの気持ちに包まれるシオだが、テトラがそういう気持ちでこの場に臨のぞんでくれたのならば、その思いを無下にするわけにはいかないだろう。

　ゆえに、シオも意を決して、とりあえずの提案をしてみることにした。

「え、えっと……その、じゃ、じゃあ手を繫つないでみるか……？」

「う、うむ……」

　が。

　──ぎゅむっ。

　うん、これは握あく手しゆだね……。

　にぎにぎと互たがいの健けん闘とうを讃たたえ合うかのように握手を交わすシオたち。

　しばらくそうしていた二人だったが、テトラもこれが握手であることは認にん識しきしていたようで、どちらからというわけでもなく、自然と手が離はなれる。

「で、次はどうするのだ……？」

「……待ってくれ。今考えてる……」

　顔を伏ふせ、シオは現状、最良の選せん択たく肢しは何かを懸けん命めいに捻ひねり出そうとする。

「ぐぬぬぬぬ……っ」

　だが考えれば考えるほどどつぼにはまり、シオは精神的にも追い詰つめられていった。

　と。

「も、もしかして、私には魅み力りよくがないのか……？」

「……えっ？」

　テトラがいきなりそんなことを言い始め、シオは慌あわてて首を横に振る。

「い、いやいやいやいや!?　そ、そんなことはないぞ!?　お前はとっても魅力的……だと思う……」

　ここではっきりと断言出来ればよかったのだが、女性として女の子を褒めたことのないシオには、些いささか高すぎるハードルであった。

「な、ならば何な故ぜ手を出そうとしない!?　アルスならばよくて、私ではダメなのか!?」

「と、とりあえず落ち着けって!?　そ、それに誰だれもそんなことは言ってないだろ!?　お、お前だって十分可愛かわいいと、俺は思うし……」

「だ、だったら！」

「お、おい!?」

　そこでぐいっとシオの手をとったテトラは、彼の手を、そのまま自分の豊満な胸むな元もとへと誘いざなっていき、

　──むにゅりっ。

「こ、こうやって触ったりするべきだろう!?」

「──っ!?」

　それはまるで、蒸したての肉まんを彷ほう彿ふつとさせる、ふわっふわの感かん触しよくだった。

　押し当てられた彼女の胸は、指がどこまでも食い込むほど柔やわらかく、それでいて張りもあるという、瑞みず々みずしさの塊かたまりのようなおっぱいだったのだ。
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　アルスの時も、確かに柔らかかったのだが、状じよう況きようが状況だったので、そこまでじっくりと堪能している余よ裕ゆうはなかった。

　しかし今は違う。

　この無限とも言えるような時間の中で、シオはひたすら、〝おっぱい〟というある種の真理に触れ続けていた。

　が。

「～～っ!?」

　今度はテトラの方が、顔を真っ赤にさせた。

　ばっとシオの手を突き放すように解放したテトラは、身体ごと向こうを向き、しどろもどろな口調で言う。

「ち、違うんだ!?　い、今のは触って欲しかったとか、そ、そういうことではなくて、わ、私はただ……」

「お、おう、分かってる。だ、だから少し落ち着け。なっ？」

「う、うん……」

　こくり、と素す直なおに頷うなずいたテトラは、再び身体を前に向け、少しだけこちら側へと膝行いざってきた。

　なので、シオも同じく彼女の方へとお尻しりを滑すべらせて移動し、距きよ離りを縮める。

　肩かたが触れ合うくらいまでシオが近づくと、途と端たんにふわりと、何やら石せつ鹼けんのいい香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

　テトラにも聞こえているのではないかと思うほど、心臓がドキドキと速いビートを刻む中、シオは最後にもう一度だけ彼女に尋ねる。

「……本当に、いいんだな？」

「……うん」

　隣となりでテトラが小さく頷いたのを確認したシオは、内心どうなっても知らんぞと生なま唾つばを吞のみ込み、

「あっ……」

　抱だき締しめるように、彼女をベッドへと押し倒たおした。

　テトラの温ぬくもりと柔らかさを全身で感じる中、呼吸をする度たび、彼女の匂においが鼻の奥へと届き、シオの情欲を一層搔かき立てていく。

　本当は本能の赴おもむくまま、彼女の唇くちびるを奪うばい去ってしまいたかったが、そうするとナイト化が発動してしまうため、シオはぐっと堪こらえ、テトラのか細い首元へと唇を這はわせる。

「んあっ……」

　瞬しゆん間かん、テトラの口から熱い吐と息いきが漏もれ、彼女はもぞもぞと身体を捩よじらせ始めた。

　そんな彼女の身体中を、擦さするように触れていたシオの右手は、流れるように再びその豊かな胸元へと到とう達たつする。

「や、ダメ……っ!?」

　だがただ到達したわけではない。

　下から捲まくり上げるように寝ね間ま着きをずらし、彼女のおっぱいを直じかで揉もみしだいていたのだ。

　ボリューミーかつ色白な丘おかの中央には、桜色の突とつ起きがコケティッシュに屹きつ立りつしており、シオはそれを指先で摘つまむように擦る。

「ふわあっ!?」

　すると、テトラが嬌きよう声せいとともに背筋を反らし、アルスの時同様、彼女の身体を淡あわい光が包み込んだ。

「な、なんか……んっ……か、身体中に力が漲みなぎって……あっ!?」

　しかしシオの手は止まらず、彼女の温もりや柔らかさ、そして香りを存分に堪たん能のうする。

　これが本物の性欲というものなのか、奥手なはずのシオでさえ、今では立派な一人のオスと化していたのだ。

「あっ……ん、や……んんっ!?」

　身体を捩よじってなんとか抵抗しようとするテトラだが、シオは気にせず彼女の胸を責め続ける。

　しばらくそうしていると、テトラの身体にじとりと汗あせが浮うかび、彼女は熱っぽい視線をシオに向けながら、小さくこう言った。




「……お願い、吸って……」




「──」

　そこで、何かが弾はじけた。

「んはあっ!?　あ、や、もっと優しく……んんっ」

　要望通り、テトラの胸にむしゃぶりついたシオは、これを思いのまま口内で堪能する。

　ほんのりとした甘みが口の中に広がる中、シオはテトラの硬かたくなった乳ち首くびを一気に吸い上げる。

「は、うわあっ!?　そ、そこダメぇ!?　お、おかしくなっちゃうからぁ!?」

　シオの頭を両手で抱かかえ込み、テトラはびくびくと何度も身体を痙けい攣れんさせ、快感に悶もだえる。

　最中、テトラは目をとろんとさせながら、懇こん願がんするように言った。

「……キス、して……」

　当然、ここでキスをすれば、ナイト化が発動してしまうわけだが、今シオの頭の中にあるのは、それよりも目の前の少女のことだけであった。

　ゆえに、二人の唇は、今まさに重なりかけ──。




「──ちょっと待ったあああああああああああああああああああああああっ!?」




「「……えっ？」」

　どがしゃっ！　とドアが倒れ、恐おそらくは聞き耳を立てていたであろう四人の女子たちが、転げるように姿を現す。

「あいたたた……。ちょっと足引っかけたの誰よ～……」

「マノン、おもい……。どいて……」

「あらあら、さすがにバレちゃったわね」

「ふぎゅ～……」

　いつからそこにいたのかは分からないが、たぶんマノンのことだ。

　テトラがこの部屋に入った瞬間から、ここぞとばかりに聞き耳を立てていたのだろう。

　ドアを倒した四人に、シオたちが啞あ然ぜんとしていると、

「ち、ちち違うんだ!?」

　──どんっ！

「ぐえっ!?」

　突とつ如じよ正気に戻もどったらしいテトラが、真っ赤な顔でシオを突つき飛ばした後、布団で身体からだを隠かくしながら弁解した。

「わ、私はただ、もっと皆みんなの役に立ちたかっただけなんだ！」

　が。

「そ、それよりキスは!?　キスはまだしてないんでしょうね!?」

「え、あ、うん……」

　こくり、と小さく頷くテトラに、マノンは「ああ、よかった～……」と胸を撫なで下ろす。

　そして思い出したかのように、声を荒あららげて言った。

「っていうか、何普ふ通つうにキスしようとしてるのよ!?　あんたらがキスしちゃったら、また家に穴が開くでしょうが!?」

「べ、べべ別に私はキスをしようなどとは微み塵じんも──」

「思ってたでしょ!?　じゃなきゃ、『……キス、して……』なんて言うわけないじゃない!?　何乙女おとめになっちゃってんのよ!?」

「うなあっ!?」

　演技派なマノンの言葉に、テトラの顔がぼんっと茹ゆで上がる。

　しかしマノンとしては喜ばしい事こと柄がらでもあったようで、彼女は誇ほこらしげに腕うでを組みながら言った。

「でもまさか、ここまで急激に仲が進展するとは思わなかったわ。これなら明日にでも、例のクエストを受けられそうじゃない」

　ふふん♪　とドヤ顔のマノンに、フォーレムもまた嬉うれしそうに言う。

「ふふ、そうは言うけど、本当はマノンちゃんも、シオくんにこの《マノンの家》の一員として、皆と仲良くして欲しかったのよね」

「は、はあ!?」

「あ、そうだったのですね！　さすがはマノンさんですぅ！」

「ん。マノン、いいこ」

「ち、違うわよ!?　あたしはただ、いっぱいお金が稼かせげればそれでいいの！　馬ば鹿かなこと言ってないで、さっさと明日に備えるわよ！　はい、解散＆就しゆう寝しん！」

　ぱんっ！　と両手を叩たたき、マノンはやや赤みがかった顔で、話題を強制終しゆう了りようさせたのであった。







　翌朝。

　シオたちはギルドでクエスト申しん請せいをした後、再び《オルディンズトール》──その入り口付近へと赴いていた。

　通常時とのギャップを散々イジられたテトラも、一晩時間を置いたおかげか、今朝は落ち着きを取り戻しており、再度茶化そうとしたマノンにも、「今すぐ忘れろ……っ」と血走った眼めで反論していた。

　おかげで、さすがのマノンもそれ以上はからかえなかったようで、「じょ、冗じよう談だんよ、冗談……あはは……」と引き吊つった笑いを浮かべていたのだが……と、それはさておき。

「さてと」

　天まで伸のびる創世樹を見上げ、シオは気合いを入れる。

　ここへ赴いた理由は、もちろんマノンの提案を試ためすためだ。

　一応中ちゆう途と半はん端ぱに終わったとはいえ、テトラと多少……どころではない気がするが、えっちなことをしたのは事実なわけだし、アルスの例を考えると、それなりにパワーアップもされているはずだ。

　その力をもって、果たしてどこまで飛ぶことが出来るのか。

　シオやテトラを含ふくめ、一同の顔にも緊きん張ちようの色が滲にじんでいたのだが、

「はいはい、寄ってらっしゃい見てらっしゃーい！」

　こいつは、さっきから一体何をやっているのだろうか。

　いや、皆まで言うまい。

　守しゆ銭せん奴どなマノンのことだ。

　恐らくは今回のことで、少しでも儲もうけようと企たくらんでいるのだろう。

　その証しよう拠こに、いつの間にやら舞ぶ台たいセットまで用意されている上、

「ここにおわすお方をどなたと心得る！　まさかのモン娘むすを乗りこなす男──冒ぼう険けん者しやのシオさまよ！」

　これである。

　彼女曰いわく、「ドラゴンを乗りこなす騎き士しなんて、キャッチーだから絶対稼げると思ったんだも～ん」とのことなのだが、まったく商しよう魂こん逞たくましいというかなんというか……。

　だがおかげで、何事かと人々は集まっており、皆何が始まるのか、興味津しん々しんのご様子だった。

「さあ、これから始まるのは摩ま訶か不ふ思し議ぎな冒険譚たん！　このシオさまが、ドラゴンの血を引く美少女──テトラ嬢じようを華か麗れいに乗りこなし、あたしたちの後ろに聳そびえる《オルディンズトール》──その八層へと、外側から見事到達してみせましょう！」

　その瞬間、しゃっと円形の赤いカーテンに包まれるシオとテトラ。

　もちろんカーテンの端はしに佇たたずむのは、アルスとシャニ、そしてフォーレムである。

　あとで色々と突っ込まれても面めん倒どうなので、ナイト化シーンは公開ＮＧということになったのだ。

「本当にそんなことが出来るのかー？」

「第一、モン娘を乗りこなすってどういうことだよ？」

「てか、冒険者のシオって誰だれだ？　聞いたことねえぞ？」

「って、あいつ、ホラ吹ふきのマノンじゃねえか！　はい、解散解散！」

　などなど、人々の反応は様々だったが、総じて期待はされていないようだった。

　まあ分かっていたことだが。

「っていうか、俺たちは見み世せ物ものじゃないんだぞ？」

　カーテンの隙すき間まからマノンにジト目を向けると、彼女はとくに悪びれた様子も見せずに言った。

「うるさいわね。別にいいじゃない、少しくらい。あんただって、シャニに美味おいしいご飯を食べさせてあげたいでしょ？　ねえ？」

「ん。おいしいごはん、たべたい」

「お前なぁ……」

　そこでシャニの名前を出すのは卑ひ怯きようだろ。

　やれやれと嘆たん息そくしつつ、シオは隣となりで硬い表情を見せる、テトラの緊張を和やわらげるように言った。

「とりあえずあれだ。目を瞑つぶってる間に終わると思うから、そんなに緊張するなって」

「わ、分かっている。ただ私も、キスというのは初めてなのだ。だからその……」

　いかん、そんな風にしおらしくされたら、むしろこっちの方が緊張してくるではないか。

　だが落ち着け、深ふか蔵ぐら志し雄お。

　キスはアルスやシャニともしているし、今さら臆おくしてどうする。

「……ふう。じゃあ、行くぞ」

「あっ……」

　静かに呼吸し、シオはテトラの両りよう肩かたを優やさしく摑つかむ。

　胸ほどではないが、彼女の丸みを帯びた肩は、やはりとても柔やわらかかった。

　──すっ。

　ついにテトラも覚かく悟ごを決めたらしい。

　頰ほおに朱しゆを散らしながら瞳ひとみを閉じ、顎あごを少し上げた。

「……っ」

　ごくり、と喉のどを鳴らし、シオも瞳を閉じる。




　そして──二人の唇くちびるは重なった。




『──っ!?』

　その瞬しゆん間かん、二人の身体からだを淡あわい輝かがやきが包み、カーテンから溢あふれた光に人々が目を丸くする。

「んっ……」

　テトラの吐と息いきの甘さに、シオの鼓こ動どうが高鳴る中、アルスやシャニの時同様、彼女の身体が四よつん這ばいにさせられ、その上にシオの身体がずんっと乗っかった。

　しかし毎回思うのだが、本当にこの騎き乗じよう動作は、一体なんなんだろうな……。

　と。

「はあっ!?　んっ……な、何か大きいのが入ってきて……こ、これすごぉいぃ～っ!?」

　びくんっ！　とテトラが背を反らして嬌きよう声せいを上げるのと同時に、閃せん光こうが辺りを照らし、彼女の身体が雄お々おしく変化していく。

『──なっ!?』

「はわわっ!?」「あぶない」「あらあら」

　さすがに用意していたカーテン内には収まりきらなかったようで、アルスたちもその場から急いで退たい避ひする。

　そうして輝きが収まった後、そこに姿を現したのは、深緑の体色をした、飛ひ龍りゆう型モンスターだった。

　──テラエンシェントドラゴン。

　テトラが血を引いているという、ドラゴン種の中でも、最強の呼び声高いドラゴンだ。

「う、噓うそだろ!?　なんでドラゴンがここに!?」

「しかもさっきのシオとかいうやつが乗ってるぞ!?」

「ま、まさか本当にモン娘をモンスターに変化させたのか!?」

「おい、ホラを吹かねえマノンなんて、マノンじゃねえだろ!?」

　人々が驚きよう嘆たんの声を漏もらす中、マノンは一人愉ゆ悦えつに満ちた顔をしていた。

「ほら、見なさいな！　これがあたしたちの力なのよ！　さあ、二人とも！　今こそあたしたちモン娘の力を、この愚ぐ民みんどもに見せつけてやりなさい！」

　いや、愚民どもって……。

　なんか趣しゆ旨しが変わっている気がするが、やることは一いつ緒しよである。

「行けるか？　テトラ」

「あ、ああ、問題ない。しかしこれは……凄すごいな。なんか……うん。確かに少々いやらしい気分がするというか……」

「うん？　どうした？」

「い、いや、なんでもない！　で、では行くぞ！」

　──ぶわっ！

『おおっ!?』

　テトラの掛かけ声とともに、その巨きよ体たいが大きく持ち上がる。

「お二人とも頑がん張ばってください～！」

「がんば～」

「いってらっしゃ～い♪」

　下の方で手を振ふってくれているアルスたちに、シオは握にぎっていた大たい剣けんを掲かかげて応こたえ、テトラとともに上じよう昇しようしていく。

　見た感じ、テトラの場合は武器が大剣になる上、緑色のエフェクトが全身に出るらしい。

「おお……」

　ともあれ、テトラの羽ばたきはとても力強く、ぐんぐんアルスたちの姿が小さくなっていった。

「凄い……。これが〝空を飛ぶ〟という感覚なのだな……。しかしまさか本当に空を飛べるようになるとは……。ふふ、これもお前のおかげだ。感謝するぞ、シオ」

「おう。喜んでくれたようで何よりだぜ」

「うむ。こんなにも気分が高こう揚ようするのは久しぶりだよ」

　どうやらテトラも、初めての飛行を存分に嚙かみ締しめているようだ。

「しかしこれだけ高く舞まっているのに、まったくと言っていいほど恐きよう怖ふ心しんが湧わかないのは、やはりテラエンシェントドラゴンの血を引く私にとって、飛ぶことが当たり前の行こう為いだからなのだろうな」

「そ、そうだね……」

　問題は、テトラにとっては当然でも、シオにとっては当然でないということである。

　ちょ、ちょっと高度が高くないかな……？

　ちらりと眼下を見下ろしつつ、シオはふとそんなことを思う。

　いや、だが確かにこの方法なら、トラップなどがひしめくダンジョン内部を、何日もかけて八層まで行く必要がなくなる。

　ただ……。

「な、なあ、テトラ。そ、そろそろ中に入れる場所を探した方がよくないか……？」

　さすがにもう下を見ていられないし……。

「何を言う。ここまで来たら、普ふ通つうは頂上を目指してみるものだろう？」

「え、いや、ちょっと!?」

「ほら、つべこべ言わずにしっかり摑まれ！　飛ばすぞ！」

「いや、だからちょっと待っ──」

　何やら嬉うれしそうに勢い込むテトラだが──次の瞬間。




　──ごんっ！




「ぎえっ!?」「うおっ!?」

　突とつ如じよテトラの上昇が止まり、シオの身体を逆Ｇが襲う。

　一体なんだと慌あわてて上を見やれば、何やらテトラの頭上に、きらりと光る透とう明めいな壁かべのようなものが目に入った。

　ついでにテトラの頭に出来た大きなたんこぶも。

　言わずもがな、彼女はあの壁に頭からぶつかったらしい。

　何な故ぜこんなところに壁があるのかは定さだかではないが、これだけ大きなたんこぶだ。

　相当なスピードでぶつかったのだろう。

　──ぐらりっ。

「お、おい、テトラ!?」

　白目をむき、完全に力の抜ぬけたテトラの身体が、重力に引かれて落下し始める。

　最中、ギガファンガードウルフを倒たおした時同様、腰こしのポーチから甲かん高だかい音が鳴るが、今はそれどころではない。

「ちょ、ちょちょちょっ!?　て、テトラああああああああああああああっっ!?」

　シオが大絶ぜつ叫きようするも、テトラは完全に意識を失っており、彼の呼びかけにまったく応じようとはしなかった。

　このままでは、いずれ地面に激げき突とつしてしまうことだろう。

　いくらナイト化しているとはいえ、さすがにこの高さだ。

　普通に即そく死しは免まぬかれない上、下にはアルスたちもいるのだ。

　もし落下の衝しよう撃げきに巻き込まれるなどしたら、彼女たちも無事では済まなくなってしまう。

「あーもう!?」

　まさかあんなところに見えない壁が存在するなど、一体誰だれが想像したであろうか。

　だが今は壁の存在など、正直、どうでもいい。

　とにかくこの状じよう況きようをなんとかしなければ。

　唯ゆい一いつの救いは、激突のショックでナイト化が解けなかったことである。

　たぶんこの状態ならば、アルスの時と同じく、大剣から何かしらの属性攻こう撃げきを放てるはずだからだ。

「おらあっ！」

　一いち縷るの希望を胸に、シオは大剣を創世樹に向けて振るう。

　何かフックになるようなものが出てくれたらと考えてのことだったのだが、

　──ぶおんっ！

「おおうっ!?」

　大剣の刃やいばから飛び出したのは、荒あれ狂くるう〝風〟の塊かたまりだった。

　そう、テトラは〝風属性〟だったのだ。

「だったら！」

　歯を食い縛しばり、シオは再び大剣を、創世樹に向けて大きく振るったのだった。




　　　　◇




　その頃ころ。

　ダンジョンの入り口付近では、マノンが人々から見物料を頂ちよう戴だいしている最中だった。

「ほらほら、あんたたちも見たわよね？　だったら見物料は一人一〇〇ドロルよ。はい、払はらって払って」

「ちっ、しょうがねえなぁ」

　──ちゃりんっ。

「むふふふふ♪」

　抱かかえた箱がどんどん重くなっていく感覚に、マノンも思わず笑えみがこぼれそうになる。

　八層へのショートカット作りを、大々的に告知したマノンのアイディアは、やはり間ま違ちがってはいなかった。

　これで八層どころか、その上の階層までショートカット出来るようになれば、そこまでの運び賃をとる商売など、危険なダンジョン探たん索さくよりも、安全に儲もうけることが出来るようになるだろう。

　欲を言えば、このままなんらかのお宝を持ってきてくれるのが望ましいが、そうでなくとも、これだけの人々がいるのだ。

　見物料に加え、おひねり的な臨時収入が入ることは確実。

「むふふふふふふふ♪」

　自分の商才が恐おそろしいわ、とマノンは自分で自分を褒ほめちぎっていたのだが、




「──あれ？　なんか落ちてくるぞ？」




「……うん？」

　ふと誰かのそんな声が聞こえ、マノンも釣つられて視線を上に向ける。

　すると、遥はるか上空から、何かが斜ななめに落ちてきているのが見えた。

　というか、普通にシオたちだった。

「……はっ？　はああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

　堪たまらず声を裏返らせたマノンだが、そうこうしている間にも、二人はひゅるるるる～と落ちていき、

　──どがしゃんっ！

　どこぞの建物へと突つっ込こんでいった。

「え、えぇ……」

　一体何が起こったのか。

　そもそもシオたちは無事なのか。

　疑問は次から次へと湧いてくるのだが、それよりもマノンが気になったのは、とある男性の放ったこの一言だった。




「──おい!?　あいつら、ガマポークさんの邸てい宅たくに突っ込んだぞ!?」




　──大家である。

　どうやらシオたちは、マノンがお金を借りている、ガマポーク大先生のお宅へと、ダイナミック帰き還かんしてしまったらしい。

「──」

　それを聞いたマノンの顔から、さっと血の気が引く。

「い、今のはシオさんたちですよね!?　は、早くお二人のところへ行かないと──って、あれ？　マノンさん？　ま、マノンさん!?」

　ゆさゆさとアルスがマノンを揺ゆするが、彼女は白目をむいたまま、一向に反応を示さなかった。

「マノンがたったままきぜつしてる」

「あらあら、よっぽどショックだったのね」

「ま、マノンさん!?　ま、マノンさーん!?」

　アルスの叫さけびが辺りに響ひびき渡わたる中、マノンの意識は、完全に虚きよ無むの彼方かなたへと旅立っていたのであった。
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「うぅ、面めん目ぼくない……」

「だいじょうぶ。テトラはよくがんばった」

　よしよし、とシャニに頭を撫なでられるテトラの顔は、見るからにしょんぼりしていた。

「まあそう気を落とすなって。さすがにあれは仕方ないだろ」

「そ、そうですよ、テトラさん。まさか創そう世せい樹じゆの周りに、〝見えない壁〟が存在するなんて、今まで誰も知らなかったんですから」

　そうなのである。

　あの高さだし、恐らくは創世樹自身が張り巡めぐらせているのであろう。

　外側から頂上へと行かせないための結界として、ある程度の高さを上限に、不可視の天てん井じようらしきものが存在していたのだ。

「そうよ、テトラちゃん。確かに墜つい落らくはしちゃったけれど、そういう壁が存在するということを確かく認にん出来たのは、とても凄すごいことだと思うわ。事実、ギルドが公式の記録として認めたのだもの。逆に誇ほこっていい功績よ」

　まあ問題は、だからと言って何が貰もらえるわけでもなく、記録として残りはするものの、発見者として、シオ以外の名前が記き載さいされなかったことなのだが……。

「だ、だがそのせいでマノンが……」

　ちらり、とテトラが視線を向けた先では、真っ白に燃もえ尽つきたマノンが、分厚い借用書の束を前に、すっかりと干ひからびていた。

　なんというか……ごめん。

　まさか墜落した先が、大家兼けん借金の借主及および《ユグディラ》のオーナー──ガマポーク氏のお宅だとは思わなかったんだ……。

　ともあれ、この汚お名めいをきちんと返上しなければと、シオは今後についての提案をする。

「とりあえず、どう足あ搔がいても外からは行けないってことが分かったし、地道にダンジョンを攻こう略りやくしていくしかないわけだけど、そこで俺は一つ考えたことがあるんだ」

「「「「？」」」」

　女子たちが小首を傾かしげる中、シオは真まっ直すぐ彼女たちの目を見ながら言った。

「皆みんなの能力を使って、他の冒ぼう険けん者しやたちが見つけられなかった財宝を中心に探索しよう」

「他の方々が見つけられなかった財宝、ですか？」

「ああ、そうだ」

　大きく頷うなずき、シオは続ける。

「墜落はしちまったけど、テトラと例の壁かべを見つけたのだって、普ふ通つうの冒険者に出来ることじゃないだろ？」

「た、確かに。私たちモン娘の力を引き出せる、シオさんだからこそ出来たことではないでしょうか？」

「そう！　そうなんだよ！」

　アルスの言葉を聞き、シオはテンション高めに言った。

「つまり俺たちなら、たとえ高ランクの冒険者──つまりは〝人〟に出来ないようなことでも、出来る可能性があるってわけだ！」

「「「「！」」」」

「たとえば元々挑ちよう戦せん予定だった、八層の遺い跡せきだって、水に強いアルスの力を使えば行けるかもしれないし、毒の沼ぬまだろうが、テトラとシャニちゃんなら飛んで行ける。そしてフォーレムさんは、ゴーレムの血を引いてるって話だから、頑がん丈じような扉とびらや大岩で塞ふさがれた道なんかでも、一いち撃げきで粉ふん砕さいして行けると思うんだ」

「あらあら、私はか弱い乙女おとめですのに」

　もう、と可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませるフォーレムに癒いやされつつ、シオは続ける。

「とにかく皆の力を使えば、俺たちはもっと凄い財宝を見つけられると思うし、誰だれも成し遂とげられなかった功績だって、例の壁同様、挙げられるかもしれない。もしそんなことが偶ぐう然ぜんじゃなく、必然として何度も出来たら、あの時〝凄い〟と褒めてくれた人たちみたいに、モン娘を馬ば鹿かにしてきたやつらを、大いに見返してやれるだろうし、記録の件だって、ちゃんと名前を載のせて貰えるようになるかもしれないだろ？」

「そ、そうですね！　なんだか私も出来そうな気がしてきました！」

「そうだな。確かに我らにしか出来ないというのであれば、試ためしてみる価値は十分にあると思う」

「ん。わたしもがんばる」

「ふふ、じゃあシオくんには、これからもっと頑がん張ばって貰わないといけないわね」

　トレーニング♪　と続けたフォーレムに、シオとテトラが揃そろって肩かたをびくつかせる。

「え、えっと……」

　なんか話がややこしくなりそうな気が……、とシオが顔を引き攣つらせていると、

「だーっ!?　もううるさいわよ、あんたたち!?　人がすこぶる落ち込んでいる時に、何をどんちゃん騒さわぎしてくれちゃってるのよ!?」

　天に召めされかけていたはずのマノンが、ついに息を吹ふき返したではないか。

「あ、マノンがいきかえった」

「いや、元々死んでないわよ!?　っていうか、稼かせぐ手段が見つかったのなら、さっさとキスだろうと乳ちち繰くり合いだろうとしちゃいなさいよ、まどろっこしい！」

　そう声を荒あららげたマノンに、最年少のシャニが冷静な突っ込みを入れる。

「マノン、げひん」

「下品で結構！　そんなことより、あんたたちが増やしてくれた借金のおかげで、あたしの身が危機に瀕ひんしているのよ!?」

　ほら！　とマノンが見せつけてきた借用書を皆で覗のぞくと、そこにはこう書かれていた。




『──期日までに支し払はらいが行われなかった場合、マノンはガマポーク氏の第五夫人になることを了りよう承しようしたものとする』




「うわぁ……」

「冗じよう談だんじゃないわよ!?　誰があんな変態ガマガエルとなんて結けつ婚こんするものですか!?　っていうか、〝第五夫人〟って何よ!?　超ちよう中ちゆう途と半はん端ぱじゃない!?」

「そこに怒おこるのか……」

　シオが呆あきれたように言うと、マノンは当然だとばかりに、その薄うすい胸を張って言った。

「当たり前でしょ！　このあたしを娶めとるんなら、一夫多妻なんて絶対に認めないわ！　あたしは、あたしだけを愛してくれる、超お金持ちで渋しぶめの王子さまがいいの！」

「お前は一体何を言ってるんだ……」

　現実を見ろ、マノン。

　そんな石油王みたいなやつが、お前を娶るわけないだろ。

　一応第五夫人を迎むかえられるほどのお金持ちなんだし、変態ガマガエル辺りで手を打っておけって。

　内心そう考えるシオのことなどつゆ知らず、マノンは「とにかく！」と声を張り上げて言った。

「テトラ！　あんたドラゴンになってみてどうだったの!?」

「え、あ、その……す、凄く嬉うれしかった気がする……」

「じゃあもう反対しないわね!?」

「そ、それは……まあ、うん……。だ、だがあくまで協定関係だ！　あまり過激なことをしなければの話だが……」

「つまりＯＫってことでいいわね!?」

「ま、まあ……うん」

「よし！　なら明日からはばんばんダンジョンに潜もぐっていくわよ！　というわけで、手分けして準備開始！　はい、解散！」

　ぱんっ！　と両手を叩たたき、マノンは全員に準備を整えるよう、発破をかけたのだった。







　翌朝。

　とりあえず当初の目的であった、八層の遺跡クエストを遂すい行こうするため、シオたちは《オルディンズトール》へと赴おもむいていた。

　今回は初めて二層以上の階層に行くわけだが、以前アルスが言っていたとおり、《ユグディラ》のイベントが重なってしまったので、シャニとフォーレムはお留守番である。

　個人的には、一いつ緒しよにダンジョン攻略の方を頑張って欲しいところなのだが、わざわざモン娘である彼女らを雇やとってくれているガマポーク氏のためにも、全員を休ませるわけにはいかなかったのだ。

　というわけで、今回のメンツは、シオ、アルス、テトラ、そして──。

「あ、行ったわよ！　ほら、このあたしについてきなさい！」

《高ランク冒険者のあとをついていこう作戦》を立案した、我らがリーダー──マノンさんであった。

　シオたちが例の壁を見つけたことで、自分も何か大きな功績を挙げ、馬鹿にしてきたやつらを見返したいと、今回は進んで同行を求めてきたのだ。

　しかしいくら道中の消しよう耗もうを抑おさえるためとはいえ、他のパーティーを盾たて代わりにするのは、人としてどうなのだろうか。

　そう立案時に突つっ込こんだところ、

「ふふん、問題ないわ。だってあたし、人じゃなくて〝モン娘〟だもの！」

　などとドヤ顔で言いやがったものだから、もうあんたの好きにすればいいよという感じだった。

　ともあれ、さすがは高ランク冒険者のパーティーである。

　一層は言わずもがな、二層、三層、四層までもを、僅わずか一日で攻略したかと思えば、やはり五層と六層を半日でクリアし、

　──ずしゃっ！

「ぐぎゃあっ!?」

　今まさにリーダー格の冒険者が振ふるった剣けんの一撃が、七層のサソリ型ボスモンスターの尾おを、見事に切断した。

「よし、今のうちにゲートを潜くぐるぞ！」

『おう！』

　そして間かん髪はつ入れず、冒険者たちは悶もん絶ぜつ中のボスを放置し、八層へのゲートを潜っていく。

　実に無む駄だのない、スムーズな攻略である。

「さあ、あたしたちも遅おくれずに行くわよ！」

「は、はいですっ」

　もちろんそのおこぼれをめざとく頂ちよう戴だいした我々マノンズも、ボスモンスターがのたうち回っているうちに、八層へのゲートを潜ることに成功した。

「まさか本当にこんな方法で八層まで辿たどり着くとはな……」

　先を行く高ランク冒険者たちの背を、黄昏たそがれたように見やるシオに、マノンは得意げな顔で言った。

　ちなみに、高ランク冒険者とは言ったが、マノンの話だと、彼らはランク４の冒険者たちらしい。

　やはりこの世界では、シオが思っているよりも、皆レベルが低いようだ。

「ふふ、あたしが指揮を執とってるんだから当たり前でしょ？　今度からは〝マノン先生〟と呼んでくれても構わないわ」

「す、凄すごいです、マノン先生さん！」

「いや、マノン先生さんって……」

　きらきらと尊敬の眼まな差ざしを送るアルスに、シオはジト目を向ける。

「てか、こんな方法で八層まで来られるんなら、別に外を飛ぶ必要はなかったんじゃないのか？」

「何言ってんのよ。あれはあれで、あたしたちの力を凡ぼん俗ぞくどもに見せつける、いい機会になったでしょ？　壁も見つけたんだし、結果オーライじゃない」

「まあ、そう言われてみればそうか」

　確かに借金は増えたが、それでもかなりのインパクトにはなったはずだ。

　あながち無駄とは言えないだろう。

　なるほどと頷きつつ、シオは辺りを見み渡わたす。

　八層は事前の情報通り、フィールドの大半が淡あわく光る水に覆おおわれており、陸地には、同じくほのかに輝かがやく謎なぞの植物群が生えたりしていた。

　天てん井じようは高く、上の方から水が滝たきのように落ちてきたりしているのだが、この水は果たしてどこに向かっているのだろうか。

　七層は全体的に乾かん燥そうした、砂さ漠ばくのようなエリアだったし、下の層に流れているというわけではなさそうだが……。

「それで、例の遺い跡せきとやらはどこにあるのだ？」

　テトラの問いに、アルスがギルドから貰もらった地図を開いて言った。

　先せん達だつの方々のおかげで、ある程度の層までは、大方のマッピングがされているのだ。

「えっと、この先を少し行ったところに、袋ふくろ小路こうじになっている場所があるそうなのですが、そこの水みな底そこに、遺跡のようなものがあるらしいです」

「なるほど。ならば我らはそこを目指せばいいわけだな。モンスターに見つかっても厄やつ介かいだ。早々に行くとしよう」

「はいっ」







　というわけで、地図を頼たよりに、遺跡があるという袋小路らしき場所にやってきたシオたちだったが、そこでふとマノンが、目の前の泉を見て言った。

「ねえ、なんかお魚食べたくない？　っていうか、ちょっと焼いて食べない？」

　いや、食べねえよ。

　こんなところで魚なんて焼いたら、匂においでモンスターが寄ってくるだろうが。

　なんなら生魚でも食わせたろか、と思わず関西弁が出そうになりつつも、シオは呆れたようにマノンを諭さとす。

「それはこのクエストが終わったあとでな？　とりあえず今は、この泉にさっさと潜って、お宝をゲットするのが先だろ？」

　なお、マノンが花より団子、団子より金きん塊かい派の少女なことは周知の事実である。

「わ、分かってるわよ。ええ、確かにまずはお宝をゲットしないとね。というわけで──アルス！」

「は、はいっ」

　びくりと背筋を伸のばすアルスに、マノンは偉えらそうに指を差して言った。

「早さつ速そくナイト化して、あたしたちを遺跡まで運んでちょうだい！」

「しょ、承知しましたっ」

　ずびっと敬礼で応こたえた後、アルスはシオのもとへと駆かけてくる。

「で、ではお願いします、シオさんっ」

「お、おう」

　辿たど々たどしく頷うなずき、シオも数度深呼吸して、なんとか覚かく悟ごを決める。

　その頃ころには、すでにアルスは瞳ひとみを閉じており、彼女の端たん整せいな顔にも、ほのかに朱しゆが散っていた。

　と。

　──ぷいっ。

「？」

　最中、一いつ瞬しゆんテトラと目が合うシオだが、彼女はやや不ふ機き嫌げんそうに、視線を逸そらしてしまった。

　なんだろうと思いつつも、今は気にしないことにし、改めてシオはアルスと唇くちびるを交かわす。

　すると、いつも通り二人の身体からだが淡い輝きに包まれて──騎き乗じよう。

「はうっ!?　あ、大きい……んっ……き、気持ちいいですぅ～!?」

　──びくんっ！

　アルスの嬌きよう声せいとともに、閃せん光こうが二人の身体を包み、彼女の身体が水色のぷっくりとした巨きよ体たい──アルティメットクイーンスライムへと変化する。

　彼女の上に跨またがるのは、もちろん青いランスと盾を手にしたシオだ。

「お、お待たせしました……」

　ナイト化の影えい響きようか、少々息を切らせている様子のアルスに、マノンは満足げに頷いて言った。

「よし、じゃああたしたちも濡ぬれないよう、水着になるわよ」

「あ、ああ、分かった」

「え、ちょっ!?　ここで着き替がえるのか!?」

　いそいそと服を脱ぬぎ始めるマノンたちに、シオは一人顔を赤くしていたのだが、

「はあ？　そんなわけないでしょ。今朝のうちに、テントの中で着替えておいたのよ」

　というように、どうやら両者とも、服の下に水着を着込んでいたようだった。

「な、なんだ、そうだったのか……」

　と、微び妙みように残念に思ったのも束つかの間、

「わあ！　お二人とも、とてもよくお似合いですぅ！」

「当然よ。見なさい、この抜ばつ群ぐんのプロポーションを」

「むう、これは少々恥はずかしいな……」

「おお……」

　水着に衣い装しようチェンジした二人に、シオは感かん嘆たんの息を漏もらしていた。

　二人ともビキニには違ちがいないのだが、マノンはトップスがチューブトップ型のもので、赤を基調としており、テトラは正統派の白い三角ビキニである。

　腰こし元もとは両者ともにきゅっとくびれており、色白な肢し体たいもすらりと伸びてはいたのだが、

　──すかっ。

　──たゆゆんっ。

「……」

　胸囲の格差社会である。

　しかも。

「ちょっといやらしい目で見ないでくれる？」

　すっと自身の胸むな元もとを抱だくマノン。

　なんだか涙なみだが出てきた……、と顔を伏ふせていたシオだが、そこで再度テトラと目が合う。

　彼女は恥ずかしそうに顔を赤らめながら、伏し目がちに尋たずねてきた。

「ど、どうだろうか……？」

「お、おう。凄くよく似合ってると思う……」

「そ、そうか。それはその、よかった……」

　なんとも言えぬ空気が二人を包むも、マノンはまったく気にせず、その薄うすい胸を張って言った。

「ともあれ、これで準備は万ばん全ぜんね。じゃあ行きましょうか。──アルス」

[image: ]

「はいっ」

　──じゃぽんっ。

　マノンの指示に従い、泉に飛び込むアルスだが、そこで一同は気づく。




　──これ、このあとどうするんだ？　と。




　そもそも水属性のアルスなら、なんとかなるのではなかろうかという見切り発車でここまで来たので、具体的な案を誰だれも考えていなかったのである。

　しかしいつまでもこうしてぷかぷか浮ういているわけにもいかず、シオは一案としてマノンたちに告げる。

「と、とりあえず俺たちで一回潜もぐってみるから、二人はここで待っていてくれ」

「そうだな。うむ、まずはそれがいいだろう」

「そうね。じゃあ任せたわ」

　二人の了りよう承しようが得られたことを確かく認にんしたシオは、アルスに指示を出す。

「よし、なら少し潜ってみてくれ」

「はい、分かりましたっ」

　頷き、アルスはすいーっとその身体を泉の中に沈しずめていったのだが、

「うぼろげぶばぶがぼぼぼぼっ!?」

　息、出来ませんでした。

（はわっ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶですか、シオさん!?）

　溺おぼれかけるシオとは違い、アルスの方は問題ないようで、水中に彼女の声が響ひびく。

　と。

　──じゃばんっ！

「うおっ!?」「な、何っ!?」

「──っぶはあっ!?　し、死ぬかと思った!?」

　アルスが急いで陸地へと跳とんでくれたおかげで、シオは九死に一生を得ていた。

　ちなみに、ナイト化中なら濡れないものだと思っていたのだが、パンツの中まで見事に水みず浸びたしだった。

「だ、大丈夫か？」

「あ、ああ、なんとか……。でもあれだ……。アルスは問題なく行けたが、俺の方は普ふ通つうに息が出来なかった……」

「うぅ、申しわけありません……」

「いや、別にお前が謝ることではないから気にするな。しかし困ったな……」

　難しい顔をするテトラだが、そこでアルスが何かを思いついたように言った。

「あ、あの、私に少し考えがあるのですがっ」

「「「？」」」

　シオたちが小首を傾かしげていると、アルスは「し、失礼しますっ」と一言断ってから、

　──ぐにゃりっ。

「むうっ!?」「ひいっ!?」

　テトラとマノンの顔を、伸ばした触しよく手しゆのようなもので包み込んだ。

　さらに。

　──ぶにょんっ。

「うおおっ!?」

　アルスの上に跨がっていたシオにも、同様の触手を伸ばし、頭部全体が覆おおわれる。

（ちょ、どうなってるのよ、これ!?）

（どうやらアルスの触手に覆われたようだが……普通に息が出来るな）

　どういうことかと周囲を見み渡わたせば、三人とも顔を覆う触手の中に、呼吸用の空間が出来ているようだった。

　あれだ、潜せん水すい用のヘルメットみたいな感じと言えば、分かりやすいと思う。

（こ、これなら少しくらい潜っても、大丈夫だと思うのですが、どうでしょうか？）

　控ひかえめに響くアルスの声に、シオは大したものだと称しよう賛さんの言葉を送る。

（いや、普通に凄すごいと思うぞ。確かにこれなら遺い跡せきまで潜れるはずだ。よく考えついたな、アルス）

（えへへ、そう仰おつしやってくださると嬉うれしいです♪）

　にんまりと笑みを浮かべているアルスに、シオは再度指示を出す。

（よし、じゃあ再チャレンジだ！）

（はいです！）







　再び泉に潜り始めたシオたちだったが、アルスの機転のおかげで、今度は普通に呼吸が出来るようになっていた。

　しかも一度に全員を運べるという一石二鳥の中、シオたちはあっという間に水みな底そこの遺跡まで到とう着ちやくする。

（おお……）

　それはまるで、ギリシャのパルテノン神しん殿でんのような外観で、階段など、恐おそらくは元々地上にあったのではなかろうかという痕こん跡せきが、いたるところに見えた。

（では中に入ってみますね）

（おう）

　シオが頷くと、アルスは遺跡の天てん井じようを支えているであろう、巨きよ大だいな石柱群の間をぷかぷかと進んでいく。

（おっ？）

　そのまま少し行くと、少々開けた場所へと出た。

　きちんと計測して造られたと思われる、長方形の広間だ。

　広間の中央には、上へと続く階段があり、よく見ると、階段の上部で水が途と切ぎれていた。

　たぶんあの先に、空気のある空間が存在するのだろう。

（あそこに行ってみよう）

（はいっ）

　階段の上部を目指し、アルスがすいーっと水中を泳ぐ。

　そのままぷかりと水面みなもから顔を覗のぞかせた、シオたちが目にしたのは、




　──部屋中に広がる黄金の財宝だった。




（（（（……えっ？））））

　が、まさか本当に財宝の類たぐいを、しかもこれだけ大量に見つけることが出来るとは思っていなかったシオたちは、あまりに衝しよう撃げき的な現実に、一いつ瞬しゆん言葉を失う。

　陸地に上がり、シオたちの顔からアルスの触手がとれる中、何度瞬まばたきや目を擦こすったりしても、目の前の黄金は輝かがやき続けており、やがてそれが現実だと徐じよ々じよに実感してきた一同は、

「「お、お宝だーっ!?」」「お、お宝ですーっ!?」「お、お宝よーっ!?」

　全員揃そろって歓かん喜きの声を上げたのだった。

「や、やったーっ！　あたしたち、ついに大金持ちよーっ！」

　中でも一番喜んでいたのは、もちろんマノンだった。

　彼女は真っ先に駆かけ出し、金貨の中へとダイブする。

　遅おくれてシオたちも財宝のもとへ赴おもむけば、そこには大小様々な金貨のほか、ネックレスにブレスレットに王おう冠かん、剣けんに鎧よろいに像に壺つぼ、果てはそれらを収める箱に至るまで、その全すべてが黄こ金がね色いろに輝いていた。

　紛まぎれもない、正しよう真しん正しよう銘めいの財宝である。

　一体いくらになるのか。

　想像しただけで、正直、気を失ってしまいそうだった。

「うへへへ～♪　あたしのお宝～♪」

　ぶちゅ～、と金の壺に熱ねつ烈れつなキスをするマノンを、シオたちも微笑ほほえましそうに見つめる。

　恐らくはこれで借金も全額返済──それどころか、ガマポーク氏に勝まさるとも劣おとらない豪ごう邸ていを建てることも出来るだろう。

　今までの苦労が、まさに報むくわれた瞬間であった。

「えへへ、マノンさんも嬉しそうでよかったです♪」

「だな」

　だがこれだけの財宝だ。

　一回で全部を運び出すことは不可能であろう。

　そして全てを運び終えるまで、このことを他の冒ぼう険けん者しやたちに知られるわけにもいかない。

　十中八九、横取りされるからだ。

　そこら辺のことも踏ふまえ、シオはマノンをはじめとした一同に告げる。

「よし、じゃあ皆みんな聞いてくれ。あと、マノンも一回こっちに来るように」

「えー、やだー」

「ほら、文句を言わない。とりあえずお目当てのものは見つけることが出来たんだし、こんなところにある以上、すぐに盗とられるようなことはないと思うから、これから少しずつ持ち帰っていこう。んで、このことは絶対に誰にも言わないようにな？　少しでも漏もれたら、他のやつらが即そつ行こうで押し寄せると思うし」

「そうだな。確かにシオの言うとおりだ。マノンもそれでいいな？」

　テトラに同意を求められたマノンは、この上なく力強い頷うなずきを返して言った。

「ええ、もちろんよ！　あたしのお宝なんだから、絶対に渡わたしたりなんてしないわ！」

「いや、お前だけのお宝じゃないんだけどな……」

　というシオの声は、当然、マノンには届いていないようで、

「さあ、そうと決まれば、さっさと帰るわよ！　そして帰ったら、今日は全員、ぶっ倒たおれるまで飲むわよ！」

「はい！」「うむ」「まあ……おう」

　マノンの言葉に、シオたちは揃って頷く。

「というわけで、今日持ち帰るお宝は──」

　と。

　──カチッ。

「えっ？」「うん？」「ほえ？」「むう？」

　その瞬間、再び財宝のもとへと向かおうとしていたマノンが、何かを踏んだ。

　恐る恐るマノンが足を上げると、そこには緑色の宝石のようなものがはまっている、円形の石の床ゆかがあった。

　宝石は握にぎりこぶしくらいの大きさで、ほのかに輝いているようにも見えたのだが、

　──ぱあっ！

「「「「──なっ!?」」」」

　突とつ如じよその輝きが激しくなり、シオたちは瞬く間に、これに吞のまれてしまったのだった。







「あれ……？　ここは……？」

　そうしてシオたちが再び目を開けると、そこはもう水底の遺跡ではなかった。

　ぱっと見は、二層を彷ほう彿ふつとさせる、人工的な石いし壁かべに囲まれた空間だ。

　いつの間にやらナイト化も解けており、一体何が起こったのかと、一同は互たがいに顔を見合わせる。

「え、お宝は!?　あたしのお宝はどこへ行ったの!?」

　最中、マノンが血ち眼まなこになって財宝を探すも、それらしきものは一いつ切さい存在せず……。

「お、お宝……お、おた……お、お、おふんっ!?」

「お、おい、マノン!?　マノーン!?」

　よほどショックだったのだろう。

　マノンはぽてりと白目をむきながら気を失ってしまった。

　一体何な故ぜこんなことになったのか。

　揃って困こん惑わくする一同だが、彼らの置かれた状じよう況きようは、思いのほかよろしくないもののようだった。

　というのも、




「──ぐうっ!?　これが二〇層のボスかよ!?　俺たちの攻こう撃げきが全然通じねえぞ!?」




　シオたちのすぐ近くで、見覚えのある男性率いるパーティーが、悪あく魔まのような風ふう貌ぼうのモンスターと、激戦を繰くり広げていたからだ。

　シオがワンパンでのしてしまった、例の冒険者たちである。

　もちろんそれだけならば、隠かくれてやり過ごせばいいだけの話だったのだが、今し方、あの男性はこう口にした。

　──〝二〇層のボス〟と。

　当然、この状況ででたらめなことを言うはずはないだろう。

　ということは、先ほどまで八層にいたはずのシオたちが、現在は本当に二〇層にいるということになる。

「ど、どういうことだ？　まさかワープしちまったってのか？」

「うむ、その可能性が高いだろうな……。恐らくあの神殿は、いわゆるショートカットを可能とする代しろ物ものだったのだろう。しかも一方通行タイプのな」

「な、なるほど。で、でも今の私たちでは、さすがに二〇層を探たん索さくするのは、少々危険なのではないでしょうか……？」

　アルスの杞き憂ゆうはもっともである。

　二〇層ともなると、モンスターの強さも相当のものだろうし、なんの準備もしてきていないシオたちにとっては、荷が重すぎるのもいいところだ。

　ここは素す直なおに引き返すべきであろう。

「そうだな。アルスの言うとおり、今日はここまでにしよう。問題はどうやって戻もどるかだが、そこはテトラの力を借りて、一気に飛んでいこうと思う。それなら変な罠わなも避さけられると思うしな」

「ああ、了りよう解かいだ。ならば急ごう」

「そ、そうですねっ」

　大至急この場を去るため、シオはマノンの肩かたを揺ゆすって正気を取り戻させる。

　シオの話を聞いたマノンは、「はあ？　二〇層？　──って、二〇層!?　なんでそんなところにいるのよ!?　っていうか、あたしのお宝は!?」と予想通りの反応をしてくれ、場の雰ふん囲い気きを少しだけ和なごませてくれたのだが、




『──うわああああああああああああああああああああああああああっっ!?』




「「「「──っ!?」」」」

　その時、ボスと戦っていた冒険者たちから悲鳴が上がった。

　見れば、悪魔型モンスターの放った攻撃のせいか、全員が吹ふき飛ばされ、苦く悶もんの表情で地に伏ふしているではないか。

　どの程度のダメージを受けたのかは分からないが、このままでは彼らの命も危ないかもしれない。

　だが今は皆を安全な場所まで逃にがすのが先決だ。

　正直、彼らには自力でこの逆境を切り抜ぬけて欲しいところなのだが、

「お、お前ら!?　なんでここに!?」

　タイミング悪くも、男性に見つかってしまった。

　信じられないものでも見ているかのような男性だが、状況が状況だ。

「ま、まさかあの〝ゼノデーモン〟を攻こう略りやくしに来たのか!?　ふざけんな！　お前らになんか出来るはずないだろ!?」

　苛いら立だちの孕はらんだ声こわ音ねで、男性はそう悪態を吐ついてきた。

「は、はあ!?　そっちだってずたぼろのくせによく言うわよ！　てか、いきなり何様なわけ!?　一瞬でも助けてやろうかと思ったあたしが馬ば鹿かだったわ！」

　当然、出合い頭がしらにそんなことを言われれば、普ふ通つうはかちんとくるものである。

　マノンはふんっと不ふ機き嫌げんそうな顔で、男性に背を向けながら言った。

「ほら、行くわよ！　あんなやつら、モンスターの餌えさにでもなればいいんだわ！」

　大おお股またでずかずかとゲートの間から離はなれていくマノンに、アルスが「で、でも……」と控ひかえめに声をかける。

「このままでは皆さんが……」

「そんなの知ったこっちゃないわよ！　大体、あいつらには散々酷ひどい目に遭あわされてるのよ!?　なのになんであたしたちが、わざわざ命いのち懸がけで助けてあげなくちゃいけないわけ!?　助けたいなら、あんた一人で行きなさいな！」

「ご、ごめんなさい……」

　マノンに思いきり怒ど鳴なられ、怯おびえたように下を向いてしまったアルスの背を、テトラが優やさしく擦さする。

「おい、マノン。腹が立つ気持ちは分かるが、何もアルスに当たることはないだろう？」

「わ、分かってるわよ！　確かに今のはあたしも言いすぎたわ……。その、怒鳴って悪かったわね……」

「い、いえ……」

　なんとも気まずい空気が一同を包む中、シオは未いまだに熾し烈れつな争いを繰り広げている冒険者たちの様子を、横目で窺うかがう。

「くそ、もう一度散開して全方位から攻撃しろ！　必ずどこかに弱点があるはずだ！」

『おう！』

　なんとか態勢を立て直し、再度攻撃を試みているようだが、傍はたから見ても劣れつ勢せいなのはあきらかだった。

　恐おそらくあれでは五分と保もたないだろう。

「なあ、アルス」

　最中、シオはアルスに問う。

「正直、俺もマノンの言うとおり、あいつらを助ける義理はないと思う。あいつらのしてきたことを考えれば、俺らが手を貸す理由はないからな」

「……」

「だがそれでも、お前はあいつらを助けたいと言った。それはどうしてだ？　また酷い目に遭うかもしれないんだぞ？」

　シオの問いに、アルスは服の胸むな元もとをぎゅっと握りながら、弱々しく口を開いた。

「……分かって、います。でも私の──いえ、私たちモン娘むすのお父さんとお母さんは、皆さん互いに敵対し合っていた種族の間で、愛を育はぐくみました。それは、とても素す晴ばらしいことだと思うんです。少なくとも、私のお父さんとお母さんは、凄すごく幸せそうでした。ですから私は、いつかモン娘と人が、そうなれると信じているんです」

「「「……」」」

「もちろんすぐには無理だと思います……。今だって、私たちが悲しい思いをすることの方が多いですから……。でも、でもきっといつか、私たちとシオさんのような、素敵な関係になれると思うんです！」

「アルス……」

　涙なみだ混じりに語るアルスの姿に、シオもかける言葉を失う。

　だがこれだけは聞いておかなければならないと思い、シオは最後にそれを彼女に問うた。

「お前の気持ちはよく分かったよ。でも、たぶんああいう考えのやつらに、お前の親おや御ごさんは殺されたはずだ。それでも、お前は人を許せるのか？」

　その問いへの答えは、意外なことに〝笑え顔がお〟だった。

「えへへ、それは私にも分かりません。でもこうしてシオさんとお会いして、ナイト化が出来るようになってから、少しずつではありますが、街の人たちが優しくなった気がするんです。私はそれがとても嬉うれしくて……。ですから私は、いつか《マノンの家》の皆みなさんが、本当の意味で笑って過ごせる日が来られるよう、今出来ることを精せい一いつ杯ぱいしたいんです。だって私は──皆さんのことが大好きですから♪」

「……そっか」

「あっ……」

　くしゃり、とシオの手が、自然とアルスの頭に伸のびる。

　彼女の話を聞いていたら、なんだか無む性しように愛いとおしくなり、そうしてあげたくなったのだ。

　この子は……本当にいい子だな……。

　恥はずかしそうにするアルスの姿に、そう口元を緩ゆるめつつ、シオはマノンに向けて言った。

「というわけらしいんだが……どうする？」

「うっ……」

　困惑した表情を見せるマノンに、アルスは再度懇こん願がんの視線を向ける。

「マノンさん……」

　と。

「あーもう、分かったわよ！　でも危なくなったら、あんたたちだけでも連れて逃げるからね！　分かった!?」

　マノンが念押しするようにそう言うと、アルスはぱっと表情を明るくさせ、彼女に対して恭うやうやしく頭を下げた。

「あ、ありがとうございます、マノンさん！」

「ふん、お礼を言うのはまだ早いわ。それで、どういう作戦で行くわけ？」

　マノンの問いに、シオは「ああ、それなんだが……」と岩いわ陰かげから悪魔型モンスター──ゼノデーモンを一いち瞥べつする。

　身長は三メートル強、二足歩行だが四本の腕うでを持ち、黒い外骨格のような身体からだには、いたるところから赤色の鋭えい利りな突とつ起きが突つき出ている。

　背中にはコウモリを彷ほう彿ふつとさせる六枚の翼つばさが生えており、手にするのは、体色と同じ漆しつ黒こくの大おお鎌がまだ。

「アルスはここに来るまで、一度ナイト化もしているし、体力面で見ても、テトラの力を借りた方がいいと思う。相手は飛行も出来るタイプのモンスターだしな」

「分かった。ならば私が行こう」

　テトラが頷うなずいたことを確かく認にんしたシオは、残りの二人を見やって言う。

「んで、アルスとマノンは、俺たちが敵を引きつけている間に、あいつらを安全な場所へと避ひ難なんさせてくれ。どうせあーだこーだ言うだろうけど、見た感じ、ほとんどまともに動けないようなやつらばかりだからな。仲間が死んでもいいのかって、ちょっと脅おどしてやれば、しぶしぶ言うことも聞くはずだ。なんならそのまま下の階層へ逃げても構わない。そこら辺は、彼らの負傷度合いで決めてくれ」

「わ、分かりました」「ええ、分かったわ」

「よし、なら早さつ速そく行くぞ！　──テトラ！」

「う、うむ！」

　テトラを呼ぶと、彼女は少々顔を紅潮させながら、シオの方へと近づいてきた。

　状じよう況きようが状況とはいえ、やはりどこか恥じらいを隠かくせずにいるのだろう。

　もちろんそれはシオも同じなのだが、今はそんなことを言っている場合ではない。

　なので、シオはテトラに素直な気持ちをぶつける。

「すまん、恥ずかしいのは重々承知している。でも今は一刻を争う事態だ。俺も覚かく悟ごを決めるから、お前も頼たのむ」

「わ、分かっている。私だって、ナイト化は一度経験済みなのだ。だがその前に、一つお前に言いたいことがある」

「うん？　なんだ？」

　問い返すと、テトラは少々不服そうに視線を逸そらして言った。

「……お前は、少しアルスに甘過ぎるのではないか？」

「い、いや、まあ──むぐっ!?」

　すると次の瞬しゆん間かん、いきなりテトラが飛びつくように唇くちびるを重ねてきて、シオは思わず目を丸くする。

　シオが驚おどろいたのは、それだけではない。

「んちゅっ……んっ」

　以前のアルスと同様、テトラもまた、シオに舌を絡からめてきたからだ。

　当然、彼女の唾だ液えきの甘さに頭がぼーっとするシオだが、《オールラウンダー》の発動条件は満たしているため、強制的に二人の身体が一つになっていく。

　四よつん這ばいからの──騎き乗じようだ。

「んんっ!?　あ、はあっ!?　こ、これ気持ちいいぃ～っ!?」

　びくびくっ、とテトラが桃もも色いろの吐と息いきを漏もらすのと同時に、彼女の身体が目映まばゆい輝かがやきの中、雄お々おしき竜りゆうの姿へと変へん貌ぼうしていった。

　テラエンシェントドラゴン・ナイトの誕生である。

「よ、よし、じゃああとは頼むぞ、二人とも！」

「は、はい！」「ええ！」

　そうして、シオたちは二〇層のボスモンスター──ゼノデーモンへと、突とつ撃げきしていったのであった。




　　　　◇




　シオたちが飛び立った後、アルスたちもまた怪け我が人にんの救助へと向かっていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「お、お前らどうして……。それにあのモンスターは……」

　そう言って、今も戦い続けているシオたちに、驚きの視線を向けるのは、先ほどマノンに悪態を吐ついていた男性だ。

　度たび重かさなるゼノデーモンの攻こう撃げきを受け、すでに自力で立つことも出来ないようである。

「ふん、この子に感謝することね。とにかく仲間の命を助けたいなら、今は大人しく従いなさい。あたしたちの仲間があれを引きつけてるから、急いで安全な場所に避難するわよ」

「くっ……」

　マノンが簡潔に状況を説明すると、男性は唇を嚙かみ締しめつつも、アルスに肩かたを貸して貰もらいながら立ち上がった。

「じゃあ急ぐわよ。いつ戦せん闘とうの余波に巻き込まれないとも限らないんだから」

　横目でシオたちを見やるマノンの視線の先では、今まさに二人がゼノデーモンと、峻しゆん烈れつにぶつかり合っている最中だった。

「こんのおおおおおおおおおおおおおっ！」

「おのれ、人間風ふ情ぜいがッ！」

　ずがしゃんっ！　とゼノデーモンの振ふった大鎌の衝しよう撃げき波はが、アルスたちのいる場所近くの地面を大きく削けずる。

「ひゃうっ!?　い、急ぎましょう！」

「ええ！」「ああ……」

　リーダー格の男性を運んだ後、アルスたちは次々に負傷者たちを岩陰へと運んでいく。

「……」

　最中、アルスはシオたちのことが気になり、負傷者に肩を貸しながらも、ちらりと彼らの様子を窺うかがう。

「いいぞ、テトラ！　そのまま尻尾しつぽで叩たたき潰つぶせ！」

「承知した！」

　──ずがんっ！

「ぐはあッ!?」

　見た感じ、戦せん況きようは優勢で、テトラの攻撃を受けたゼノデーモンが、衝撃で地面にめり込んでいるようだった。

「う、噓うそだろ……」

　リーダー格の男性も、その光景に驚きを隠せないようで、

「おお！　凄すごいぞ、お前ら！」

「そのままやっちまえ！」

「頑がん張ばれーっ！」

　などなど、他の冒ぼう険けん者しやたちからも、驚きと称しよう賛さんの声が上がっていた。

　これも例のトレーニングのおかげであろうか。

　確かにアルスの時とは違ちがい、テトラはシオからきちんとトレーニングを受けていた。

　アルスもマノンに誘さそわれて聞き耳を立てていたから、テトラがたくさんシオと触ふれ合っていたことも知っている。

　である以上、テトラはアルスのナイト化時よりも、遥はるかに強い力を得ているのだろう。

　その彼女が、ああしてシオのパートナーに選ばれたのは、むしろ当然と言える。

「よし、そのくらいで十分だ！　さすがは天下のドラゴンさまだぜ！」

「ふ、ふん、おだてても何も出ないからな？」

（でも……）

　何な故ぜだろう。

　今テトラがいるあの位置に、アルスが居られないことが、彼女はなんだかとても残念でならなかった。

（シオさん……）

　ボスを昏こん倒とうさせ、なんとか皆みなでこの状況を脱せそうだというのに、アルスはそれを心から喜ぶことが出来ず、先ほどから胸の辺りがきゅうっと苦しくなっていたのだ。

　どうしてそんな気持ちになるのか、アルスには分からなかったが、でもシオとテトラがキスをしているところを目にした時、彼女は一瞬だけこう思った。




　──なんか、嫌いやだ……、と。




　そしてアルスが、そんな悪いことを思ってしまったからなのだろうか。

　事態は──一転してしまう。

「「──うわあっ!?」」

『──なっ!?』

　突とつ如じよシオたちが背後から攻撃を受け、ナイト化が解けてしまったのだ。

　一体何が起こったのか。

「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!」

　啞あ然ぜんとする一同をあざ笑うかのように、雄お々おしく八枚の翼を広げたのは、先ほどダウンさせたはずのゼノデーモンであった。

　いや、先ほどまでとは、あきらかに様相が異なっていた。

　アルスの知る限り、翼は六枚だったはずだし、あんなにも巨きよ体たいではなかったはずだ。

「い、一体何が……」

　未いまだ雄お叫たけびを上げ続けているゼノデーモンを、アルスはただ呆ぼう然ぜんと見上げることしか出来ずにいた。

「！」

　が、そこで彼女ははっと正気に戻もどる。

　ふと視界の端はしに、もぞもぞと動く二つの人ひと影かげを捉とらえたからだ。

「シオさん!?　テトラさん!?」

　アルスが懸けん命めいに呼びかけるも、時すでに遅おそく、ゼノデーモンは怒いかりに満ちた表情で、地に伏ふす二人に対し、そのさらに凶きよう悪あくとなった大おお鎌がまを、無む慈じ悲ひにも振り上げたのだった。




　　　　◇




　確実にダウンしていたはずだった。

　それだけの手て応ごたえを、シオたちは確かな感かん触しよくとして得ていたからだ。

　なのにやつは立ち上がった。

　しかも先ほどまでとは異なる、より強大な姿となって、再びシオたちの前に立ちはだかってきたのだ。

　いかなパワーアップしたナイト化と言えど、無防備なところを背後から攻撃されては、さすがにひとたまりもなかった。

「ぐっ……」

「ぬ、う……」

　あっという間にナイト化は解除され、形勢は逆転──今度はやつの方が、シオたちを見下ろす番となっていた。

「無様だな、人間。そして忌いむべき半者の娘むすめよ。貴様が竜の姿を取り戻したことは、正直、驚いたが、どうやらこの我のように、より上位の存在へと昇しよう華か出来る者がいることは、知らなかったようだな」

　つまり第二形態のようなものなのだろう。

　確かにゲームなどでは、ボスのＨＰを削けずったあとに、何度か変身するタイプのやつもいたが、まさか現実で変身するモンスターがいるとは思わなかった。

　いや、きっとその可能性を考えてはいたのだろうが、実際に戦闘などを行っていると、他のことに気をとられすぎて、優先順位が低くなってしまっていたのだ。

　ゆえに油断し、やつの逆転を許してしまった。

　唯ゆい一いつの救いは、負傷者たちがアルスらの手によって、なんとか全員岩いわ陰かげまで退たい避ひ出来たことであろうか。

　だが……。

「く、ぅ……」

　攻撃をもろに食らったテトラは、落下ダメージだけのシオとは違い、今も苦く悶もんの表情を浮うかべていた。

　あれではしばらく動けはしないだろう。

　抱かかえて逃にげるにしても、第二形態となったゼノデーモンから、無事に逃げ果おおせられるとは到とう底てい思えない。

　一体どうすれば……っ、とシオが悔くやしそうに歯は嚙がみしていると、




「──シオさん!?　テトラさん!?」




「！」

　ふいにアルスが、シオたちを呼ぶ声が聞こえた。

　そうだ、ここにはまだ動けるアルスたちがいるのだ。

　ならばテトラは彼女らに任せ、今はとにかくシオが時間を稼かせぐしかあるまい。

　それでなんとか隙すきを突つき、アルスかマノンとナイト化出来れば、もう一度この状じよう況きようをひっくり返すことが出来るかもしれない。

　マノンがなんのモン娘かは知らないが、それでも可能性はあるはずだ。

「さあ、絶望とともに消えるがいいッ！」

　ゼノデーモンが、得意げに自身の大鎌を振りかざしてくる。

　だがその瞬しゆん間かん、シオはさっと腰こしを上げ、挑ちよう発はつするように言い放った。

「絶望？　笑わせんな！　お前のしょぼい攻撃なんか効かねえよ！」

「……何？　貴様、この我を愚ぐ弄ろうする気かッ！」

　──かかった！

「はっ、不意打ちなんて卑ひ怯きような真似まねを仕し掛かけといてよく言えるな！　てめえも男……いや、オスだったら正々堂々かかってこい、この野や郎ろうっ！」

「言わせておけば……ッ！」

　ぶおんっ！　とゼノデーモンが翼つばさを翻ひるがえして、シオの方へと向かってくる。

「──っ!?」

　最中、シオは目線でアルスにテトラを助けるよう訴うつたえ、再びゼノデーモンと対たい峙じする。

　あとはアルスたちがテトラを退避させている間、死に物狂ぐるいで逃げ回るだけだが……。

「死ねッ！」

　──どがんっ！

「ひいっ!?」

　こ、こえーっ!?

　もう数センチずれてたら、ミンチになっていたところである。

「ば、馬ば鹿か野郎！　本当に死んだらどうするつもりだ!?」

「笑しよう止しッ！　貴様ら人間など、この世界には不要の種しゆよッ！」

　──ごごうっ！

「やべっ!?」

　ついに怒りが頂点に達したであろうゼノデーモンが、その八枚の翼から、黒い衝しよう撃げき波はを何十本と飛ばし、シオは直感的に避よけられないことを確信する。

　防ぼう御ぎよをするにしても、今シオが持っているのは、ギルドで支給された、なんの変へん哲てつもないロングソードくらいしかなく、いよいよ〝死〟というものが脳のう裏りをよぎる。

　が、その時。




「─だ、ダメですぅ～っ!?」




「──っ!?」

　ふいに横から、ふわりと柔やわらかい物体が飛んできて、シオを庇かばうように覆おおい被かぶさった。

　それがアルスだと気づいた時、二人を豪ごう雨うのような衝撃波が襲おそう。

　──どががががっ！

「ぐうっ!?」「きゃふっ!?」

「アルス!?　シオ!?」

　マノンの悲痛な叫さけびが辺りに響ひびく中、シオたちはごろごろと地面を転がる。

　アルスが庇ってくれたおかげで、シオ自身、直撃は避けることが出来たようだが、その代わりに、彼女の身体からだを衝撃波が襲い、じわりと服に赤い染みが広がっているのが見えた。

「ば、馬ば鹿か!?　なんでこっちに来た!?　テトラを助けろって言っただろ!?」

「ご、ごめんなさい……。でもシオさんが危ないって思ったら、身体が勝手に動いてしまって……けほっ」

「──っ!?」

「あっ……」

　辿たど々たどしく微笑ほほえみつつも、苦しそうに吐と血けつするアルスの身体を、堪たまらずシオは抱だき締しめる。

「シオさん……？」

「……ごめん」

「えっ……？」

「痛かったよな……。本当にごめん……」

　涙なみだながらに謝罪するシオを、アルスは優やさしく抱だき返してくれた。

「いいえ、お気になさらないでください……。シオさんがご無事でしたら、私はそれだけで十分です……」

　だって私は……、とアルスは傷だらけの身体で、満面の笑みを浮かべながら言った。




「──シオさんのことが……大好きですから……」




「！」

　にこりと笑う、彼女の顔があまりにも真まっ直すぐすぎて、

「……んっ」

　気づいた時には、シオの方から彼女と唇くちびるを重ねていた。

　何な故ぜそうしたのかは自分でも分からない。

　元々隙を見てナイト化するつもりだったし、今がその瞬間だと思ったのかもしれない。

　だがシオはこう確信している。




　きっと他の誰だれでもない──この優しい少女を守りたかったのだろう、と。




「な、なんだ!?」

　その強い思いが、今までよりも数段と目映まばゆい輝かがやきとなって、シオたちを照らしてくれた。

　確かにナイト化には、両者の絆きずなが重要なのだろう。

　えっちなことが出来るくらい、心を開き合った間あいだ柄がらならば、それだけ力を増すことも出来ると思う。

　しかしそれはあくまで一例であって、別段えっちなことをせずとも、互たがいを想おもい合うことは出来るはずだ。

　今のシオたちがそうであるように。

　互いを守りたいと心から願い、二人が互いのためを想って、命いのち懸がけで行動した今のシオたちの絆は、今までよりも遥はるかに強固な形となって、二人を繫つなげていた。

「ふわあぁ!?」

　それは騎き乗じよう前の段階で、アルスが喘あえぎ始めるほど、鮮せん烈れつに彼女の中を満たしていたのだ。

　こんな状態のアルスに騎乗したら、果たしてどうなってしまうのか。

　心配する気持ちはあったものの、一度発動した《オールラウンダー》を止められるはずもなく、

「あ、ああああああああああああああああああっっ!?」

　──騎乗。

　その瞬間、辺りに青白い火花が散り、アルスの身体ががくがくと小刻みに震ふるえた。

　さらに。

「んんっ!?　あ、はあっ!?　あ、あ、し、シオさあああああああああああああんっっ!?」

　びくびくびくっ！　とアルスが今まででもっとも激しく、そして色っぽく嬌きよう声せいを上げ、その身体が閃せん光こうとともにモンスター形態へと変化していく。

　しかし今回のナイト化は、今までのそれとは些いささか様相が異なっていた。

　というのも、

「黄金の……アルティメットクイーンスライムだと……ッ!?」

[image: ]

　ゼノデーモンが口にしたように、アルスの身体もそうだが、シオの持つランスや盾たて、全身に纏まとうエフェクトさえもが、黄こ金がね色いろに光り輝いていたからだ。

「こ、これは……」

　驚おどろくシオに、乱れた息を整えながらも、アルスは確信を持ってこう言った。

「し、シオさん……行きましょう！」

「あ、ああ！　了りよう解かいだ！」

　アルスの言葉が、なんだか無む性しように頼たのもしく聞こえ、シオもまた力強く頷うなずいて応えた。

「くっ、まやかしがあああああああああああああああああああッッ!!」

　ゼノデーモンが、再び自身の黒翼を大きく振ふりかざすも──遅おそい！

「「はああああああああああああああああああああああああああああああああっっ!!」」

　大地を陥かん没ぼつさせるほど踏ふみ込み、シオたちは一筋の光の矢となって、ゼノデーモンへと特とつ攻こうする。

　その速度はまさに光のようで、

「ぐ、ぼああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!?」

　ゼノデーモンに、これを防ぐ術すべなど存在しなかったのであった。
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「うおっ!?　レベル〝73〟のランク〝８〟になってるぞ!?」

「わあ、凄すごいですぅ～！　私、ランク８の《アガスティアリーフ》なんて、初めて見ました！」

　ぱあっと瞳ひとみを輝かせて褒ほめてくれるのは、もちろんアルスである。

　あれからゼノデーモンは、光とともに消え去ったのだが、別段死んだわけではなく、あとにはぬいぐるみのようなモンスターが、きゅ～と目を回しながら残っていた。

　どうやらシオたちの一撃で、力の大半を消失させられてしまったらしい。

　もっとも、それは一時的なことで、いずれまた同じ姿に戻もどるだろうとのことだった。

　ともあれ、そうして危機を脱だつしたシオたちは、負傷していた冒ぼう険けん者しやたちの持っていた帰き還かん用レアアイテム──《導きの晶しよう片へん》を使い、無事に《ユグディアナ》の街へと帰還したのである。

　テトラも命に別状はなく、同じく冒険者たちの持っていた回復薬のおかげで、街に着いた時には、歩けるまでに回復していたのだが、これだけ色々なことがあったせいか、家に戻った頃ころには、全員揃そろってばたんきゅーであった。

「いや、でもランクって、全部で〝10〟までしかないんじゃなかったっけ？」

「あ、はい。一応ランク10が、現状、最高ランクだった気がします」

「なのに俺がランク８って……。しかもここに来てから、まだ二週間も経たってないんだけど……」

「えへへ、さすがはシオさんです♪」

「お、おう、ありがとな。でもこれは、またパッフィーさんが頭を抱かかえそうな気が……」

「そ、そうですね。とりあえず刺し激げきが少ないよう、やんわりとお伝えしてみましょう」

「うん……」

　小さく頷き、シオはアルスとともに冒険者受付へと戻る。

「あら？　ステータス更こう新しんは終わったの？」

「あ、はい……」

「そう。それでどうだったのかしら？　今回は八層から二〇層へのショートカットも見つけたんだし、少しはレベルも上がってたんじゃない？」

　そうパッフィーに問われたシオは、「え、ええ、まあ……」と頷いた後、アルスに言われたとおり、控ひかえめに《アガスティアリーフ》を見せながら言った。

「その、ランク８になってました……」

「……はっ？」

　パッフィーの目が、文字通り点になる。

　そのまましばし沈ちん黙もくした後、彼女ははっと我に返ったかのように口を開いた。

「ご、ごめんなさい、ちょっと今一いつ瞬しゆん意識が飛んでいたわ……。まあでも、今まで想定外のことを色々としてきたのだもの。ランク６から飛び級するなんて離はなれ業わざ……別段おかしくないわよね……」

「そ、そうですかね？」

　その割には、随ずい分ぶんと顔が青ざめている気がするのだが……。

「と、とにかく昇しよう格かくおめでとう、シオくん。ランク８なんて、歴史上でも何人いたかというくらい凄いことなんだけど……。あまりに凄すぎて、私、逆にちょっと引いているわ」

「え、えぇ……」

　凄すぎて逆に引くってなんだよ……。

「でもさすがにここまで来ると、ギルドとしても何か報賞を与あたえるべきだと思うし、ちょっと私の方から上にかけ合ってみるわね」

「あ、はい。じゃあ、お願いします」

「お願いします」

　ぺこり、と頭を下げるシオたちに、パッフィーは「ええ、任せておいて」と頷いた後、話の軸じくを元に戻した。

「それで、例の遺い跡せきの件なのだけれど、さっそく他の冒険者たちにも使えるよう、水みず抜ぬき専門の部隊が編成されるみたいよ？」

「おお」

　それはありがたい。

　是ぜ非ひとも頑がん張ばっていただきたいものである。

「ふふ、これもシオさんのおかげですね♪」

「いやいや、俺一人の力じゃないよ。あそこに潜もぐれたのは、水に強いアルスの力があってこそだからな」

「えへへ♪」

　嬉うれしそうに笑うアルスの姿に、シオの口元も自然と綻ほころぶ。

「あらあら、仲がよさそうでお姉さん妬やけちゃうわ。まあ、だからこそこんなにも頑張れてるのだとは思うのだけれど。それと……ごめんなさい。あなたたちモン娘むすに対しても、認にん識しきを改めないといけないわね」

「いえ、お気になさらないでください」

　ふんわりと微笑ほほえむアルスに、パッフィーも相そう好ごうを崩くずして言う。

「ありがとう。とにかくこれからも頑張ってね。応おう援えんしてるから」

「「はい！」」

　揃って頷いた後、ギルドをあとにしたシオたちは、《マノンの家》へと向けて歩みを進める。

　ちなみに、何故ギルドに八層の転送装置のことを報告したのかというと、シオたちはあれからもう一度八層へと赴おもむき、マノンがさらに借金して手に入れた《導きの晶片》を使って、お宝だけをまとめて移動させたのである。

　ちなみに、《導きの晶片》は、二つの結晶片からなるアイテムで、片方を帰還したい場所に置いておくと、そこに向かって一瞬で移動出来るのだ。

　というわけで、現在、例の財宝類は、我が家の床ゆか下したに開けた穴の中で、厳重に保管されている。

　他の場所に隠かくすという手もあったのだが、やはり目につくところに置いておきたいというマノンの意志に従い、家の床下ということになったのだ。

　元々《マノンの家》というか、モン娘たちの住む場所に近づくやつはいないので、たぶん盗とう難なんに遭あうこともないだろう。

「しかし今回は皆みんな大活かつ躍やくだったな。おかげで誰だれも死なずに済んだし」

「そうですね。あの冒険者さんたちも、皆さん大事にいたらなくてよかったです」

　にこり、と本当に嬉しそうに微笑むアルスの姿に、シオの心もほんわかと優やさしい気持ちになる。

　と、その時だ。




「──おい」




「うん？」「ほえ？」

　ふと背後から声をかけられ、シオたちは揃って後ろを振り向く。

　そこにいたのは、今し方話題に出てきた、件くだんの冒険者──そのリーダー格の男性だった。

「その、ギルドから出てきた姿が見えたんでな……」

　男性はばつが悪そうに頭を搔かいていたかと思うと、勢いよく頭を下げて言った。

「今回は本当に助かった！　お前らのおかげで、大切な仲間たちを、誰一人として失わずに済んだ！　それと、礼を言うのが遅おくれてすまない！　今までの非礼も、全部詫わびさせてくれ！」

　真しん摯しにお礼の言葉を口にする男性の姿に、シオたちは互たがいに顔を見合わせ、ふふっと口元を和やわらげる。

　すると、アルスが「いえ」と首を横に振りながら男性に告げた。

「こちらこそ、皆さんのお役に立ててよかったです」

「あ、ああ。本当にありがとう。モン娘がこんなに凄いやつらだなんて初めて知ったよ。正直、見直した。他のやつらにも、重々お礼を伝えておいてくれると助かる」

「はい、分かりました」

　ふわっと優しい微笑みのアルスに、男性も些か照れ臭くさくなっているようだった。

「じゃ、じゃあ俺はこれで……。その、なんだ……が、頑張れよ？」

「はい！」

　再度軽く頭を下げ、男性が足早に踵きびすを返していく。

　男性の姿が人々の雑ざつ踏とうの中へと消えた後、アルスは嬉しそうに笑って言った。

「えへへ、褒められてしまいました♪」

「そうだな。これもアルスがいっぱい頑張ったおかげだ」

「い、いえ、私の力なんて些さ細さいなものですし、全部シオさんのおかげです！　私、初めて人のお役に立てた気がします！」

「はは、それはよかった。でもあの時のアルスは、本当に凄かったぞ？　まさに〝ゴールデンアルティメットクイーンスライム〟って感じだったしな。きっとまだまだ凄い力を秘ひめてるんじゃないかな？」

「そ、そうでしょうか……？」

　もちろんアルスだけじゃなく、他のモン娘たちにしてもそうなのだが。

「おう。二〇層のボスですら、一撃で倒たおせるほどの力だし、あんな感じの力が、いつでも使えるようになれば、いつかは《オルディンズトール》の頂上に辿たどり着くことだって、夢じゃないと思うぞ」

　シオがそう笑いかけると、アルスは何かを決意したように、ぐっと両手を胸の前で握にぎって言った。

「で、でしたら、これからはもっと私とナイト化していただけませんか!?」

「えっ？」

　それはどういう……、と思わず呆ほうけるシオに、アルスは辿たど々たどしくも、自身の思いを伝えてくる。

「わ、私は、もっとシオさんのお役に立ちたいんです！　ですから、どなたよりもお役に立てるよう、シオさんにいっぱいナイト化していただきたいんです！」
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「い、いっぱいナイト化って……」

　つまりキスしまくれということにもとれるのだが……。

「も、もちろんトレーニングの方もいっぱいしてください！　で、出来ればテトラさんよりもいっぱいして欲しいです！　私、シオさんに喜んでいただけるよう、精せい一いつ杯ぱい頑張りますから！」

「お、おう、そうか。じゃあ、無理しない程度にな？」

「はいっ！」

　いつにもなく積極的なアルスに気け圧おされるシオだが、まあやる気があるのはいいことだろう。

　だがテトラよりもいっぱいとなると、〝ちょっとえっち〟どころじゃ済まなくなりそうなのだが、本当にいいのだろうか……。

　うーん……、とシオが眉み間けんにしわを寄せていると、

「では行きましょう、シオさん♪」

「お、おう!?」

　ふいにアルスが、ぐいっと彼の手を引いてきた。

　突とつ然ぜんのことに少々驚おどろいたものの、なんだかとても楽しそうなアルスの笑顔に、シオも観念することにした。

「……分かったよ。でもあんまり急ぐと危ないから、ほどほどにな？」

「はい、分かりました♪」

　そうして、シオはアルスに手を引かれながら、皆の待つ我が家へと、足どり軽めに帰っていく。

　最中、アルスは相変わらずの笑顔で言った。

「えへへ♪　これからもずっと一いつ緒しよにいてくださいね、シオさん♪」

「おう。借金は返し終えちまったけど、俺がいないと、またマノンのやつが色々とやらかしてくれそうだしな」

「ふふ、でもマノンさん、シオさんがいらしてから、とっても楽しそうですよ？」

「そうなのか？」

「はい！　もちろんテトラさんやフォーレムさん、シャニちゃんも、皆さん以前よりずっと明るくなった気がします！」

「そっか。なら嬉しいな」

「はい、私も凄すごく嬉しいです！」

　にんまりとひまわりみたいに笑うアルスの姿に、シオの顔にも自然と微笑みが浮うかぶ。

　そうこうしているうちに、見慣れた我が家へと到とう着ちやくしたシオたちは、手を繫つないだまま扉とびらを開ける。

「ただいま帰りましたっ」

　すると、お昼の準備をしていたらしいフォーレムが、

「あら、おかえりなさい」

　と、料理を手にしながら笑顔で振ふり向き、さらにソファーで足をぶらぶらさせていたシャニも、

「ん。おかえり」

　相変わらずの寝ね惚ぼけ眼まなこで、二人を迎むかえてくれた。

「うむ、帰ったか──って、何な故ぜ手を繫いでいる!?」

　シャニと同じく、ソファーに腰こし掛かけていたテトラは、シオたちの姿を見るなり、何やらショックを受けているようだったが、それよりも彼が気になったのは、

「ん～、むっちゅむっちゅむっちゅっちゅ～っ♪」

　床下から取り出したであろう黄金の像に、何度もキスしているマノンの姿だった。

「おう、ただいま──って、何やってんだ、お前は……」

　そんなマノンに、ジト目で突つっ込こみを入れるシオだが、しかしこれはこれで実に彼女らしいのだろう。

「ふふ、じゃあ二人も帰ってきたことだし、そろそろお昼にしましょうか」

「ん。わたし、おなかぺこぺこ」

「い、いや、その前に何故手を繫いでいたのかの理由をだな……」

「あら、あんたたち帰ってきてたの？　だったら〝ただいま〟くらい言いなさいよね」

「お前なぁ……」

　がっくりと肩かたを落とすシオに、アルスがふふっとおかしそうに笑って言う。

「ねっ？　皆さん、とっても楽しそうでしょう？」

「まあ、そうだな」

　なので、シオも彼女の言葉に、笑いながら頷うなずいたのであった。








あとがき






　まず拙せつ作さくをお手に取ってくださったこと、本当にありがとうございます。

　初めましての方は初めまして。

　お久しぶりの方はお久しぶりです、草くさ薙なぎです。

　前作『デスゲームから始めるＭＭＯスローライフ４』以来になりますので、大体一年ぶりくらいになるのでしょうか。

　今回は新シリーズということもあり、簡単に本作のご紹しよう介かいなどをさせていただけたらと思います。




　さて、この物語は、ひょんなことから異世界に召しよう喚かんされた少年が、その世界で底辺な扱あつかいを受けていたモンスター娘むすめ──通つう称しよう〝モン娘むす〟たちとともに、冒ぼう険けん者しやとして世界最大のダンジョンを攻こう略りやくしたり、まったりイチャイチャしたりするお話です！

　本作最大の特とく徴ちようは、なんと言ってもタイトルにあるとおり、〝騎き乗じようスキル〟でモン娘たちに乗ることなのですが、これには色々と条件がありまして、まずキスをしないと乗ることが出来ません！

　さらにこれをパワーアップさせるためには、両者の絆きずなを深めなければならず、デートやらちょっとえっちなトレーニングやらをすることになります！

　全体的にコメディタッチの、ほっこり出来るお話になっておりますので、難しいことを考えず、楽しんでいただけたら幸いです！




　というような感じで、恒こう例れいの謝辞の方をば。

　この上なく素晴らしいイラストで、本作を彩いろどってくださいました、絵師の福ふくきつねさま。

　いつも親身に相談に乗ってくださる、担当編集のＹさま。

　並びに、この作品づくりに携たずさわってくださいました、全ての皆みなさま。

　そして今このあとがきを読んでくださっているあなたさまに、心よりの御おん礼れいを申し上げます。

　願わくば、またお会い出来ますことを。





二〇一八年八月吉きち日じつ　ツチノコ印の草薙アキ　





















【騎き乗じようスキル】で美び少しよう女じよとヤリたい放ほう題だいするだけで、最さい強きよう騎き士し生活ライフ








草くさ薙なぎアキ





富士見ファンタジア文庫





平成30年10月20日　発行





©Aki Kusanagi, Fukukitsune 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『【騎乗スキル】で美少女とヤリたい放題するだけで、最強騎士生活』

平成30年10月20日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p087.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p033.jpg





item/image/m003.jpg
ik AR Y N L—=2D T&






item/image/m004.jpg
it OHNK-LME






item/image/m001.jpg
NOO—-D






item/image/m002.jpg
1 PSACRHKSH NERI0 Tu.






item/image/p235.jpg





item/image/p279.jpg





item/image/m005.jpg
Bt BREIESSH v VU A KB =0 T&






item/image/m006.jpg
HUO—%






item/image/p071.jpg





item/image/p197.jpg





item/image/allcover-001.jpg
BT

o<BBEHE

1986 ICEERIN. HERRE
LHBRON=. CN
ERICBRSNDER, TS

EAF PAFPLOD, B
LBILHT, ERAADT VY3
VITHARDIBBETT | 13>
COERUDBNEBEOTHOE
TOT, ESTEBLLBRNLE
1

XGOS Y Y 3 Y2 O BH— (2774 7F)
T, S B R - bl 2R %
(B, TREEY RS —URBEFALLD, A F 24 F 3
FoL, [OBo? T, IABAELOVO, ik, IHTTY
5~ 12) — Wi LTI e B F = B AF V2o 2 |

EVAS MBI, ATAA - FA M RFTTY - F

Vo TY YV s YERMT B0, YA ER S L
BTLEHKRY | B ADEVMEBED oL R
BAMERDT, ¥V a YERAUML T WIRA 7
XA FXRA=F4 7, W

A52b:HiEDn
DT

2
7
:
4
[






item/image/p143.jpg





item/image/gaiji-002.png
100





item/image/gaiji-001.png
><





item/image/p269.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		もくじ



		プロローグ



		一章　マノンの家のモン娘たち



		二章　オルディンズトール



		三章　クエスト日和



		四章　異世界のナイトとモンスター娘たち



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p015.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/titlepage.jpg
[ARAFN TRIKE
TRV BT BER

BT ¥

O

TPIFI T E
2776






item/image/kuchie-001.jpg
\ s :-‘! v &
CEF I .

FHIC R

kijyo skill de surudakede,saikyo kishi life





item/image/toc-001.jpg
Joo-—72
005

é Z/VaERT LY
031
é > WAV O

or1

156
____é BB F s T 29—z

220






item/image/kuchie-004.jpg
Qv PRIS—igNtS
LISHORIECH






item/image/kuchie-002.jpg
>%*
RH#tRICBBRE A

eEBOD

=R,

=)

ZAOBERITAICR

=

%L,






item/image/kuchie-003.jpg
N O-LLnEY |
N 4 bREEF
| LHmEA,

TUMEBOME
EROEDEY Y~ YA
[ ok ma [ NN 254 LOEY

R, BUFE [ppr
BERODL,

K5IV DEVR. |
BEELMIET.
FEERLTVS. &)

i

J
o @






